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Ａ００１　グランド・レールロード









「よしっ!!　ナガサキだ！」

　山から続く街かい道どうを抜ぬけた俺は、目の前に広がる町並みを見て飛び上がって喜んだ。

　カラン、カラン、カラン……。

　あまりにも勢いよく飛んだせいで、金属製の長い笛が背中から外れて下へ落ちる。

「おっと」

　俺はゆるい坂道を転がっていく笛を慌あわてて拾う。

　立ち上がった俺の前には、小さい頃ころから憧あこがれていたナガサキの町が広がっていた。

　既すでに日は東シナ平原の向こうへ沈しずみつつあり、周囲の小高い丘おかへ向かって折り返しながら続く石いし畳だたみの道はそんな光を浴びてオレンジに輝かがやく。

　ナガサキは広大な東シナ平原の東とう端たんに位置し、キュウシュウ海に面した港町だ。

　船で東から西へ渡わたると二日はかかるキュウシュウ海は「海」と呼ばれているが、水は淡たん水すいでありユーラシア海のように塩しお辛からくはない。

　そのためにナガサキの町には川魚であるアオイブナの塩焼きを出す店が多く、通りには魚の焼けた香こうばしい臭においが漂ただよっていた。

　そして、ナガサキは『グランド・レールロード』と呼ばれる、大陸横断鉄道の駅を持つ町でもある。大陸横断鉄道は世界中へと延のびており、この世界は列車を乗のり継ついでいけば、どこへでも行くことが出来るのだ。

　駅へと続く石畳みの通りは幅はば二十メートルほどあり、店前には濃こい色の布で造られたひさしが商しよう魂こんたくましく、前へ前へと張り出されている。

　道路にはリザードが牽ひく荷車が行き交い、物売りの声があちらこちらから聞こえた。

　俺はそんな通りを物もの珍めずらしそうにキョロキョロしながら歩く。

　ハッキリ言って田舎者の俺はナガサキはおろか、こんな大きな町は初めて見る。

「やっぱりすごいなぁ、大陸横断鉄道の駅のある町は……」

　初めて見る駅のある町の活気に、俺は少し気け圧おされる。

　俺はナガサキの生まれじゃない。

　ここから歩いて三日ほどかかる「ヒメジマ」という小さな村から出てきた。

　ヒメジマにはグランド・レールロードの駅はなく、俺はレールの上を疾しつ走そうする『ファイアーレス』と呼ばれる機関車を、ずっと見ているだけだった。

　俺の町から駅のある一番近い町がここナガサキだ。

　そして、大陸の彼方かなたへ走り去っていくファイアーレスを何度も見ながら「俺はいつか、こんな村を出て世界へ冒ぼう険けんに出るんだ」と心に誓ちかっていた。

　そして、昨日十八歳になった俺は村を出ることにしたのだ。

　たった一本の笛だけを持って……。

　その時、俺の後方から大きな声がする。

「いました！　家元、あそこです」

　振ふり返かえると、五十メートル程後方に、俺と同じような黒い服を着た男達が十人ばかり並び立ち、そのうちの一人が俺に向かって指を差していた。

　そして、後ろにいた一番背が高く体格のいい男が、ギロリと俺を睨にらみつける。

「おい、ケント！　『タミーノ』を返せ。そして、お前は村へ戻もどるんだっ！」

　その迫はく力りよくある野太い声は道路に響ひびき渡り、歩いていた人や店の前へ出ていた店員らが一いつ斉せいに振り返った。

「おっ、親父おやじ!?」

　それは俺の親父であり、周りにいるのは親父の門下生だった。舞ぶ踏とう家かの家元である親父は百九十センチの長身で堂々たる体格の持ち主。

　そのあまりの立派な姿に、目の前に立たれれば息子である俺でも威い圧あつ感かんを覚える。

　親父はこの俺の背中に差している笛『タミーノ』を取り返しにヒメジマからナガサキまで追ってきたのだ。

　自分が舞踏家として完かん璧ぺきな存在と思っている親父が、門下生の若造の一人としてしか見ていない俺の言うことなど、絶対に聞いてくれるわけがない。

「ったく、親父の奴やつめ、しつこいなっ！」

　再び前を向くと、俺は言葉を交わすこともなく坂道を一気に下りだす。

「にっ、逃にげたぞ！」

「おっ、追えっ！」

　そんな門下生らの言葉が背中にぶつかるが、俺は無視して全速力で走った。後ろからバタバタと足音は聞こえてくるが、一番若い俺の走りにはそう簡単については来られない。

　俺は最初の路地を右へと入り込み、次は左の脇道へと飛び込んだりして、石の建物で造られた迷路のようなナガサキの町を逃げ回る。

　親父達は俺を見失う度たびに、追手を半分にして執しつ拗ように追いかけてきた。

　やばい……やばい……。

　走りながら俺は焦あせりまくっていた。

　いくら普ふ段だんから「修行」と称しようするハードな体力作りをやらされてきた俺でも、こんなアップダウンの激しい町を全速で走り回っていたら、やがては息が上がってしまう。

　それに一時的に逃げ切ったとしても、十人からの追手に町中を捜そう索さくされたら、どこかに泊とめてもらうことも難しくなり、やがては捕つかまえられてしまうだろう。

　その時、俺は知らないうちに駅前広場へと躍おどり出でる。

「これがナガサキの……駅……」

　本当は逃げ続けなくてはいけなかったのだが、初めて見るグランド・レールロードの駅舎の美しさに心を奪うばわれた俺は、すっと足を止めて見上げてしまった。

　そこにあったのは、正面に二本の高い四角の塔とうを持つ赤レンガ造りの建物で、側面には白いしっくいで縁ふちどりされた大きな丸い窓が並ぶ。

「すげぇ、まるで教会みたいだ……」

　もちろん、こんな建物を見たのも初めてで、俺の村で最もキレイな建築物といえば、教会くらいしか思いつかなかっただけだ。

　二本の塔の間には長細く半円形の入口があり、たくさんの人が出入りしていた。

　やがて、後方から二人くらいの足音が迫ってくる。

　ここへ逃げ込むか……。

　俺は駅へと入っていくお客さんに混じるようにして、入口から駅舎内へ入っていた。

　五階建ての高さはあるかという駅舎内は吹ふき抜け構造で、天てん井じようからは赤、黄、青色のステンドグラスを通った夕日が、柔やわらかな光のカーテンとなって降り注ぐ。

　たくさんのウッドベンチの置かれた待合室は、一いつ杯ぱい十ハイドレートで飲めるコーヒースタンドと、アオイブナの塩焼きの屋台の醸かもし出す臭いに包まれていた。

　その時、目に飛び込んできた光景に思わず声をあげる。

「おぉ～!!　大陸横断列車だ！」

　待合室の向こうには行き止まりとなった線路が十数本並び、そこには色取り取りのファイアーレスが十数両もの客車や貨車を、それぞれ後ろに繫つないで停車していた。

　俺はこんなに近くで見るのも、多くの大陸横断列車を見るのも初めてだ。

「遠くから見るだけだとよく分からなかったが、こういう形なんだなぁ～」

　俺は車止めの横を一編成一編成見上げながら歩く。

　そんな俺の耳には、

「プレナまで五千ハイドレートだ！　誰だれかいないか!?」

「こっちは、ウラジオだ。今なら七千五百ハイドレートにしといてやるぞ。但ただし、屋根の上だがなっ！」

「ソレド行きの荷物はないか？　一つ、二百ハイドレートで運ぶぜぇ！」

　と男達の威い勢せいのいい掛かけ声が、各列車から聞こえてくる。

「噂うわさに聞いていたけど、列車に乗る時は、本当に列車主と交こう渉しようするんだな……」

　世界にはまだまだ人の行ったことのない場所があり、学校の先生が言っていたことが本当かどうかは分からないが、この世界は陸地が七割、海が三割と学校で習った。

　そんな、どこまでも続く大地を移動するには大陸横断列車に乗るしかない。

　世界の町と町はかけ離はなれていてリザードや徒歩で大地を行けば、盗とう賊ぞくに襲おそわれるか、体力が尽つきて死んでしまうからだ。

　大陸横断列車に乗るには、オーナーである『列車主』と運賃交渉することになる。

　列車一編成の持ち主である彼らは、全て独立商人であり、機を見るに敏びんだ。

　だから、さっきは「プレナまで十万ハイドレート」と言っていたが、時期や混雑状じよう況きようによって運賃はバカにみたいに上がったり下がったりとコロコロ変わるらしい。

　列車主にしてみれば、要するに「とにかくたくさん儲もうかればいい」ということなのだ。

　おかげで客らも「五千は高い！」「となりの列車は四千って言っているぞ」と言っては、値切り交渉を持ちかけることになる。

　俺は壁かべに掲かかげられた大きな世界地図を見上げた。

「うぉぉ！　『ブレーメン』まで載のっている！」

　俺のテンションはバクンと跳はね上がる。

　地図の中心には広大な海『ユーラシア海』があり、大陸横断鉄道の路線はその周囲に広がる広大な陸地に網あみの目めのように張はり巡めぐらされていた。

　そして、そんな路線がクモの巣の中心のように、最も集まっている場所が、ヨーロッパにある『ブレーメン』と呼ばれる世界最大の都市だ。

　ブレーメンには世界中の富と人が集まっており「どんな夢でも叶かなう街」と噂に聞く、人が生きているうちに一度は訪れてみたい憧れの場所だ。

　すぐにでも大陸横断列車に乗りたいが、問題は運賃だ。

　さっきから聞こえてくる値段では、俺はどこへも行けない。

　家出してきた俺は一文無しで、しばらくナガサキで仕事をして稼かせぐつもりだった。

「こんなもん売れないだろうしなぁ」

　俺は「今まで修行と称してシゴかれた慰い謝しや料りよう」だと、家から飛び出す時に盗とってきた横笛『タミーノ』を見つめた。

　タミーノは単なる筒つつではなく、表面には丸いキイと呼ばれるボタンが並び、キイには細い金属の棒が繫がっていて、押すことで音色を変えることが出来る。

　憎にっくき親父は祭さい壇だんに飾かざっていたタミーノを「これは我が舞踏家に代々伝わる家宝『タミーノ』。お前なぞが触ふれてよい物ではない」とよく言っていた。

　まぁ、俺は親父の目をかすめて、夜中に持ち出しては吹いて遊んでいたが……。

「これが家宝～？」

　太陽の下でよく見ると、単に古い笛にしか見えない。

　こんな物を骨こつ董とう屋やへ持ち込んだところで、高額で買い取ってくれるとは思えないし、親父らがナガサキまで追ってきた以上、そういった店にも手は回り始めているだろう。

　笛の端はしを両手で持って、刀のように俺はビュンと振り込む。

「まぁ、護身用の棒としては使えるかな？」

　この金属がなにかはまったく分からなかったが、笛は丈じよう夫ぶそうだった。

　俺はタミーノをクルンと回して背中に差す。

　本当は鞄かばんにでもしまっておきたいのだが、あまりにも長くて背中に掛けるしかない。

　その時、一本の立派な列車が目に飛び込んできた。

「こっ、これは……」

　俺はその列車の豪ごう華かさに思わず言葉を失う。

　列車の先頭には大きな動輪を八個も有するエンジ色の巨きよ大だいなファイアーレスがあり、その後ろにはピカピカに磨みがかれた機関車と同じ色の客車が十両程度繫がっている。

　更さらに最さい後こう尾びには長い貨車が三両連結されていた。

　そして、各客車側面には「wind express」と書かれた黄色の帯が誇ほこらしげに輝かがやく。

「ウインドエクスプレスか……。こんな列車にいつか乗りたいなぁ」

　俺はそのキラキラと光り輝く列車に思わず見とれてしまった。

　その時、客車の最後尾の方から大きな声が聞えてくる。

「うちの列車はエル・ニド行きだ！　エル・ニドへ行きたい奴はいないかっ！」

　声に誘さそわれていくと、貨車の前に連結されている客車の最後尾のデッキと呼ばれるベランダに、日に焼けて真っ黒で大きな体のスキンヘッドの男が立っていた。

　男はウインドエクスプレスの列車主らしく、きっぷ売りと改札を担当しているようだ。

　一応制服なのかグレーのジャケットは着ているが袖そではなくノースリーブで、ズボンは七しち分ぶ袖といったいでたちで、頭には黒いつばのある使い込んだ白い帽ぼう子しを被かぶっていて、列車主は紳しん士しなどではなく、山さん賊ぞくといった雰ふん囲い気き。

　ただ、客同士の喧けん嘩か、列車を襲う強ごう盗とう、密輸品の輸送など、常に事件や犯罪と隣となり合わせで走る大陸横断列車の列車主は、腕うでっぷしの強い男でなくては務まらない。

　だから、この男が特別なのでなく、どの列車主もだいたい似たような感じだった。

　男の立つデッキの下には二十名くらいの男女が集まって、値段の交渉をしている。

「エル・ニドまではいくらだ？　エルヴィン」

　ピンクのドレスを着た美人をつれた紳士が列車主に聞く。

　男は貴族がよく着ている前にボタンがたくさん並んだ上着を着て、膝ひざが隠かくれる程度の細身のズボンをはき、首には白いスカーフを巻いていた。

　エルヴィンと呼ばれた列車主は「そうだな」と太い腕を厚い胸板の前で組む。

「最近物ぶつ騒そうだからよっ。一人、二万ハイドレートだ」

　その瞬しゆん間かん、「にっ、二万ハイドレート～!?」と動どう揺ようする声が客らから聞こえてくる。

　俺の場合はびっくりして過ぎて声も出なかった。

「エル・ニドまで二万ハイドレートか。では、二人分で四万だな」

　クルクル巻かれたカツラを被る紳士は眉まゆ一つ動かすことなく、胸元から取り出した重そうな革かわ袋ぶくろから四枚の大きな金貨を出して、躊ちゆう躇ちよすることなくエルヴィンに手て渡わたす。

　紳士の後には金きん髪ぱつ美人の女が続き、二人はデッキへ登る階段状のステップを四段ほど上がってから、うやうやしく頭を下げているエルヴィンの前を通って客車へ入っていく。

「毎度ありがとうごぜぇやす」

　二人は中へ入ると、パタンと扉とびらを閉めた。

「おいっ！　二万はぼったくりだろ！」

　下にいる客の一人が声をあげるが、エルヴィンはフンッ鼻を鳴らすだけだ。

「うちはああいったお上品なお客様が乗る列車なんだよっ。庶しよ民みんは帰った、帰った！」

　エルヴィンは集まっていた者に向かって、シッシッと右手を振ふる。

　そんなことを俺は少し離れた場所で見ているしか出来ない。

　俺のポケットには数枚の銅貨しかないのだから。

　こんなものでは明後日あさつてのご飯にも困ってしまう始末だ。

「……二万ハイドレートなんて、何すりゃ稼げるんだ？」

　思わずため息をつく。

　町で働くったって一時間に五十ハイドレートも稼げればいいほうだ。それで、二万ハイドレートを稼ぐとなると、四百時間は働かなくちゃいけない。

「単純に一日八時間働いたとしても、最低でも五十日間かぁ～」

　無論、そんな余よ裕ゆうはない。既すでに親父らはナガサキまで来てしまっているんだから、ここで二か月近くも逃にげ回りながら働くなんて全然無理。

　そんなことで悩なやんでいると、ウインドエクスプレスのファイアーレスの警笛が鳴る。

　フォ、フォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォ！

　笛を通り抜ぬけるメタンガスによって鳴るその音は、足元から屋根へ抜けるようだった。

「よぉぉし！　出発だっ───!!」

　エルヴィンはその後に二万ハイドレートを払はらえた数人の客をデッキから室内へ入れると、最後に自分も中へ入ってパタンとドアを閉めた。

　一いつ瞬しゆん、俺と目が合ったエルヴィンは蔑さげすむような目でフッと笑ってから、扉の内側に吊つってあったレースの白いカーテンを乱暴に閉めた、

「くそっ、何をするにも金がいるってことか……」

　ガコン……ガチャン。

　目の前でウインドエクスプレスが動き出す。

　手を緩ゆるく握にぎった形のような連結器が、前からガシャンガシャンガシャンと連続して鳴る。

　ドミノ倒たおしのように後ろまで伝わった連結器の音は、波のように再び後ろから前へと返っていく。

　車輪がゆっくりと回り出し、レールのつなぎ目を越こえる度たびにガタンゴトンと響ひびいた。

　列車の走り出しは鈍にぶく、ゆっくり歩いているような速度だ。

　その時、後ろから声がする。

「もう逃げられんぞ。ケント！　大人しく村へ戻もどるんだっ」

　振り返ると、客車一両分ほどの先には、列車からの風を受けて黒いマントをひるがえす親父おやじが仁王立ちでほくそ笑えんでいた。

　その姿は、まるで俺の夢の前に立ちはだかる巨大な壁のようだ。

　くそ……親父の奴やつめ、どうしても俺を行かせないつもりか！

　こんな狭せまい駅の中で見つかってしまっては、もう逃げる場所がない。

　横を走っていくウインドエクスプレスは、早歩きくらいの速度くらいになっていく。

「俺はあんな村で一生終えるのは嫌いやなんだ！」

「何をバカなことを言っている？　それが舞ぶ踏とう家かの家元の跡あと取とりとして生まれた、お前の運命だろう。受け入れるしかない」

　やはり、親父は俺の言うことを何一つ聞いてくれない。いつも問答無用だ。

「それは親父が勝手に決めたことだろ」

　首を何度も横に振る俺の目には、知らないうちに涙なみだが滲にじんでいた。

　十八年間の親父への恨うらみをぶつけるように、俺は心の底から思い切り叫さけんだ。




「俺の人生は俺が決めるんだ！」




　そんなことを親父に言ったのは、初めてのことだった。

　夢の前に立ちはだかるものから逃のがれようと、ゆっくり後あと退ずさりを始めると、親父は立ち止まったまま、俺を引き止めるように右手だけをゆっくりと上げる。

「ケッ、ケント……お前……」

　初めて親父が動揺している姿を見たような気がした。

　その時、俺の目にはウインドエクスプレスの客車の後に連なる三両の貨車が映る。

　俺はどうしてもここを出て行くんだ！

　心から湧わき上がる強きよう烈れつな衝動に自分の体を任せた。

「親父、俺は往いく！」

　その場で回れ右をした俺は、親父から逃げ出すように最後尾の貨車を追いかける。

「おい、ケント!!」

　聞けば足がすくんでしまう親父の怒ど鳴なる声が背中に当たるが、騒そう音おんと風が消し去ってくれた。全速力で貨車に追いついた俺は、距きよ離りが一番近くなった瞬間に全力で飛ぶ。

「やっ───!!」

　ふわっと浮ういた俺の体は、ゆっくりと最後部へ追いつき右手にハシゴが近づいてくる。

　貨車には点検や修理のためにつけられた鉄ハシゴが周囲についていた。

　俺の右手がパシッとハシゴの一段を摑つかむ。

　だが、ほっとする間もなく、列車はググッと加速して振り落とされそうになる。

「落とされてたまるか～!!」

　今までの人生の中で最高の力を右手に込めてハシゴを引き寄せた。

　そのまま列車はナガサキ駅を出ていく。

　十数本も並行に走っていた銀のレールは、駅出口へ向かって一本また一本と減っていった。

　一瞬だけホームを振り返ると、ぼう然と立ち尽つくす親父の姿が急速に小さくなっていくのが見えた。

　だが、今の俺には親父のことを考えている時間はない。

　キィィィィィン！

　車輪とレールがぶつかって大きな音をあげ、右へ大きくカーブし始めた。

「うぉぉぉぉぉ！」

　列車が右へと曲がったことで慣性が左へ向かって働き、俺の体は貨車から左へ大きくはみ出すようになり、黒い上着が風を受けてバタバタと鳴る。

「痛いたたたたた！」

　右手一本に全体重以上の力がかかり、引き千切られそうになった。

　プラリと垂れ下がった二本の足の下を、ものすごい勢いで地面が流れていく。

　分かることは「落ちたら絶対に死ぬ」ということだ。

　線路が直線へ戻った時にハシゴに足をかければ……。

　だが、人生予定通りにはならない。

　右カーブの左側には、なんと鉄道用の巨大な信号が見えてきた。

「マジかっ!?」

　こんな場所で車体から人が飛び出しているなんて想像もしていない駅構内の信号機と車体の間はとても狭く、このまま行けば、すき間で擦すりつぶされて瞬間ミンチ。

　俺は残っていた左手を伸のばしてハシゴを摑み、ググッと力を入れるが体勢は変わらない。

　そんな間にも信号機は急速に眼前に迫せまる！

「こうなったらっ！」

　覚かく悟ごを決めた俺は、腹筋に思いきり力を入れて一いつ旦たん、後ろへと大きく体を振り、前へと振り戻る際に一番体の位置が高くなったところで手を離はなした。

　体は宙を舞まい、次の瞬間、貨車の屋根へと滑すべり込むように着地する。

「痛っ！」

　ケツに大きな衝しよう撃げきが加えられた。

　斜ななめになっていた屋根から落ちないように、俺は腹はら這ばいになって必死にしがみつく。

　その瞬間、シュッ鋭するどく空気を切きり裂さく音がして、横を白い信号機が通り抜ける。

　やはり、もう少し遅おそければ、旅はここで終わっていた。

　ゴクリと生なま唾つばを飲み、頰ほおを貨車の冷たい屋根につけて、ふぅと思いきり息をはく。

「危ないところだった……」

　そんなつもりはまったくなかったのだが、俺は旅の最初から死にそうになっていた。

　しかも、これは立派な無賃乗車。

　もしかしたらウインドエクスプレスの乗務員に「俺の無賃乗車を見られてしまったのではないか？」と気になり、しばらく屋根に潜ひそんでいても誰だれもやってこなかった。

　日が沈しずんだから見えにくかったのか？

　既に太陽は東シナ平原に落ちて、街灯一つない荒こう野やは急速に暗くなり始めていた。

　ゴォォと風が吹ふきつける屋根の上で膝を立てる。

「貨車の中へ入れるだろうか？」

　さすがにこんなに不安定な屋根の上で寝ねていたら、どこかで振り落とされてしまうだろう。

「あそこからなら入れそうだな」

　貨車の屋根を見つめると、客車後部に連結された三両の貨車のうち、一番前に連結されている貨車の屋根部分にだけ、物を入れる搬はん入にゆう口のようなものが見えた。

　俺は中ちゆう腰ごしのまま静かに屋根を歩いて、連結部分をジャンプして飛とび越えながら、最後部車両から二両前へ移動し客車のすぐ後ろに連結されていた貨車の屋根に移動する。

　そして、搬入口のフタを横から押してみた。

　カラカラという音と共にフタが前へスライドし、人間が一人通れそうな穴が現れる。

　中を見ようと目をこらしたか、貨車の中に明かりはなく真っ暗で何も見えない。

「干し草か……？」

　貨車の荷物は分からなかったが、なにか植物的な香かおりがした。

　ま、落とし穴じゃないんだから、いきなり下に槍やりぶすまってこともないだろう。

　俺は意を決して、穴にストンと飛び込む。

　少しだけ落下した俺の体は、すぐにふわっと何かに受け止められ、落ちた拍ひよう子しに何かが舞った。俺は顔へと落ちてきたその一つに触ふれてみる。

「これは……綿花か？」

　大きな麻あさ袋ぶくろに詰つめられた綿花が、貨車いっぱいに入っているようだった。

「高く売れるらしいからなぁ」

　大陸横断鉄道が田舎から都会へ運ぶ重要な物の一つが綿花だ。

　綿花は田舎の田畑に咲さくワタから収しゆう穫かくするが、それを使った高級な布団や衣類を都会の金持ちが欲ほつしており高く売りつけることが出来る。

　軽量で高価な綿は列車主が好んで運ぶ貨物だった。

「これは幸運だな」

　こんなところで、ふかふかの綿花ベッドで寝られることになった。

　走り出してしばらくは「列車が停車したらどこかへ隠かくれないと！」と気を張って起きていたが、いつまでたってもウインドエクスプレスは停車することがなく走り続けた。

　綿花によって作られた快適な寝ね床どこの上に、室内は真っ暗。

　昨日から走り通しだった上に、親父から逃にげるために町中を走り回ったおかげで、俺はクタクタになっていた。それにコトンコトンと車輪がレールを渡わたる振しん動どう音を聞き続けていると、だんだんと眠ねむくなってしまう。

　両手を挙げて「ふぁぁ～」と、あくびした俺は、瞼まぶたの重みに耐たえられなくなった。

　このまま乗っていればエル・ニドに着く。駅へ着く寸前に貨車から飛び降りればいいや。

　そう決めて眠ることにする。

　俺にしてみれば、割合順調な旅の一日目が切られた。

　とりあえず、村を出てあの憎にっくき親父からどんどん離れているのだから……。








Ａ００２　ウインドエクスプレス









　ガタンと貨車がバウンドするように大きく揺ゆれた。

　俺が重い瞼を開いたのは、寝がえりを打った際、顔に何かが当たったからだ。

　まったく東シナ平原の線路は手入れがよくないなぁ。

　やはり列車は停車することもなく、貨車内にはガタンゴトンと音が大きく響ひびいていた。

　ファイアーレス機関車の通常運行速度はリザードが全速で走る程度のもの。

　メタンハイドレートから発生するガスで動かすファイアーレスは、簡単な仕組みのために古くから世界を支える動力としてさまざまな分野に使われてきた動力なのだ。

　老ろう朽きゆう化して錆さびつき穴の開いた貨車の壁かべからは、幾いく筋すじかの光が差し込む。

　俺はかなり寝ていたらしく夜が明けつつあるようだった。

　なっ……なんだ？

　まだ、目の焦しよう点てんは定まっておらず、まるで水の中といった感じ。

　焦点はゆっくり定まっていくが、貨車の中はまだ薄うす暗ぐらくハッキリは見えない。

　だが、綿花袋ぶくろではない何かが、俺に並ぶようにして横たわっているようだった。

　綿花以外の貨物も載のっていたのか？

　俺は手を伸ばしてその棒状の物を数回なでた。

　ぷにょぷにょ？

　それはとても柔やわらかく、そして、ほんのり温かかった。

　最初は豚ぶたや牛の肉かと思ったが、食用に加工された肉なら冷たいはず……。

　もちろん綿花は柔らかいのだが、温かいなんてことはない。

　今、手で触さわっている触しよつ感かんに対する答えが、俺にはまったく予測出来なかった。

　まだボンヤリしていた目を右手でゴシゴシ擦こすり、摑んでいる物をしっかり見つめ直す。

「白い……物？」

　そこには白く細い物があり、太さは俺の腕うでくらいのサイズだった。

「……なんだこりゃ？」

　俺にはこの白い物体の全体像が見えていないのだ。

　やっと、ぼんやりしていた目も慣れてきたので、白い物体に沿わせるようにして、ゆっくりと目線を上げていく。

　すると、その先になぜか怯おびえきっている女の子の顔がある。

　それは暗い中でもハッキリ分かるくらいの美しい金きん髪ぱつの子だった。

　えっ!?　どうして、こんな貨車の中に美少女が!?

　その瞬しゆん間かん、俺は現在の状じよう況きようを把は握あくする。

　さっきから俺がなでたり触ったりしていた物は、実はこの子の足だったのだ。

「うっ───、うっ───」

　女の子は何とか恐きよう怖ふに耐えているが、今にも悲鳴をあげそうになっていた。

　次の瞬間、ぐっと目元に力を入れてまぶたをつむる。

「きっ!!」

　思い切り悲鳴をあげようとする女の子は、息を思いきり吸おうとした。

　やばい！　ここで声をあげられたらっ！

　俺は全速力で起き上がり、手を素早く女の子の口へと伸ばす。

　右手は瞬しゆん時じに風を切り、パチンと口の周りを塞ふさぐ。

　手のひらには今まで感じたこともない、とても柔らかい唇くちびるの感かん触しよくが当たった。

「ふぐぅ───!!」

　目をつむったまま叫さけんだ全力の悲鳴は、俺の手のひらの中だけに響く。

　人間の体というものは、右手だけを伸ばせるようには出来ていない。

　勢いよく右手を伸ばしてしまうと体も引っぱられ、不安定な綿花袋の上だったこともあって、勢い余って俺は女の子の上にのしかかってしまう。

　女の子は頭の後ろで二つに分けた輝かがやくような金髪を下にして綿花袋の上に倒たおれ、それを俺が上から覗のぞき込むような姿勢で口元へ手を押し当てていた。

　顔は口だけ隠されているが、残された部分にあった細い鼻筋と大きな瞳ひとみから、この子がかなりの美人であることは簡単に想像がつく。

　大きな瞳には、じわりと涙なみだが浮うかぶ。

　下から見上げる女の子からすれば「これは色々と絶体絶命」といった雰ふん囲い気きなのだろう。

「いやいやいや、変なことしねぇーから！」

　誤解を解こうとした俺が言うと、女の子はしっかり見つめ返す。

「ふんぐ　ふふふ？」

　しゃべる度たびに首元にあったチョーカーの赤い宝石がフルフルと動く。

　たぶん、「本当ですか？」と聞いたのだ。

「あぁ、本当だって。だから、大声は出さないでくれないか？」

「ふぐ」

　女の子が細いシャープな顎あごを手前に引いたので、俺はそっと右手を顔からのけた。

　口から手がなくなった瞬間、女の子は「はぁぁぁ」と思いきり息を吸う。

　倒れているその子に向かって、今まで口元を塞いでいた右手を俺は差し出した。

「俺は『ケント』。旅をしているんだ」

　怖こわがらせないように「あははっ」と俺はあいそ笑いを浮かべたが、女の子の表情が綻ほころびることはない。俺の手から逃げるように後ろへササッと下がってから、貨車の壁に背中を押し当てるようにしながら体勢を立て直す。

　両足を揃そろえるようにして折り曲げてサッと座り直すと、倒れた拍子に捲めくれ上がったエンジとカーキ色のアシンメトリーなスカートの裾すそを目め一いつ杯ぱい前へ引っ張りだして、なるべく足が見えないように隠す。そして、黒と白のストライプの袖そでのついた、体のラインがハッキリ出るような白いシャツの上にのっていた黒い二本のリボンを整える。

　それから、体を斜ななめに構かまえて、大きな瞳に再び涙を浮かべた。

　あぁ……これは第一印象最悪って奴やつかな？

「いっ、いきなり女の子を襲おそうだなんて……」

　女の子は金髪についた綿花を払はらいながら不安そうな顔をする。

　待て待て待て！

「いや、襲ってないって！」
















　俺は右手を立てて左右に振ふった。

「だって、今……私の足を……その……触りまくっていたじゃ……ありませんか……」

　女の子はそういうことを言うこと自体恥はずかしいみたいで、言葉を区切りながら言う。

「それは違ちがうって！」

「なにが違うのでしょうか？」

　今にも泣きだしそうな目で見つめられたので、俺は頭の後ろをかきながら斜め上を向く。

「まさか、こんな貨車に……その、君みたいなかわいい子が乗っているなんて……普ふ通つうは思わないだろ？」

「かっ、かわいい？」

　顔を赤らめた女の子は、ほんの少しだけ表情を和らげた。

　確かに足を触りまくったのは悪かったが、全て俺が悪いわけじゃない気がする。

「俺は昨日からここで寝ねていたんだ。でも、突とつ然ぜん、顔に何かが当たったから、その正体を確かめようとしていただけだよ」

「昨日からここで寝ていた？」

　女の子は聞き返す。

「そうだよ。俺はナガサキから乗り込んだ」

「ナガサキからここへ？　ということは……」

　その時、二人とも忘れていたことを同時に思い出した。

　俺達はお互たがいの顔へ向かって右手の人差し指を伸のばして同時に声をあげる。




『無賃乗車～!?』




　そう、俺も無賃乗車だが、こんなところに乗っている女の子も無賃乗車のはずだ。

　俺は胸をなで下ろした。

「だったら、やっぱり俺だけが悪いってわけじゃないじゃん。だって、ここに人がいるなんて普通は思わないんだからさ……」

　ここが寝しん台だい車しやの客室なら俺が悪いだろうけど、ここは綿花が満まん載さいされた貨車の中。

「そっ、それは確かにそうですね……。では、私も失礼いたしました」

　素直にちょこんと頭を下げて女の子は謝った。

　無賃乗車なんて、何か理由があるのか？

　そう感じた俺は、彼女に聞いてみることにする。

「そのぉ……君は……」

　名前の分からない俺が、女の子の顔を右手で指しながらクルクル迷っていると、

「アッ、アルマです」

　と、自分の名前を教えてくれた。

「アルマはどうして、無賃乗車なんてしているの？　きっと、お金持ちだよね？」

　俺は本当に金がないが、アルマの身なりや話し方からすると貧びん乏ぼうには思えなかった。

「そっ。それには……、少し事情がありまして……」

「事情？」

　俺は聞き返したが、アルマはあまり話したくなさそうに顔を背そむける。

「今は事情があってお金はないのですが、どうしても至急『ブレーメン』へ行かなくちゃいけないんです」

　アルマは床ゆかに目を落としながら、少し寂さびしそうに言う。

　この子はあまり世間のことを知らないのかな？

「ブレーメンって、めちゃくちゃ遠くだよ。今回はたまたまうまく無賃乗車出来たかもしれないけど、それでブレーメンまで行くのは、さすがに無理じゃない？」

　アルマはじっと黙だまっていたので俺は話を続ける。

「大陸横断鉄道では『無賃乗車の奴からは、列車主が損失分の運賃を労働で回収してもいい』ってルールがあるから、見つかっちゃったら強制労働させられたり、奴ど隷れいとしてどこかに売られちゃうかもしれないよ」

　そういう話はゴロゴロしていて、俺も村にいた時にはよく聞かされた。

　無賃乗車の奴が金を持っていることはない。だからと言って、無賃乗車を放ほう免めんにしていたら、そんな奴が後を絶たなくなる。

　そこで、列車主が無賃乗車を見つけた場合、男だったら無む給きゆうでコキ使い、女の場合は次に停車した町で売られることが多かった。

　無論、女が売られる相手が、まともな店なはずがない。

　無賃乗車はとても危険な行こう為いなのだ。

　そこでアルマはグッと顔を上げる。

「それでもいいんです」

　その瞳には決意のような燃えるものがあった。

「どんなに遠くても、どんなに危険でも、そして、何日かかろうとも……。私はブレーメンへ行かねばならないのです！」

　そのあまりに強い想いについて、俺は聞いてみたくなった。

「どうして、そんなにブレーメンへ行きたいの？」

　右の金髪を手で後ろへはね上げながら、アルマは間かん髪はつを容いれずに答える。




「教えられません」




　つっ、冷たい。あんなに真しん剣けんな目で俺に語っておいて……。

　俺は後ろへ倒れそうになるのを何とか耐たえた。

「そっ、そうなのね……」

「えぇ、そんな初対面で足をなで回すような人には、絶対に教えられません」

　横を向いたアルマはキッパリと言う。

　アルマはブレーメンへ行こうとしているけど、無賃乗車なんて危ないことをやっている。

　この先も安全とは限らないだろうし、もっと大変な旅になるはずだ。

　そう思った俺は、すっとアルマに言った。

「じゃあ、俺も一いつ緒しよに行ってあげるよ、ブレーメンへ」

　キュンとこっちへ向いたアルマは、その一いつ瞬しゆんだけ目を大きく開いて嬉うれしそうな顔をした。

「えっ　本当ですか？」

　俺はコクリと頷うなずく。

「アルマ一人じゃ危ないと思うからさ」

　だが、思い直すようにブルブルと首を横に振ったアルマは真ま面じ目めな表情に戻もどる。




「私は一人で大だい丈じよう夫ぶですから」




　アルマは棒読みで答える。

　うおっ、心が芯しんまで凍こおりそうだ。

　俺は前へ突つっ伏ぷしそうになるのを何とか踏ふん張ばる。

「私がブレーメンへ行くことは、あなたと何の関係もありませんよね？」

　冷静な顔でアルマは淡たん々たんと言う。

「まぁ、そうなんだけどねぇ……」

　俺がそんなことをアルマに言ったのは「親父から逃にげ出す」以外に、俺には旅をする目的が特になかったからだ。

「でも……、やっぱりさぁ──」

　そう言いながらアルマを見ると、腰こしの前で握にぎった両手に力を入れて下を向いている。

「どうしたの？」

「そんなことよりもですね……その……」

　アルマは小刻みに体を震ふるわせている。

「なに？　どうかしたの？　体の具合でも悪いの？」

　心配した俺が伏ふせられた顔を下から覗のぞき込むと、アルマは顔を真っ赤にして目をつむった。

「そっ、そんなこと言わせないでください……」

　そんな表情から俺はアルマの事情を把は握あくする。

　トイレかな？

　女の子の無賃乗車最大の難問はこれと言ってもいい。

　俺達男は適当に済ますことも出来るだろうけど、女の子はそうもいかないだろう。

「トイレへ行く？」

　アルマは何も言わずに、恥ずかしそうに小さく頷いた。

「じゃあ、前の客車のを使わせてもらったら？」

　少し驚おどろいた顔でアルマは俺を見つめる。

「そんなことして大丈夫ですか？」

「まぁ、少しは危ないけど、短い時間ならバレないんじゃない？」

　俺はそこでニコリと微笑ほほえむ。

「だったら、俺もついて行く──」

　その瞬しゆん間かん、俺の額にアルマ渾こん身しんのチョップがガツンと落とされた。

「痛っ！」

「私一人で行けますから……」

　すっと立ち上がったアルマは少し不ふ機き嫌げんな顔のまま、綿花袋ぶくろで作られた山をスルスルと登っていく。

「では、行ってきます」

　貨車の扉とびらを開いても移動用のステップはないので、再び上部搬はん入にゆう口から出るしかない。

　閉まっていた搬入口を、再び横へ開きアルマは屋根へとよじ登る。

　そして、中ちゆう腰ごしのまま客車の最さい後こう尾びにある、ナガサキでエルヴィンが立っていた展望台のようなデッキが覗き込める場所までスルスルと進んだ。

　と言われても……ほうっておくわけにもいかないよな。

　俺も綿花袋の山を登り、搬入口から出てアルマの横へ移動する。

「誰だれかいないかちゃんとチェックした方がいいよ」

「……どうして、ついてきたんですか!?」

　アルマは小声で俺に聞く。

「だって、アルマ一人じゃ危ないよ。何かあったら俺が守るからさ」

「私を守ってくれる？」

　アルマは少し不思議そうな顔をした。

「俺、村を出て旅に出たんだけど、目的がまだないんだ」

　俺はアルマに向かって微笑む。

「旅の目的がない？」

　俺は「そう」と頷いてから、アルマの瞳ひとみを真っ直ぐに見つめる。




「だから、『君を守る』ことにした」




　もちろん、突とつ然ぜんそんなことを言われたアルマは、きょとんとしている。

「だから私を守る？」

「今は俺には旅の目的がないけどさ、『君を守る』ってことにすれば、それが目的になるかなぁ～と思って……」

　アルマの目を見ながら俺はフッと笑った。

「そっ、そんなの変じゃありませんか？」

　俺はまったく気にすることなく首を横に振ふる。

「いいの、いいの。それは俺の旅の理由であって、アルマに迷めい惑わくはかからないからさ」

「そっ、それはそうかもしれませんけど……」

　アルマは納なつ得とくしていないようだが、俺からするとそれは明快な理由だった。

　こうして同じ貨車で知り合ったのも何かの縁えん。

　ただ村から逃げ出したかっただけの俺はもしかすると、どこかで苦しい想いをしてしまったら旅が嫌いやになってしまうかもしれない。

　だから、俺はまず「アルマを守る」ってことを旅の目的にすることにしたんだ。

　そうと決めた俺は、自ら率先して屋根から上半身を出しデッキを覗き込む。

「よかったね。幸い、トイレはすぐ側そばにあるみたいだよ」

　デッキにある扉のガラス窓から中を見る。

「あそこならバレないかもしれませんね」

「じゃあ、俺が先にデッキへ飛び降りるから、後から飛んで来て」

「そっ、それって!?」

「下で受け止めてあげるから、心配しなくてもいいよ」

　俺は静かに立ち上がって、屋根から飛び出す。

　そして、二メートルほど落下して、デッキにすっと音もなく着地する。

　残念ながら親父から受けた強きよう烈れつな修行のおかげで、こういったことは朝飯前。

「……大丈夫。俺が守るから」

　小声で言った俺は、笑顔でクイクイと右手を振る。

　すっと、立ち上がったアルマは、やがて意を決して目をつむると、ポンと屋根からデッキへ向かって飛び出す。

　その時、またガクンと客車は大きく跳ねた。

　客車が揺ゆれたことで、アルマの目算はズレて少し手前へと落ちて行く。

　うわっ、やべっ！

　アルマに向かって俺は急いで両手を伸のばす。

　すぐにドスッと両りよう腕うでに力がかかり、アルマはお姫ひめ様さま抱だっこのように腕の中に落ちた。

「あっ、あの……」

　アルマは恥はずかしそうに顔を赤らめたので、俺はぐっと手前に引いてから右腕を下にし、左腕を上にしてアルマをデッキに立たせてあげる。

「ありがとう……ケントさん」

　静かな声でアルマは初めて名前を読んでくれた。

「いや、こんなの大したことないから……」

　俺は微笑んでから、デッキの扉のノブに手を置く。

「最後尾は喫きつ茶さ室なのか……」

　扉の先にはピカピカに磨みがかれた木の壁かべが続く廊ろう下かがあり、透とう明めいガラスの入った壁を一枚挟はさんだ向こう側のスペースには豪ごう華かな赤いソファや、重そうなテーブルが並べられたガラス張りの部屋がある。

　喫茶室には一枚板のウッドカウンターがあり、飲み物や軽食が提供されるようだった。

　客は女の子一人だけか……。

　まだ、朝が早いということもあって、喫茶室は営業しておらず客は一人。

　俺達が物音を立てずにデッキに降り立ったことで、客はこちらを向くこともなかった。

　喫きつ茶さ室の女性客は自分の前の小さなテーブルに、「電でん鍵けん器」と呼ばれるポケットサイズの通信機を置き、上りつつある太陽を車窓から眺ながめている。

　その子の歳としは若く、長く赤い髪かみが太陽の光に当たってキラキラと輝かがやいていた。

「よしっ、今のうちに……」

　俺がデッキの扉を静かに開く。

　アルマは「うん」と頷いて扉を潜くぐり、トイレの扉を開いて中へ入った。

　デッキで待っているのも変だよな。

　俺も中へ入って廊下に立って待つことにした。

　車窓から周囲を見れば、町などどこにも見えない。

　原生林を切り開いて敷しかれた線路がどこまでも続き、南の彼方かなたには壁のように並んだリュウキュウ山脈の高い山々が、群ぐん青じよう色の影かげとなってゆっくり後方へ流れていく。

　列車は左右に小刻みに揺れ、たまに大きなすき間を踏んでガタンと大きく飛とび跳はねる。

　その程度で脱だつ線せんはしないが、とても乗り心地のいいという状態ではない。

　ここらへんの領主は線路の整備をあまりしていないんだな。

　その時、左側には短いプラットホームのような場所が迫せまってきた。

　すると、先頭側からコツコツとデッキを渡わたってくる足音が聞こえてくる。

　朝早くから起きた客か？

　俺は足音のした車両前方のデッキをじっと見つめる。

　だか、デッキに現れたのは客ではなく乗務員だった！

　斜ななめに帽ぼう子しを被かぶったスラリと背の高い乗務員は、エルヴィンと同じような制服を着ていた。

　頰ほおにはナイフで切られたような跡あとがあり、腰には大きなナタをぶら下げている。

　左ひだり肩かたには革製の大きな輪の付いたバッグをかけていた。

　やばいっ、乗務員だ！　どっ、どうする!?

　扉をノックして「早くして」とも言えないし、今から隠かくれたんじゃ間に合わない。

　乗務員は既すでに俺を捉とらえていて、右目を少しだけつむりながら、疑うような顔つきをしたが、デッキに立って革製バッグを車体左側に大きく出して構える。

　やがて、例の短いプラットホームまで列車がやってくると、そこに立っていた木のような枝のある棒に向かって乗務員はバッグを勢いよく投げつけた。

　乗務員は慣れたもので、高速で走る列車から投げられたバッグの輪は、ちゃんと枝のような部分に引っかかる。

　枝の側には地元の農民と思われる服装の中年男が一人で立っていて、そのバッグを急いで外しながら右手を上げた。

「通行料、確かに受け取ったぞ───!!」

「おぅ───!!　こいつはウインドエクスプレスだからなぁ───!!」

「分かった───!!」

　乗務員と男は大声で叫さけび合う。

　通行料を支し払はらったのか……。

　ゴォォォとプラットホームを通過する瞬間を見つめていると、中年男はポケットから「電鍵器」を取り出して、レバーを叩たたいて「ツートントン……」とどこかへ連れん絡らくし始めた。

　大陸横断鉄道の各列車は列車主によって運営されるが、レールの管理は各地の富ふ豪ごうや土地の実力者によって敷ふ設せつ、メンテナンスが行われる。

　列車主の方はその地域を通過する際に、さっきのような「タブレット」と呼ばれる革製のバッグに通行料を入れて、プラットホームに立っている木のような形をした「タブレットキャッチャー」に通行料を入れて投げるのがルールなのだ。

　無論、通行料を払はらわずに地域を強ごう引いんに通過した列車は、その先でどんな酷ひどい目に遭あうかは説明しなくても分かると思う。

　列車は、たった一つの小石をレールに置くだけで簡単に脱線するのだから……。

　初期の頃ころは鉄道の建設資金が集まらなかったが、こうした「通行料をとってもいい」という仕組みが出来たことで、一いつ攫かく千せん金きんを目指した地域の金持ち達が、我先にと線路工事を始め、あっという間に世界中にレールが敷かれたのだ。

　列車主はこうした通行料や燃料費、乗務員の人件費などの経費を計算しつつ、毎回一人当たりの運賃を算出しているというわけだ。

　また、レールが敷かれる時には、同時に通信用の電線を吊つった電柱も並べられる。

　電鍵器はその電線を通して、近きん隣りんの電信所にメッセージを送れる機械なのだ。

　いつか大陸横断鉄道に乗って旅に出たいと思っていた俺は、村で列車に乗った人がいると聞けば、話をよく聞きに行っていた。だから、こういうことに少し詳くわしい。

　タブレットを投げ終えた乗務員はデッキに両腕をついていたが、ふっと俺と目が合うと一歩一歩こちらへ近づいてくる。

　俺はタミーノを摑つかもうと背中に右手を回しかけたが、すんでのところで留とどまった。

　……まだ、バレたわけじゃない。

　こんなところじゃ列車外へ逃にげるのも難しいからなぁ……。

　あのプラットホームがあったということは、周囲に少しくらい住民がいるとは思うが、あんな小さな駅からでは、大陸横断鉄道には乗れなくなってしまう。

　やがて、乗務員は少し首を傾かしげながら俺の目の前までやってきた。

「おはよう。お客さん」

　きっと、疑っているな……。

　気楽に挨あい拶さつはしてきたが、その目は厳しいままだ。

「あぁ、おはよう」

「気持ちよく眠ねむれやしたか？」

　乗務員のガラは悪く、ドスの利いたしゃべり方は盗とう賊ぞくの手下程度。

「多少揺れは気になったが、まぁ、よく眠れたよ」

　乗務員は顎あごに右手を当てながら、俺を値ね踏ぶみするように上から下まで見回す。

　そして、少し顔を背そむけるようにした。

「こんな列車に乗る金があるなら、その身なりをどうにかしたほうがよくないですかい？」

　乗務員は「そんな田舎者の格かつ好こうの奴やつが、きっぷを買う金なんて持っているのか？」とでも言いたいようだった。

「お客さん、一人旅ですかねぇ？」

「いや、二人だ」

「二人～？」

　乗務員は周囲を見回してから、俺の顔を睨にらむように見て続ける。

「どこにもいないじゃねぇですか？」

「俺は従者なんだ」

「従者？　では、ご主人様はどこです？」

「今は用を足している」

　二人で目の前にあるトイレの扉とびらを見つめた後に、乗務員はすっと目を細めた。

「そんなことでは誤ご魔ま化かされはしねぇぜ」

　……やはり、無理か!?

「ごっ、誤魔化すって？　なんのことだよ？」

　俺は全力でハッタリをかます。

「お前のような奴が客かは、俺の記き憶おくにはねぇ」

「全ての乗客の顔を覚えているわけでもないだろ？」

「そりゃ～確かにそうだが……」

　そう言いながら、乗務員は俺に迫ってくる。その気き迫はくに押されるままに、俺は一歩下がって廊下の壁に背をピタリとつけた。

「なっ、なんだよ？」

　バシンと俺の顔の横に右手をついて、壁ドンをやった乗務員はジロリと俺の腰こし元もとを見る。

「お前、もしかして……」

「……!?」

　俺はゴクリと思わず唾つばを飲み込む。

「無賃──」

　そこまで乗務員が言った瞬しゆん間かん、ガチャリと音がしてトイレの扉が開き、中からアルマが颯さつ爽そうと出てきた。

　こちらを見つめたアルマと、振ふり返かえった乗務員の目が合う。

　アルマからは高貴な人達と同じ雰ふん囲い気きが漂ただよっており、その容姿の端たん麗れいなことと相まって、見た瞬間「どこかのお嬢じよう様さま」と感じさせるオーラがあった。

　乗務員は俺の横からサッと右手をのけて微笑ほほえむ。

「お客様、いつもご利用ありがとうございます」

　アルマの雰囲気に飲まれた乗務員は、フラリとそう言ってしまった。

　俺の時とは違ちがって態度は百八十度違う。アルマも状じよう況きようを瞬しゆん時じに把は握あくし、合わせるようにして芝しば居いを打つ。

「えぇ、今回もエル・ニドまでお世話になります。列車長によろしくお伝えを」

「はい、承知しやした。では、私はこれで……」

　胸の前に右みぎ腕うでを斜めに置き、うやうやしく挨拶した乗務員は、回れ右をして先頭車方面へ向かって廊下をスルスルと歩いていった。

　そんな後ろ姿を見つめていた俺達は、乗務員の姿が見えなくなった瞬間に、思いっきり空気を吸う。

『はぁぁぁぁぁ』

　俺はバクバク動く心臓の上に手を置く。

「危なかった～」

「どうして乗務員に詰きつ問もんなんてされているんですか？　もう少し遅おそかったら二人共『無賃乗車』がバレていたじゃありませんか」

　アルマは俺の不ふ甲が斐いなさを責めた。

「こんな時間に乗務員が来るとは思っていなかったからさ」

　腕うでを組んだアルマは「ふぅ」と小さなため息をつきながら肩かたを落とす。

「『私を守る』って言っていましたが……、本当に大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

「ゴメン。今度からはそんなミスはしないようにするよ」

　俺が頭をかきながら謝っていると、アルマはフンッと鼻を鳴らして真ま面じ目めな顔をした。

「ケントさん。私がブレーメンへ行かなくてはいけないのは──」

　その言葉を遮さえぎるように、アルマの後ろから大きな声がした。




「クレアお嬢様！」




　クレア？　誰だれだそれ。

　俺はそう思ったが、くるりと首を回したアルマは、

「なんでしょうか？」

　と、なぜか返事する。

　はぁ？　何、言ってんの？

　声をかけてきたのは、さっきまで喫きつ茶さ室に座っていた長い赤せき髪はつの女の子だった。

　女の子は両りよう腕うでを組み「宝を見つけた」とでも言うように、フフッと嬉うれしそうな笑みを浮うかべて立っている。

　腰こしばきにしたホットパンツから、すらりと伸のびた足には黒いロングブーツをはき、少し膨ふくらんだ胸と引ひき締しまった腰を持つスタイル抜ばつ群ぐんの子だった。

　トップスは白と赤のボーダー柄のビキニのトップと短いベストのみで、全体的に露ろ出しゆつが多く、とても活動的で元気そうな雰囲気。

　更さらに左手には指先が見えるようになっている真っ赤なグローブをはめ、右の腰には茶色の革製ガンホルスターをぶら下げている。

　ガンホルスターはハンドガンを入れるヒップホルスターではなく、太ももに革バンドでぶら下げるような、大きめのレッグホルスターだった。

　そんなレッグホルスターからは、こげ茶色のウッドストックが少し見えている。

　この子は銃じゆう士しなのか……。

　武器として主に火薬を使った銃を多用する職業は「銃士」と呼ばれ、銃を扱あつかえる者がまだまだ少ないことから、銃士は戦争になると高い賃金で雇やとわれると聞く。

　その時、アルマの体がブルッと震ふるえたように見えた。

「あの……私……」

「そうだよ。アルマ、なに返事してんだよ？　この人は、今『クレアお嬢様』って呼んだんだよ」

　俺が肩を上下させてフッと笑うと、赤髪の女の子は薄うつすらとピンクのルージュの入った小さな口元をひき絞しぼる。

　そして、レッグホルスターから、あっという間に銃を引き抜ぬくとジャリと構えた。

　抜きだされた銃は銃じゆう身しんを短く切った、ソードオフと呼ばれるショットガンで、ウッドストックの下には、次じ弾だんをリロードするためリロードレバーが見える。

　驚おどろいたのは銃じゆう口こうで、なんと、三つの銃口が三角形に並んでいた。

　その銃口はアルマの顔を捉とらえた！

　彼女が右手の人差し指に、少しでも力を入れればアルマの頭は粉々になる。

　突とつ然ぜん、周囲に緊きん張ちよう感かんが走った。

「おい、何をしているんだっ！」

　俺が叫さけんでも動じることはなく、赤髪は銃を構えたまま右の口角をすっと上げる。

「初めまして……クレアお嬢様」

　そして、左手に持った電でん鍵けん器を使って、「トンツー」とどこかへ電信を送りだした。

　俺も「・トン」と「─ツー」で構成される電信信号については少し知っている。

　ワレ……クレアヲ……ハッケン……って打ったのか？

「この子はクレアなんて人じゃない。アルマだ」

　そういう俺に一いち瞥べつをくれた赤髪は、電鍵器をポケットにしまいアルマをしっかりと見つめ直す。

「へぇ～クレアお嬢様。今はアルマって呼ばれていらっしゃるんですか？」

　それは嫌いや味みの入った言いっぷりだった。

「…………」

　額から汗あせが一本流れ落ちるアルマは、何も答えず黙だまったままだ。

　もしかして「アルマ」って偽ぎ名めいだったのか!?

　この状況は俺にはさっぱり理解出来ない。

　だが、俺のやるべきことは決まっていた。

　すっと動いた俺は、銃口とアルマの間に立ちはだかる。

「この子がクレアお嬢様だろうが、アルマだろうが、いきなり車内で顔に銃を向けるなんて酷ひどいじゃないか！」

「誰ですか？　命知らずのあなたは？」

「俺はケント。この子を守るって決めたんだ！」

　赤髪はフッと笑う。

「あなた、なに言ってんの？　私の仕事を邪じや魔まするようなら、あなたも容よう赦しやなく撃うつわよ。私、バウンティハンター!?　なんだからっ」

「バウンティハンター　賞金稼かせぎか！」

　俺は声をあげたが、アルマはそれを知っているのか驚くこともない。

「そうよ、私は『トゥウェーガンのラウラ』。バウンティハンター界じゃ割と有名人よ」

　ラウラの目は鋭するどく光り、少しでも変な動きをすれば容赦なく引き金を引きそうだった。

「しょ、賞金稼ぎが、どうして無賃乗車犯を捕つかまえるんだ!!」

　俺が叫ぶとラウラは「へっ？」って顔をしてから、アハハッと思いきり笑う。

「どうして私がそんなチンケな連中を捕まえなくちゃいけないのよ？」

「えっ？　違うのか？」

　ラウラは三つの銃口でアルマの胸を指す。

「この子の本名は『クレア・ウーレンベック』。ブレーメン帝てい国こく鉄道『Ｂ・Ｉ・Ｒ』の創始者フリッツ・ウーレンベックの一人ひとり娘むすめよ」

「Ｂ・Ｉ・Ｒの一人娘!?」

　俺は驚き、改めてアルマ……、いや、クレアを見直した。

　それが真実なのか、クレアは何も言い返すこともなく、ギリッと奥歯を嚙かむだけだった。

　ブレーメン帝国鉄道について詳くわしく知らないが、数百本の列車主を傘さん下かに収めるヨーロッパ最大の鉄道主であり、世界各地に拠きよ点てんを持つ巨きよ大だい鉄道企き業ぎようだと聞いたことがある。

　クレアがそんなすごい企業の一人娘だって!?

　あまりの事実に俺はすぐには状況を飲み込めなかった。

「そして、今はシベリア鉄道建設現場で起きた『サハリン保線作業員殺人事件』の犯人でお尋たずね者ものよ。クレアお嬢様には膨ぼう大だいな懸けん賞しよう金が掛かかっているんだから……」

「膨大な懸賞金!?」

　俺が聞き返すと、ラウラは唇くちびるをペロリと小さな舌で舐なめる。

「なんと、史上最高額の一億ハイドレートよ」

『いっ、一億!?』

　そのことはクレアも知らなかったらしく、思わず俺と一いつ緒しよに驚く。

　一億ハイドレートと言えば、二十年は働かずに豪ごう華か生活がおくれる超ちよう大金。

「『過去最高の懸賞金だ』って、賞金稼ぎ連中の間ではすごく話題になっているわ」

「クレアは殺人犯……」

「ウラジオ周辺のバウンティハンターは、みんな悔くやしがっていたわよ～。私は一億ハイドレートの賞金首が『シベリアからうまく逃にげ出した』って聞いて、お嬢様のことだからナガサキから、Ｂ・Ｉ・Ｒのアジア支社のあるエル・ニドへ一番早く着く列車に乗るんじゃないかと思って、この列車に乗って捜さがしていたのよ」

　俺はクレアを見た。

「その話って本当？」

　クレアは首を思いきり横に振ふる。

「殺人犯の疑いと膨大な懸賞金が掛かっているのは本当だけど、私は人なんて殺していない！」

　瞳ひとみを潤うるませながらクレアは必死に訴うつたえるが、ラウラの反はん応のうは冷たいものだった。

「殺人犯はだいたいそう言うわ」

　俺は「えっ？」とラウラを見返す。

「自分から『私が殺しました』なんて言う奴なんていないわよ。特に社会的地位の高いお金持ちの殺人犯はね」

　ラウラはクレアから銃口を決して外さない。

「ケントさん、私を信じて。私はそんなことなんてしていないの！　本当よ」

　俺を挟はさんで二つの違ちがう主張がぶつかっていたが、信じる方は既すでに決まっている。

「俺はクレアを信じるよ」

「ケントさん……」

　クレアは初めてやさしい笑顔を俺に見せてくれた。

「あのねぇ──」

　ラウラが呆あきれた顔を見せた瞬しゆん間かん、列車は再びレールの敷ふ設せつ状じよう況きようの悪い部分を通った。

　ガクンと車体が揺ゆれたことで銃口は大きく上へズレる。

　今だっ！

　その瞬間、俺は右足を天てん井じようへ向かって真っ直ぐに蹴けり上げた。

　残念ながらこれも憎にっくき親父おやじから受けた厳しい修行の成果だが、こういったアクションを俺はまったくの予備動作なしで出来る。

　スパンと大きな音がして、ラウラの銃は右手からはね飛ばされクルクルと宙を舞まう。

「きゃっ!?」

　予想外の動きにラウラは目を大きく見開いて戸と惑まどった。

　ここから後ろは貨車である以上戻もどれない。俺は仕方なく前へ向かう。

「クレア！　こっちだ！」

　か細いクレアの左手を引いて、俺は客車の通路を走りだす。

「うっ、うん。ケントさん」

　必死な顔で頷うなずいたクレアは一緒に先頭車方向へ向かって懸けん命めいに続いた。

　木製の廊ろう下かを二人が革かわ靴ぐつで走ったことでバタバタと足音が響ひびく。

　そんな俺達の背中に向かってラウラが叫ぶ。

「往生際が悪いわね。こらっ、停まりなさ───い!!」

　肩かた越ごしに振り向むくと、ラウラは回転しながら飛んだショットガンのストックを、空中でバシンと器用に摑つかみ、その銃口を素早く俺達に向けようとしていた。

　だが、ここで停まるわけにもいかない。

「クレア、急いで！」

　俺が繫つないでいた右手に力を入れると、クレアも握にぎり返す。

「はっ、はい！」

　廊下の端はしまで走ると、そこには「10号車」とのプレートがあった。

「停まらないと……」

　ラウラの声がそこまで聞こえた瞬間、




　ダガ─────────ン!!




　客車内の廊下にもかかわらずラウラは躊ちゆう躇ちよなくぶっ放ぱなしやがった。

　強きよう烈れつな銃じゆう声せいが廊下に鳴なり響き、「10号車」のプレートはあっけなく砕くだけ散ちる。

　多数の弾だん丸がんを一いつ斉せいに発射する散さん弾だんを使用しているため、プレートだけに留とどまらず周囲の木製の壁かべはハチの巣状態。

「容赦なしかよ!?」

「きゃぁ───!!」

　初めて人に銃じゆうで狙ねらわれたであろうクレアは悲鳴をあげ、右手で頭を抱かかえながら中ちゆう腰ごしで必死に走る。

「せめてセリフを言い終わるまで撃つなよなっ！」

　俺は前を向いたままラウラに言った。

「あんた達が脱だつ兎とのごとく逃げるからでしょ？　それにクレアは死体だとしても、二千万ハイドレートもらえるから」

　ラウラは殺し屋のような笑みを浮うかべながら迫せまってくる。

　俺達は何とか10号車の端まで辿たどりつき、鉄の板が渡わたしてあるデッキへと入った。

　こうなったらラウラから直接狙うのは難しい。

「待ちなさ───い!!」

　ラウラが銃を両手で抱えたまま、こちらへ向かって全速力で追いかけてきた。

　俺はクレアの手を引いて９号車へと突とつ入にゆうする。

　９号車は全て個室寝しん台だい車しやのようで、車体左側に寄った廊下に面して、見事な装そう飾しよくのなされた木製の扉とびらが十個程度並んでいた。

　俺達がまだ９号車の中間にもかかわらず、後方のデッキから飛び込んできたラウラはザッと足を滑すべらせながら廊下に現れる。

「待てと言っているでしょ！」

　一いつ瞬しゆんだけ振り返ったクレアは、泣きそうな顔になった。

「どっ、どうしましょう!?」

「くそっ、速いなっ！」

　やはり二人で走ると速度は上がらない。

　それにクレアはこんなに走ることなんて、人生一度もなかったに違いない。

　あまり体力のなさそうなクレアは、もう「はぁはぁ」と息が上がり始めていた。

　確か……すごい企業のお嬢じよう様さまだもんなぁ。

　だからお金持ちの雰ふん囲い気きが漂ただよっていたのか。

　仕方ないっ！

　俺は走りながら「９─５」「９─４」「９─３」と金のプレートのかかった扉を、コンコンとノックしながら駆かけ抜ぬける。

「だから、逃げるなっ！」

　ラウラと走りながら俺達目がけて、三つ口のショットガンをぶっ放す！




　ダガ─────────ン!!




　だが、俺がノックしたことで、まずは９─５の客が扉を廊下へ向かって開く。

　扉の大きさは廊下の幅はばとほぼ同じであり、扉が丁度盾たてのようになる。

　部屋からはナガサキから乗り込んだ例の紳しん士しが、寝ね起おきのままの顔を出した。

「なんです？　朝食ならまだ──」

　そこへラウラの弾丸が着ちやく弾だんする。




　ドカ───ン！




　ドア本体はショットガンによって一瞬で穴だらけとなり、粉ふん砕さいして廊下に散らばった。

「なっ、なんだ!?」

　寝起きのボンヤリしている紳士の手には、金の丸いドアノブが残されているだけ。

　次に一つ飛ばして、９─３の扉もギィと開いた。

「もう、次から次へと邪じや魔まねっ！」

　ラウラは腰こしだめに構えてトリガーを引く。




　ダガ─────────ン!!




　至近距離からの射しや撃げきに、９─３の扉もガーンとあっさり吹ふき飛とぶ。

「うぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ！」

　９─３の部屋にいた客は、間近から聞こえた銃声にびっくりして悲鳴をあげる。

　ゆっくりと歩いてきたラウラは、開いたままとなった９─５の部屋の前で立ち止まった。

　そして、ウッドストック下にあった、リロードレバーを下へ下ろす。

　ギリィィィィィ。

　レバーの爪つめが歯車と嚙かみ合う小気味よい音がし、下と左右同時に薬やつ莢きようが飛び出す。

　カラン、カラン、カラン。

　床ゆかに落ちた三つの空薬莢からは軽い金属音がした。

　ドアのノブだけを右手に持つ紳士は、体を震ふるわせながらラウラに向かって聞く。

「きっ、君は列車内で、何をしているんだ!?」

　ラウラは「何をしているか、分かんないの？」と言わんばかりの冷静な顔で言う。




「ビジネスに決まっているじゃない」




「ビッ、ビジネスだと!?」

「そうよ。『早起きは三ハイドレートの得』って言うでしょ？」

　紳士に向かって右目だけつむって見せたラウラは、開こうとしている９─４の扉を、乱暴にガツンと蹴って無理矢理閉じさせた。

「まだ、朝食の時間じゃないわよ」

　そして、俺達を再び追いかけてくる。

　俺達はデッキを越こえて９号車から８号車へと入る。

「食堂車か？」

　真ん中には細い通路が通っていて、左には四人用、右には二人用の天板の厚い木製の豪ごう華かなテーブルと、緑のベルベット地のソファが壁に沿って並んでいる。

　食堂車内は金や宝石を使った豪華な装飾が施ほどこされていて、天井にはたくさんのガラス部品を組み合わせて作られたシャンデリアが四つぶら下がっていた。

　正に動く高級レストランと言ったところだ。

　こんなに豪華なのは珍めずらしいが、大陸横断鉄道はかなりの長ちよう距きよ離りを移動することになるため、必ず一両は食堂車を連結している。

　食堂車のガラス窓は大きく、右の窓からは昇ってきた太陽の光が差し込み始めていた。

　既に朝食の用意が始まっているらしく、奥にあると思われる厨ちゆう房ぼうからはガチャガチャと調理をする音がし、パンや卵の焼けるおいしそうな香かおりが漂ってくる。

　テーブルにもたくさんの白い食器と銀のフォークやナイフが設置されていた。

「もっと奥へ！」

　俺はクレアの手を引いて必死に駆けたが、やはり一人で追うラウラの方が速い。

　しかも、バウンティハンターであるラウラも俺と同じように、体は鍛きたえてあるようで、その動きは常人のものではなく、訓練されたアサシンのように素早かった。

　俺達が食堂車の奥まで走った時、後ろにタタッと足音が聞える。

　やばいっ、追いつかれた！

「そこへ入って！」

　俺は軽いクレアを、一番奥の四人席のソファに遠心力を使って投げ込む。

「きゃっ！」

　クレアは前から倒たおれ込むようにしてソファに寝ねそべる。

　振ふり返ると、通路中央にラウラが現れた。その距離、約十五メートル。

「あんたが邪魔のようね！　お尋たずね者ものの逃とう走そうを助ける奴やつも、罪になるのよっ」

「そんなの分かっているさ！」

「だったら、恨うらまないでね」

「この距離なら銃は有利じゃない！」

　俺はテーブルの上のデザートナイフを二本摑むと、ラウラへ向かって全て投げつけた。

　そして、自分はクレアのいるソファへ横っ跳とびする。

　銃じゆ口うこうを俺へ向けたラウラは、すぐにトリガーを引く。




　ダガ─────────ン!!　ガシャ───ン！　パリン！　ガシャ！　ガシャ！




　俺の背中を通り抜けた弾丸は、横の二人用テーブルに直ちよく撃げきし、テーブル上に用意されていた全ての食器を木こつ端ぱ微み塵じんにした。

　更さらに、テーブルに置いてあったランプを砕き、右の窓ガラスが一枚完全に吹き飛ばされた。

　ピュュュュュュュュュュ……。

　窓からは冷たい風が車内へ吹き込み、窓際にあったレースのカーテンが、風に煽あおられてバタバタと大きく鳴った。

　転がるように着地した俺は、片かた膝ひざをついてテーブルに身を潜ひそめる。

　俺の投げたナイフはラウラの足へ向かって正確に飛んだ。

　だが、攻こう撃げきを予見していたかのように軽くかわしてラウラも通路の向こうへ隠かくれる。

「なに？　あんた、ナイフ使い？」

　ラウラの大きな声がする。

「これは単なる修行の成果さ」

　とりあえず俺は空元気で言い返す。

　今の攻撃で食堂車内は朝食の準備どころではなくなってしまった。

　突とつ然ぜん、食堂車内で大きな銃声が響ひびいてガラスが割られ、朝食用にテーブルに置いたデザートナイフが武器として投げつけられているのだから……。

　キッチン内にいた白い服のコック達は、頭を下げて這はうようにして食堂車から出ていく。

　クレアも体勢を立て直して、俺の横に膝を立てて並んだ。

「すっ、すごいですね、ケントさん」

　クレアは微笑ほほえんで、そう言ってくれた。

「そっ、そう？　こんなこと出来ても、今まで誰だれも褒ほめてくれなかったけどさぁ……」

　俺は頭の後ろをかいて照れると、クレアは首を横に振る。

「そんなことないですよ」

「でも、まだ逃にげ切きれていないからね」

　俺はそっとラウラの様子を窺うかがうと、三つの銃口が壁かべから、ぬぅと出てくる。

「ちょっと、私の一億ハイドレートを邪魔しないでくれる？」

　危ないっ！

　俺は腰を降ろすと、前にあったテーブルの天板の真ん中を素早く蹴ける。

　テーブルはゴロンと前へ転がり、脚をこちらへあげて天板が壁のようになった。

　咄とつ嗟さにクレアの頭を右みぎ腕うでで引き寄せると、俺は覆おおいかぶさるようにして伏ふせる。




　ダガ──────ン!!　ダガ──────ン!!　ダガ──────ン!!　ガチャリ。




　連続して三発の弾だん丸がんが撃うちこまれると、一回リロードレバーの音がし、再び三発の銃じゆう撃げきが浴びせかけられる。

　俺達の周囲には弾丸が、正に雨のように打ち込まれた。

　着弾する度たびに周囲の物は全て砕くだけ散ちり、テーブルや壁で跳ちよう弾だんした弾丸によって天てん井じようのシャンデリアは叩たたき落おとされ、窓ガラスは次々と車外へ落ちて行く。

「きゃゃゃゃゃゃぁ！」

　悲鳴をあげるクレアを俺は守るように、ギュッと両りよう腕うでに力を入れる。

「うぉぉぉぉぉぉぉ！」

　初めて味わう強きよう烈れつな銃撃に、俺も声をあげざるをえなかった。

　連続した銃じゆう声せいに前方車両から列車長のエルヴィンが部下と共に様子を見にくるが、そっと開く扉とびらにも当たる激しい銃撃に、すぐに中へ入るのを諦あきらめてしまう。

　エルヴィンらは扉をキッチリ閉め直して前方車両の方へ逃げてしまった。

　まぁ、こんな地じ獄ごくに頭を突つっ込みたがる奴はいないよな～。

　やがて、突然、銃撃が止やむ。

　弾たまでも込こめているのか？

　さすがに高級食堂車のテーブルの天板は一ひと際きわ厚く、ショットガンの散さん弾だん程度では一発も貫かん通つうしていなかった。だが、あっちこっちに鋭するどいノミで削けずったようなスリ傷がつき、周囲には木片が飛び散っている。

　クレアの上からゆっくりと体を起こすと、服の上に載のっていた皿やガラスの破片がキラキラと光りながら床へ落ちた。

　俺はクレアの背中についた破片を払はらってから自分の服を叩く。

「ったく、あいつは列車を破は壊かいするつもりかよ？」

　体を起こしたクレアの目には、涙なみだが浮うかんでいた。

「どうして、そんなにまでして私を？」

　そのキラキラと潤うるんだ瞳ひとみを俺に向ける。




「君を守るって言ったじゃん」




　俺が微笑ほほえむと、クレアは少し首を傾かしげる。

「あんな約束だけで？」

「クレアにとっては小さなことかもしれないけど、俺にとっては大きいんだ。今まで『これ』って目的もなく生きてきたからさ……」

「でっ、でも……こんなことに巻き込んでしまって……」

　クレアは悲しそうな顔を床へ向けると、涙が頰ほおを伝わり床へと落ちた。

「こんなに大変なことになるなんて思っていなかったけどさ……今日は楽しいよ」

　顔を上げて「えっ？」って表情を見せたクレアに俺は続ける。

「村で親父おやじに修行させられていた昨日までよりもさ」

「……ケントさん」

　その感謝を込めたクレアの微笑みを見られただけで俺は十分幸せだった。

　だけど、いつまでもこのままってわけにはいかないな……。

　通路の向こうに隠れてショットガンに弾だん薬やくを込めているラウラの様子を確かく認にんした俺は、背中からタミーノを取り出して両手で構える。

「ケントさんて音楽がお好きなんてすか？」

　こんな状じよう況きよう下で笛を出す俺をクレアはきょとんした顔で見つめた。

「あぁ～これ？」

　タミーノは長い横笛にしか見えないからな。

「俺には音楽なんてよく分からないよ。これは単に棒として使うだけさ」

　舞ぶ踏とう家かである親父に俺は小さい頃ころから、音楽について懇こん々こんと教わったが、結局、その意味をよく理解することは出来なかったのだ。

　クレアは大事な物を触さわるように、そっとタミーノに触ふれる。

「こんなに美しい楽器を持っているのに？」

　俺は「そう？」と聞き返してから、クレアと一いつ緒しよにタミーノを見直す。

　美しいって……そうかな？　大したもんには見えないけどなぁ。

　俺は改めてタミーノを両手で構え、低い姿勢で飛び出しやすいように、片膝をついて準備した。

「俺がラウラに接近戦を挑いどむから、その間にクレアはもっと前の車両へ逃げて」

「私だけ一人逃げるなんて出来ません！」

「だって、このままじゃ二人とも──」

　クレアは俺の言葉を遮さえぎった。

「私を守ってくれるなら、それはケントさんも無事じゃないとダメです」

　その目はやさしくて厳しいものだった。

　俺はそっと頷うなずいた。

「分かったよ。じゃあ、そうなるように努力してみるから」

　ここであれは使いたくはなかったが……。

　俺はすっと立ち上がって、タミーノを横に構えリッププレートを口元に添そえた。

　倒れたテーブルからは上半身が出ており、今度ラウラが発はつ砲ぽうすればタダでは済まない。

　改めて食堂車内を見たが凄すさまじいことになっている。

　ほんの少し前までは豪ごう華かレストランだった雰ふん囲い気きは、この数分で戦争に負けた町のような有様に変わっていた。

　割れるべき物は全て壊こわれ、破れるべき物は全て裂さけている。床ゆかにはそれらが降り注ぎ、足の踏ふみ場ばもないほどガレキが散乱していた。

　俺はそんなガレキだらけの床にカチャリと足を踏み出す。

「なに？　観念してお詫わびに一曲聞かせてくれるの？　それとも、辞じ世せいの一曲？」

　ラウラは銃じゆうをこちらへ向けながら、壁からゆっくりと出てきた。

　全て吹ふき飛とんだ窓からは、強い風が入り込みラウラの赤せき髪はつをバタバタと揺ゆらす。

　俺はタミーノにある切きり換かえレバーをパチンと親指で弾はじく。

　このレバーだけは他の笛にはついていないタミーノ独特の物だった。

「残念ながら俺には一曲なんて無理だが、この魔ま笛てきの音色を聞かせてやるよ」

　俺は真しん剣けんな目でラウラを見つめる。

「まっ、魔笛!?」

　もちろん、そんなもんはハッタリだ。

　この笛を「先祖代々から伝わる神秘の魔笛」として親父は大事そうにしていたが、ファイアーレスが世界中を走り回るこんな現代に、そんなバカげたもんがあるわけがない。

　不ふ審しんそうに右目を細めるラウラは銃を構え直して少し体を引く。

「そっ、その魔笛から出る変な音色で、私を『変な気持ちにさせよう』って言うのね!?」

「はぁ!?」

　顔を赤くしてラウラが変なことを言うから、クレアまでそんなバカ話を信じてしまう。

「そっ、その笛……そういうサキュバス的な力を持った魔笛なんですか!?」

　クレアは俗ぞくに言う引き気味状態で、乱れていたスカートを素早く整え、ラウラも戦せん闘とうによって露ろ出しゆつが増えていた部分を隠すようにコソコソと直す。

　どうして、そうなる!?

「そんな笛じゃねぇーよ！　てか、そんなこと出来るかっ！」

「だっ、だったらどうしようって言うのよ？」

「まぁ、それは聞いてから驚おどろいてもらおうか……」

　俺がすっと笛に空気を送り込むリッププレートを再び口に咥くわえた時だった。




　ダ───ン！　ダ───ン！　ダ───ン！　ダ───ン！




　ラウラのとはまったく違ちがう銃声が響ひびき、進行方向右方向車外から弾丸が飛び込んでくる。

「なんだよ！　仲間がいるのかよ？」

　俺は再びしゃがんでかわす。

　だが、ラウラも通路の壁にピタリと背をつけて、次々と飛び込んでくる物を避さけていた。

　食堂車へと飛び込んできた数発の弾丸は、俺達の間をすり抜ぬけて壁に新たな穴を開ける。

「私に仲間なんていないわよ」

　不ふ機き嫌げんそうにそう言い放ったラウラは、俺のことなんてまったく無視して食堂車内へ堂々と入ってきて、ガラスが全て吹き飛んでしまっている右側の窓の前に立つ。

　俺も左を向いて窓の外へ目をやった。

「げっ、盗とう賊ぞくかよ」

　知らないうちに線路の右側を十五頭前後のリザードの集団が並走しており、リザードの背中にはドミノと呼ばれる腰こしまでしかない土色の外がい套とうを着た男達が乗っていた。

　リザードの集団は土つち煙けむりを舞まい上げながら、もの凄すごい音を響かせて疾しつ走そうしている。

　頭には鉄製のヘルメット、ドミノの下にはチェインメイルがチラチラと見えていた。

　手や足にも攻こう撃げきを防護するために、革製のプロテクターが装備されている。

　男らの腰には長さ一メートル程度のソードがぶら下がり、先頭を行く全身黒ずくめのリーダーと思われる男だけは、リボルバー式の銃を右手に高く掲かかげていた。

「あれはキアン。この辺を根城にしているバウンティハンターよ」

　そう説明するラウラに向かって、俺は窓の外を指差して叫さけぶ。

「あれでバウンティハンターなのか!?」

　どうみても盗賊のような集団は、とても賞金稼かせぎには見えない。

「キアンは近くで争いがあれば傭よう兵へいをやっているけど、仕事がなければ盗賊と変わらないからね」

　食堂車の窓にラウラを見つけたリーダーのキアンはニヤリと笑う。

「おい、『災いのラウラ』。　クレアをこっちへ寄こせ！」

　ちっ、こいつもクレア狙ねらいかよ。

　ラウラだけでも面めん倒どうなのに、更さらに別なバウンティハンターがやってきた。

「なんだよ？　『災いのラウラ』って……」

「私が名乗っているんじゃないわよ。あの手の奴やつらが勝手に私をそう呼ぶだけよ。それよりも、誰だれか私の電信を横流ししたわね。ったく、油断も隙すきもあったもんじゃない」

　奥歯を嚙かみながらラウラはボソリと呟つぶやき、窓際の暖だん房ぼう器に左足をガスッとのせて叫ぶ。

「なんであんたなんかに、一億ハイドレート横取りされなきゃいけないのよっ！」

　リザードの背に乗せた鞍くらに跨またがりながら、キアンは手のひらを上にして両手を広げる。

「ラウラ！　命を落としたら、一億ハイドレートは受け取れないんだぜ？」

「それはそっちも同じじゃない？」

　フッと笑ったラウラは躊ちゆう躇ちよすることなく、ショットガンを窓から出し三回素早くトリガーを引いた。

「おっ、おい！」




　ダガ──────ン!!　ダガ──────ン!!　ダガ──────ン!!




　バウンティハンター同士の仲間割れ!?

　何が何だか分からないが、ラウラとキアンは争いを始めた。

「あぁぁぁ───!!」「うはっ!!」「あうっ」

　三人の男があっという間に撃うち抜かれてリザードから落ち、砂すな埃ぼこりの波に飲まれて消える。

　ラウラの射しや撃げきの腕うでは恐おそろしく正確だった。

　男達はキアンの前後にいた者で、きっと、キアンを一いち撃げきで仕留めることも出来ただろうが、警告という意味で部下の三人を撃ったのだ。

　その光景を見た俺は、改めて自分が相手にしているラウラの力に驚きよう愕がくする。

　左腕で銃じゆう身しんを持ちお腹なかの前にウッドストックの底をあてたラウラは、ガチャリとリロードレバーを下へ下ろす。

　そして、右手をレバーの中へ入れて、ショットガン本体をクルリと一回転させた。

　ガチャリ。カラン、カラン、カランと音がして、銃から空薬やつ莢きようが周囲に飛び散る。

　その動作一つでラウラは速そつ攻こうで三発の弾薬をリロードさせたようだったが、俺にはただ銃を縦に回転させただけにしか見えなかったが……。

　再び弾だん丸がんの込められた銃をラウラは外へ向けて腰の位置に構える。

「列車に近づいたら撃つわよ」

　既すでに三人も撃ってんじゃん！

「てめぇ！　もう容よう赦しやしねぇぞ！」

　目を血走らせて怒おこるキアンをラウラは冷ややかな目で見つめる。

「今まで『遠えん慮りよしていました』みたいこと言わないでくれる？」

　苦にが虫むしを嚙み潰つぶしたような、爆ばく発はつ寸前の表情を浮うかべたキアンは部下に向かって叫ぶ。

「ラウラをやっちまえ！　それから、クレアを拉ら致ちするんだ。行け───!!」

『おぅ！』

　数が減ったとはいえ、まだ十騎き前後はいるであろう部下が一いつ斉せいに答える。

「そうなのね。じゃあ、こっちも襲おそわれるのを待っているわけにはいかないから……」

　ダガ──────ン!!

　ラウラの銃じゆう口こうは遠慮なく火を噴ふき、また一人リザードの上から男を落下させた。

　あっという間に四人の仲間を吹き飛ばされたキアンらはラウラの銃の射程から逃のがれるべく、前へと急いで走るグループと、速度を落として下がっていくグループに分かれていく。

「もう、面倒な奴らね。素直に的になるように走ってくれていればいいのに」

　あっちもショットガンの的にはなりたくないんじゃない？

　ダガ──────ン!!　ダガ──────ン!!

　銃の射程から逃れようとする連中にも、ラウラは正確な射撃を浴びせかけた。

「うぁぁぁぁ！」

「ぎやぁぁぁぁ！」

　大きな銃じゆう撃げき音が鳴る度たびにキアンの仲間らの悲鳴が重なる。

「前には二人、後ろにキアンを含ふくめて五人ってとこね……」

　射程外へと逃にげて行くキアンらを冷静に数えたラウラは、双そう方ほうのグループが食堂車から見えなくなくなった瞬しゆん間かん、俺を見つめる。

「そこのクレアの召めし使つかい！」

　めっ、召使い!?

　確かにクレアと並んだ俺は、お嬢じよう様さまと召使いにしか見えないだろうけど……。

「俺は召使いじゃねぇ！　クレアの友達でケントだっ！」

「友達～？」

　ラウラは一いつ瞬しゆん「何、言ってんの？」って顔をしたが、小さなため息をついて続ける。

「まあいいわ。じゃあ、ケント。とりあえずクレアの件は、後で話し合うってことでどう？」

「はっ、話し合い？」

「ここ以上、ここであんたと私が争っていたら、キアンにクレアお嬢様をさらわれちゃうでしょ？」

　それは確かにそうだった。

　敵の敵はまた味方なりってことか？

　キアンという敵が現れたことで、俺達が争っている暇ひまがなくなっていた。

　俺はクレアを見て「大だい丈じよう夫ぶ、絶対に守るから」と目でサインを送ってから返事する。

「分かった。とりあえず休戦ってことだな」

「あんたは前から乗り込んでくる二人ををどうにかして、私は後ろの奴らを片づけるから」

　ラウラはそういうと、床ゆかに転がるテーブルやソファの残ざん骸がいを長い足でジャンプしながら飛とび越こえて、あっという間に食堂車から駆かけ出して行く。

「おっ、おい！」

　声をかけたがラウラは足を止めることはない。

「クレア。たぶん、ここが一番安全だから、キッチンの中へでも入って隠かくれていて」

　小さくクレアは頷うなずく。

「ケントさん、無理しないでくださいね」

「あぁ、なるべく俺もそうしたいんだけどね……」

　俺は厨ちゆう房ぼうから飛んできたカービングナイフを一本拾うと、前方車両へ向かって走った。

　すぐに食堂車後部の扉とびらに着き、ノブを回してデッキへ出る。

　もうキアンの部下の二人はデッキとデッキのつなぎ目に達しており、一人は丁度リザードの鞍から列車へジャンプして、デッキの柵さくに張りついたところだった。

　そして、もう一人もその向こう側でリザードを並走させている。

「なるべく乗る前に倒たおしたほうがいいからなっ」

　俺は奥で走っていたリザードの腹を目がけて、カービングナイフを投げつけた。

　リザードの背中の皮ひ膚ふは金属のようで、厚く突つき刺ささることはないが、鋭するどく尖とがったナイフが腹部に刺されば激痛を与あたえることは出来る。

　グァァァァァン！

　激しくいなないたリザードは、背中に乗っている者を振ふり落とそうとして右に転てん倒とうする。

　ボンと大きな砂埃があがり、その中から「あぁぁぁ！」と男の断だん末まつ魔まが聞こえた。

「この野や郎ろう!!」

　柵に張りついていた男は一気によじ登ってくると、真っ直ぐな両りよう刃ば剣けんを腰から素早く引ひき抜ぬき飛びかかるようにして俺に向かってきた。

「たぁ───!!」

　俺はタミーノを横に構えて、両りよう腕うでに力を入れる。

　クワァ～ン!!

　それは単なる刀同士の鍔つば迫ぜり合あいの時のような音ではなく、タミーノの筒つつを通していい音が鳴る。タミーノの側面には火花が生まれるが、刃はこぼれしたのは剣の方だった。

　やっぱりこいつ普ふ通つうの金属じゃないな……。

　タミーノの表面には傷一つつくことなく、音色を調整するためについているキイとキイの間に男の剣を深く嚙んで捉とらえていた。

「だったらっ！」

　俺は両手を交差させるようにしながら、タミーノをプロペラのように半回転させる。

　次の瞬間、キイに捉えられていた剣は、回転力に耐たえきれずポキンと根元から折れた。

　刀は刃は先さきのある方向には強く作られているが、横方向の力には弱く、大きく硬い刀なら折れやすく、細くて柔じゆう軟なん性のある刀は曲がりやすい。

「なっ、なんだと!?」

　二人の間を折れた剣けん先さきが回転しながら落ちてゆく。

「こいつは丈じよう夫ぶだから、ソードブレイカーとして使えるんだ」

　剣を扱あつかう者ほど、剣が折れた時の心理的ショックは激しい。

　笑みを浮かべた俺は追い込むように、歩きながら威い嚇かくするようにタミーノで突く。

　男はうろたえながらデッキへと下がり、すぐに一番端はしにある柵に尻しりをつけた。

　そこで、グルンとタミーノを回した俺は思いきり後ろへ引く。

「なるべく死なないでねっ！」

　そして、男の胸の真ん中へ向かって思いきり突き出す。

「ぐはぁ！」

　口を大きく開いた男は柵の上部を中心に、クルンと一回転して車外へ落下していく。

　線路脇わきの地面へと落ちた男は、横向きにゴロゴロと転がって動かなくなり、あっという間に遠ざかって見えなくなってしまった。

　俺はふぅぅと息を吐はいた。

「とりあえず、こっちは何とかなったか……」

　その時、ラウラのことが心配になる。

　こちらは二人だったが、後ろには五人くらいいたはずだ。

　いくら銃じゆうの名手とはいえ、接近戦に入られてしまったら、女の子一人では苦労するに違ちがいない。

　俺はデッキから折り返すと、クレアが身を屈かがめていた食堂車を全速力で走り抜けた。

　廊ろう下かのあちらこちらに扉の破片が飛び散り、数部屋の扉はなくなっている９号車を走っていると、部屋の中でガタガタ怯おびえている客らが見える。

　こうなると、紳しん士しも形無しだった。

　俺がそんな９号車の廊下を走り抜けて10号車へ突っ込むと、喫きつ茶さ室ではラウラが乗り込んできたキアンの剣を、銃で受け止めているところだった。

　周囲にはラウラが倒したであろう四人が倒れている。

　すげぇ、もうこんなに倒したのか!?

　ラウラの強さは半はん端ぱない。

　カウンターを背にして追おい詰つめられたラウラは、ショットガンを両手で横に構えた。

　キアンは装そう飾しよくの入った金の反り刀をラウラの頭目がけて落とそうと渾こん身しんの力を入れる。

　二つの金属が衝しよう突とつし鈍にぶい音が喫茶室に響ひびき渡わたった。

「なにしやがんでぃ。俺の集団を壊かい滅めつさせる気かよ……災いのラウラ」

　ほとんどの部下をやられたキアンは怒いかり心しん頭とうで、目は真っ赤に血走り、ギリッと嚙かんだ奥歯を鳴らす。

「そんな盗とう賊ぞく集団、なくなった方が世のため、人のためってもんでしょ？」

　不利な状じよう況きようにあってもラウラは怯ひるむことなく言い返す。

　俺は低い姿勢から全速力で走り込み、「ラウラ！」と叫さけびながらタミーノを右手に持ち、左から払はらうように振り込んだ。

「ぐはっ───!!」

　ドスッと鈍い音がして、キアンの腹にタミーノが深々とめり込む。

　俺はそこから左手を添そえて、はね飛ばすようにして振り切った！

　体をくの字に曲げたキアンは、ラウラから離はなれるように窓へ向かって飛ぶ。

　ガシャン！

　あまりの勢いにキアンの背中で喫茶室の窓ガラスは砕くだけ、破片は車外へとキラキラと舞まった。俺の一いち撃げきでグッタリとしたキアンは、窓まど枠わくに腰こしかけることになる。

「ケント、伏ふせて！」

　ラウラの声に反はん応のうした俺は、素早く床へしゃがみ込む。

　次の瞬間、ショットガンを回転させながら例の方法で瞬しゆん時じにリロードさせると、キアンに向けてすっと銃口を向けた。

「ラッ、ラウラ……てめぇ!?」

　恐きよう怖ふに引きつったキアンの目は大きく見開かれる。

「人の獲え物ものを狙ねらうのはルール違い反はんなんじゃない？」

　ニコリとかわいく微笑ほほえんだラウラは銃を両手でしっかりと抱かかえ込むように持ち、横についていた小さなレバーを親指で弾はじく。




　ダダダガ──────ン!!




　びっくりしたことに、同時に三つの銃じゆう口こうが一いつ斉せいに火を噴ふいた！

　一度に三発の銃撃を浴びたキアンは、窓枠はおろか周囲の壁かべと一いつ緒しよに吹ふき飛ぶ。

「ぐぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　幅はば二メートル以上にわたって穴だらけとなった壁は、車外へ向かって倒れていった。

　俺は立ち上がって大きく開いた壁から外を見ると、線路サイドへ落ちたキアンは、砂すな埃ぼこりに包まれてすぐに見えなくなっていく。

「大丈夫かな？」

　そこへラウラがやってきた。

「さぁ、みんなチェインメイル着ていたから、散さん弾だんくらいなら骨折で済むんじゃない？」

　本当かよ？

　そこでクルンと銃を回したラウラは、レッグホルスターにショットガンを差した。

　輝かがやく赤い髪かみを後ろへ放つラウラを、俺は目を細めてジト目で見つめる。

「そして……クレアのことなんだけど」

　ラウラがそう話しかけてきた瞬しゆん間かん、廊下側からドスの利いた声がした。

「そこの女！　なんてことしやがんだっ！」

　二人で振り返ると、エルヴィンが十数名はいようかという乗務員と共に立っていた。

　無論、全員今にも襲おそいかかってきそうな勢いで、手に手に武器を持っている。

　しかもエルヴィンはクレアの咽のど元もとにナイフを突き付けているのだ。

「これは、これまでって……ことだよな？」

「そうね」

　俺達が素直に両手をあげると乗務員らが殺さつ到とうしてきて、あっという間に縛しばりあげる。

　俺の旅は予想外の展開を迎むかえていた。








Ａ００３　見知らぬ土地カデナ









　俺達はあの事件の後、すぐ近くの駅で放ほうり出だされた。

「二度と俺の列車に近づくんじゃねぇ───!!」

　と叫び、エルヴィンは俺の背中を蹴けってプラットホームに突き落とす。

「うはっ！」

　俺は板が並べられただけのホームに落ち、無様に前のめりに倒れる。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

　先に列車を降ろされていたクレアが、俺に駆かけ寄よって起こしてくれた。

　フォ、フォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォ！

　すぐに出発を告げる警笛がホームに響く。

「大丈夫、ありがとう、クレア」

　二人で顔を見合わせて微笑み合っていると、両腕を腰にあてたラウラがやってきて、客車後部のデッキの上に立つエルヴィンに向かって叫ぶ。

「ちょっと、どうして私まで降ろされなきゃならないのよ!?　私は無賃乗車じゃないわ」

　エルヴィンは自分の頭をコツコツと人差し指で叩たたく。

「お前は頭がおかしいのか!?　たとえ切きつ符ぷを持っていたとしてもなぁ、列車内でガンガン銃をぶっ放ぱなす女なんて、客なわけねぇーだろ！」

　ガタンゴトン……ガタンゴトン……ガタンゴトン……。

　列車はゆっくりとエル・ニドへ向けて動き出す。

「それに、あんたっ、私の財さい布ふを返しなさいよ！」

　ポケットからエルヴィンは少し膨ふくらんだ革かわ袋ぶくろを取り出した。

「これは迷めい惑わく料としてもらっておく」

「あんた、汚きたないわよっ！」

　再びエルヴィンは自分の額を人差し指で二度叩く。

「だから、お前は頭がおかしいのか!?　こっちは食堂車、寝しん台だい車しや、喫茶展望車を完全に破は壊かいされたんだぞ！　修理代はこんなもんじゃ全然足りねぇんだよ。命をとらねぇで済ませてやるだけ、ありがたく思え───!!」

　デッキの床ゆかを何度も踏ふみながらエルヴィンは怒おこった。

「このバカ列車長が───!!」

　叫ぶラウラにエルヴィンは負けじと叫び返す。

「バカはそっちだ───!!」

　フォ、フォォォォォォォォ！

　警笛が乗務員達の声を代弁するように鳴り、ウインドエクスプレスはあっという間に俺達の視界から消えていく。

　ちなみにエルヴィンはクレアが賞金首ってことを知らなかった。

　きっと、知っていればクレアだけは降ろされず、そのままエル・ニドまで連れていかれて、懸けん賞しよう金と引ひき換かえに保安官に引き渡されていただろう。

　そして、俺とクレアは無賃乗車なのだから、普ふ通つうなら強制労働か奴ど隷れいとされるところだったが、列車を破壊されてあまりにも頭にきたエルヴィンは、「お前らのような疫やく病びよう神がみは乗せていたくねぇ」と、俺達から全ての現金を奪うばって列車から叩きだしたのだ。

　列車が見えなくなり周囲を見み渡わたしたラウラは大きな声で叫ぶ。




「ここはどこよ───!!」




　どこで反射したのか「どこよ……どこよ」と木霊こだまが返ってくる。

「さぁ、どこだろうね」

　俺も立ち上がって周りを見たが、幅一メートル程度の板が並んだ片側のホームと砂すな嵐あらしでも来れば一発で消し飛びそうな、みすぼらしい駅舎と小さな車両庫しかなかった。

　大陸横断鉄道の駅を作ったとしても必ずしも大きな町に発展するとは限らない。

　小さな町に駅を作っても、そこへ向かう客がいなければ列車主らは停車させることはないからだ。だが、ここが寂さびれているのは別な理由がある気がした。

　駅舎の向こうには一応駅前の通りがあるようだが、ナガサキなどと比べると雲うん泥でいの差さであることは漂ただよってくる雰ふん囲い気きですぐに分かる。

　駅を囲むように深い森が広がり、少し向こうにはメタンハイドレート鉱山の廃はい坑こうと思われる山が見えた。どこかの町へ続く街かい道どうがあるようには見えない。

　少し離れた場所には北へと向かって伸のびる長細い湖があり、湖こ畔はんには朽くち果はてた古城があった。ナガサキからかなり南下してきたことで、リュウキュウ山脈にはかなり近づき、山の頂には白い雪が見えるようになっていた。

　クレアが崩くずれ落ちていた駅名看板の上にあった砂を手で払って読む。

「かなりローカルな駅ですね。駅名は……『カデナ』みたいです」

「カデナ？　エル・ニドは近いのかな？」

　ほとんど村を出たことのない俺には、こんなところはまったく知らない。

「さぁ、私もこちらの地理には詳くわしくなくて……」

　困った顔をクレアがしていると、ラウラは腕うでを組み不満げに答える。

「ナガサキから半日で行ける駅だったら、いいとこ直線距きよ離りで五百キロ。エル・ニドなんて遥はるか彼方かなたよ。私もこんな辺へん鄙ぴな駅に降りたことなんてないけどね」

「要するに全員所持金を全て奪われて、着の身着のままで、すごい田舎駅に置き去りにされたってことか～」

　俺達は目を合わせて「はぁ」とため息をついた。

　これが大変な状況というのは、この世界に住む子供にだって分かる。

　金がないってことは列車に乗れない。列車に乗れないってことは、この町から出ていくことが出来ないのだから。

　ナガサキのような町なら仕事もあるから、働いて運賃を貯めることも出来るかもしれないが、こんな小さな町では働けるような場所なんてあるかどうか……。

　ツカツカと歩いたラウラはクレアの目の前に立つ。

「こうなったのは、クレアのせいよっ！」

　ラウラはびっくりする程に自分のことを棚たな上あげする。

「わっ……私だけのせいなのですか？　ラウラさん」

　なぜかクレアは命を狙っている相手を「さん」づけで呼ぶ。

「そうよ。クレアが素直に私に捕つかまっていれば、車内で発はつ砲ぽうする必要もなかったんだから」

「はぁ……そうです……よね」

「そうすれば、あの列車に乗ったまま数日後にはエル・ニドについて、私は一億ハイドレートを受け取り、週末から楽しいバカンスだったのよ。それを～!!」

　ラウラが悔くやしそうに左手に力を入れると、赤いグローブがギュギュッと鳴った。

　そこへ俺が割って入る。

「なに適当なこと言ってんだよ？」

「適当なこと!?」

　俺を見たラウラは、「はぁ？」って顔で聞き返す。

「列車を滅め茶ちや苦く茶ちやにしたのはラウラだろ？　誰だれだって銃じゆうを向けられたら、一目散に逃にげ出すに決まっているじゃないか」

「じゃあ、銃を向けなかったら、あんた達は素直に捕まったの？」

　ラウラは俺を睨にらむようにして見た。

「そっ、それは……どうか分からないけど……」

「ほら、見なさいよ。この世界は脅おどさないと、誰一人ひとり言うこと聞かないのよ」

「それは極きよく端たんなんじゃない？」

「あぁ～!!　なに甘っちょろいこと言ってんのよ？　ケントもどこかのお坊ぼつちゃん？」

「いや……俺は単なる田舎者なだけで……」

「こうなったら、絶対にクレアを突つき出だして、一億ハイドレートもらってやる～!!」

　両手を拳こぶしにしてラウラが空に向かって叫さけんでいると、クレアがすっとやさしい顔をした。

「そのお話なんですけど……ラウラさん」

「なに？　クレアが代わりに金貨をくれるって言うの？」

　クレアはふっと微笑ほほえんで頷うなずく。

「えぇ、いいですよ」

　突とつ然ぜんのことに俺もラウラと一いつ緒しよに驚おどろいてしまう。

『えっ───!?』

　一人まったく動じないクレアは話を続ける。

「私の懸賞金、一億ハイドレートなんですよね？」

「そっ、そうよ。金貨一いつ括かつ払ばらいで一億ハイドレートよ」

　ラウラもきっと俺と同じで、そんな金額は人生で一度も聞いたことはないと思うが、クレアにとっては大した金額ではないらしく、フムフムと頷きながら余よ裕ゆうの笑顔を見せる。

「では、私が金貨で三億ハイドレートをお支し払はらいします」

　無人のプラットホームで、俺達二人が再び声をあげる。




『さっ、三億ハイドレート───!?』




　無論、クレアだけは涼すずしい顔。

「えぇ、もし私をブレーメンまで送り届けて頂けるのでしたら、ラウラさんには三億ハイドレートを金貨一括払いでお支払いいたします」

　ラウラは完全に動どう揺ようしている。

「そっ、そんなこと言って……。いくらＢ・Ｉ・Ｒの一人娘むすめでも、三億ハイドレートなんて大金は──」

　疑うラウラの言葉をクレアはあっさり遮さえぎる。

「ありますよ。ブレーメンの銀行になってしまうのですが、私の個人口座には十億ハイドレートほど預けておりますので、ご心配にはおよびません」

　顔を上へ向けて「くはぁ～」と思考がパンクしたラウラは、口から少し魂たましいが抜ぬけた。

「すごいなぁ。あるところにはあるんだね～」

　クレアは俺の顔を見つめる。

「もちろん、もし、ケントさんもご一緒してくださるなら、三億ハイドレートを──」

　そこで俺は右手をあげて、手のひらをクレアに向けた。

「俺はいいよ」

　クレアは少し寂しそうな顔をする。

「えっ!?　一緒にブレーメンまで来てくれないのですか？」

　俺はゆっくりと首を横に振ふる。

「そうじゃないよ。俺はお金はいらないから」

「でも、また危険な目に遭あうかもしれませんし……」




「それはいいよ。もう、俺は旅の目的を『君を守る』ってことに決めたから」




　クレアは嬉うれしそうに笑う。

「では、もしブレーメンへ着くまでに、なにか私が差し上げられるような物が見つかりましたら、それを『お礼』にするっていうことでいかがですか？」

「うん。それでいいよ」

「じゃあ、ケントさんブレーメンまで、よろしくお願いします」

「こちらこそ」

　俺達がお互たがいにペコリと頭を下げ合っていると、ラウラはやっと正気を取とり戻もどした。

　ブルブルと顔を横に振ってラウラは魂を体に戻す。

「ちょ、ちょっとクレア！」

「なんですか？　ラウラさん」

「私はそこの田舎者のお坊ちゃんみたいに、そう簡単に話を信用しないわよ」

「と、言うと？」

　クレアは「？」って顔をして聞き返す。

「クレア、今、いくら持っている？」

「一枚の銅貨もありません」

　清すが々すがしいくらいにキッパリ言い放つ。

「そんな無一文の人の言うことを信じてブレーメンまで行ったとしても、私は本当に三億ハイドレートもらえるのか不安ってことよ」

「……そういうことですか」

　ラウラは胸の下に腕を入れて両りよう腕うでを組む。

「普ふ通つう、こういう仕事にはいくらか前金を払はらうもんじゃない？」

「確かにそうですね。これは身辺警護の契けい約やくでありビジネスですものね」

　舞ぶ踏とう家かの世界しか知らない俺は商売に関して疎うとく、二人に向かって聞く。

「そういうものなのか？」

「普通は契約時にいくらか手付金の金貨をもらえるものよ」

　ラウラは「当然」と言った感じで言うと、クレアがパチンと手を鳴らす。

「では、とりあえずエル・ニドまで連れていってくだされば、一千万ハイドレートをお渡わたしするってことではいかがですか？」

「その支払いは大だい丈じよう夫ぶなの？」

　斜はすに構えたラウラはまだ疑っているようだった。

「エル・ニドにはＢ・Ｉ・Ｒのアジア支社があります。エル・ニド支社長のタウは私が子供の頃ころから会社で働いてもらっている馴な染じみの社員です。彼ならそれくらいのお金、すぐに用立ててくれるはずですから」

「エル・ニドにあるＢ・Ｉ・Ｒのアジア支社ねぇ……」

　ラウラは少し考え込んでいたが、この状じよう況きようで他の選せん択たく肢しはありそうもなかった。

「分かったわ。とりあえずエル・ニドまで連れていけば一千万ハイドレートよ」

　屈くつ託たくのない笑顔を見せたクレアは、ラウラの手をとって固く握あく手しゆする。

「ありがとうございます、ラウラさん。これでボディガード契約成立ですね」

「きっ、金貨一括払いだからねっ」

　ラウラは少し苦手そうな顔をしながら、クレアに合わせて手を上下させた。

「分かっています、ラウラさん」

　クレアってすごいなぁ。数時間前まで自分に銃を向けていた人間を仲間に引き入れて、そんな相手でもこんなに楽しそうに手を握にぎり合うことが出来るなんて……。

　俺はクレアのそういった部分に少し驚いていた。

「そうと決まったら、ここからエル・ニドへ行く方法を考えましょ！」

　一番先頭をラウラが歩き出し、その後ろにクレアと俺が続く。

　無論、こんな駅には駅員などおらず完全な無人駅。

　四つのベンチしかない待合室を通り抜け、俺達三人は駅舎から駅前広場へと出た。

　ヒュュウと風が通り抜け、砂すな埃ぼこりと共に牧草が丸く絡からまった塊かたまりが、駅前通りを右から左へと転がっていく。

　幅はば十メートルほどの未み舗ほ装そうの通りには木造の店てん舗ぽが六軒けん程度並ぶが、宿屋を兼かねた酒場、防具屋を兼ねた鍛か冶じ屋や、武器屋を兼ねた食料品屋など、最低限の生活を送れる程度の店しかなかった。

「人っ子一人いないなぁ」

　外を歩く者などまったくおらず、ゴーストタウンのような様相。

「とりあえず、次の列車はいつなのか聞いてみましょう」

　そう言うクレアにラウラは答える。

「だったら、酒場へ行くのがいいと思うわ」

「そうなのですか？」

「町の情報っていうのは、だいたい酒場に集まるようになっているのよ。特にこういう小さな町じゃ、他に娯ご楽らくもないから、みんなそこに溜たまっているはずよ」

「では、酒場へ向かいましょう」

　俺達は通りの真ん中を歩き、酒瓶びんの描えがかれた大きな看板が吊つられている店へ進む。

　重そうな扉とびらを押して入ると、中にいた二十名くらいの男女が一いつ斉せいにこちらを向いた。

　若い男はほとんどおらず、客は中年以上の者が多かった。

　全ての人間が「誰だれだ？」といった目で俺達を目で追う。あんな駅に滅めつ多たに客は降りないだろうし、どう見てもバラバラな格かつ好こうの俺達に違い和わ感かんを覚えただろう。

　ここはロクな場所じゃないな……。

　客層を見た俺は直感した。

　まだ、午前中にもかかわらずほぼ全員が飲酒、喫きつ煙えんしており、鎧よろいを着たままの男どもの格好は、多かれ少なかれ盗とう賊ぞく団の連中とあまり変わりない。

　大量のタバコの煙けむりのおかげで中の空気は薄うつすらと煙っており、天てん井じようではシーリングファンがそんな濁にごった空気を無意味にかき回していた。

　中にいる女は全て店の者なのか、男の横については、酒や食べ物をせびっている。

　ここには酒を飲みながら昔話に興じる者、使い込んだカードを使って賭かけゲームをやる者などが集まっており、まともに仕事をしているのはカウンターのバーテンくらいだった。

　仕方なく俺達はテーブルの間を通り抜けカウンターへ歩く。

「バーテンさん、ちょっと聞きたいことがあるんだけど」

　清潔そうな白い開かい襟きんシャツをピシッと着込み、その上に黒いエプロンをつけるバーテンは、ガラスのショットグラスを拭ふきながら無表情に答える。

「ここは酒場だ。何か聞きたかったら、まず注文しな」

　残念ながら今はそれが最も出来ない注文だ。

「そうしたいのは山々なんだけど、今は無一文でさ」

　俺が照れながら言うと、バーテンは「ケッ」と吐はき捨すてる。

「無一文で酒場に来んじゃねぇ」

「だから、人はねぇ……」

　後ろからブツブツ言いながら出てきたラウラが、カウンターに上半身を乗せるようにしながら鋭するどい目付きでバーテンを見る。

「ちょっとくらい話を聞いてくれてもいいんじゃない？」

　無論、その右手は右足のレッグホルスターに添そえられている。

　こらっ、脅おどすなっ！

「わっ、分かった。ここでの揉もめ事ごとは勘かん弁べんしてくれ」

　バーテンはラウラの体から湧わき上がる『災いのラウラ』のオーラを感じたのか、素直に言うことを聞いてくれる。

「あの、すみません。カデナに次の列車はいつやってくるのですか？」

　クレアが透すき通るような声で聞いた瞬しゆん間かん、酒場全体がドッと笑いに包まれた。

『あっはははははは』

　酒場にいた全ての人が腹を抱かかえて笑っている。

「これはどういうこと？」

　ラウラが周囲を見ながら聞くと、唯ゆい一いつ笑わなかったバーテンが答える。

「お嬢じようちゃん達はこういう町に来たことがないから知らないだろうが、こんな寂さびれた町の駅に停まるような列車はもうねぇのさ」

「駅に列車が停まらない!?」

「近くのメタンハイドレート鉱山がにぎわっていた頃は、たくさんの列車も停まっていたがな。鉱山からメタンハイドレートが採れなくなって作業員がいなくなっちまうと、こんな辺へん鄙ぴな駅に停車させる列車主は一人もいなくなったのさ」

　バーテンは拭き終わったショットグラスをカウンターの上に逆さまにして置いた。

「列車主も独立商人だからなぁ。儲もうからない場所には停車しないってことか……」

　俺がぼやいていると、今度はクレアがバーテンに聞く。

「では、こちらの町の方が、どこかへ行く場合はどうされるのですか？」

　バーテンはフッと笑う。

「もう町を出たい奴やつなんていねぇよ。みんな毎日酒に溺おぼれているだけで、ここから出ようなんて思ってねぇ。この町はそんな奴らの吹ふき溜だまりなのさ……」

　俺は周囲を見回す。

　確かに誰も何かをしようなんて考えてはいない雰ふん囲い気きだった。酒を飲んだり賭けごとをしたりしながら、毎日をただ怠たい惰だに過ごしているだけのようだった。

「でも、この町へ酒や衣料品を運ぶ列車は来るんですよね？」

「あぁ、貨物列車は来るぜ。だが、昨日来たばかりだから、次に来るのは……そうだなぁ……一月後ってとこかな」

『一月後───!?』

　あまりの辺鄙な状況に俺達は驚おどろく。

「こんな町でそんなに待っていられるわけないでしょ！」

　即そく、ラウラは怒おこった。

「そうですね。私もそんなに時間をかけてはいられません。一刻も早くブレーメンへ戻らなくてはいけませんから……」

　クレアも困った顔をする。

「とは言ってもさ。列車がなければこの町を出るのは無理なんだろ？」

「そうですよねぇ」

　三人で腕うでを組み「う～む」と唸うなると、バーテンが小さなため息をついた後に話しだす。

「後はこの町にいる列車主に頼たのんで乗せてもらうか……だな」

「この町に列車があるのですか？」

「あぁ、一か月前くらいにカデナへやってきて、駅の留置線にずっと停車したままだ」

　いい話のはずだが、バーテンの顔は曇くもっていて暗い。

「だったら、その人に頼めばいいじゃない。その列車主はどこにいるの？」

　一気に明るくなったラウラに向かって、ため息混じりに肩かたを上下させたバーテンは、店の一番奥にある丸テーブルに座る一人の男を指差した。男はテーブルに長い両足を乗せ、顔には小さなツバのついた紺こん色いろの帽ぼう子しをのせて眠ねむっているようだった。

「小さいがあいつは列車を持っている。だがな──」

　バーテンは続けて何かを言おうとしたが、ラウラは「ありがとう」と言ってカウンターから、男のテーブル目がけて歩き出す。

　仕方なくそっと会え釈しやくした俺とクレアは後ろに続いた。

　まるで乗務員の制服のようなボタンが二列に並んだ紺色で後ろの長いコートのような上着を着て、同じ色のパンツをはき、男は足をテーブル上に投げだしている。

　胸むな元もとのポケットには金色のチェーンのついた懐かい中ちゆう時計とドライバーが挿ささっていた。

　身長は俺よりも高く、全体的にスラリとした感じで、顔に被かぶった帽子からは、しばらく髪かみも切っていないような長い黒くろ髪かみがあふれだしている。

　この人はダメ人間だな……。

　それは見ただけで分かる。

　上着のボタンは一つも閉じられておらず、中の白いシャツの胸元は大きくはだけていた。

　胸元には「Ｔ」を逆さまにしたような金のネックレスが見えている。

　テーブルには半分くらい残ったボトルがあり、静かに寝ね息いきをたてながら熟じゆく睡すいしていた。

　コツコツと足音を鳴らしながら歩いたラウラは、そんな男の横に立つ。

「あんた、列車主なの？　だったら、ちょっと話があるんだけど」

「ズゥゥゥ……」

　だが、完全に寝ねてしまっている男からは、寝息しか聞こえてこない。

「まったく、世話がかかるわねぇ！」

　ラウラが寝ている男の椅い子すの足を蹴けり飛ばそうとして右足を振ふりかぶると、突とつ然ぜんどこからか子供のような声がする。

「あぁ～無理に起こさないでよぉ」

　三人で辺りを見回すが、こんな環かん境きようの悪い場所に子供などいようはずもない。

　無論、あんな声をこの男が、腹話術のように出すことはないだろう。

「トレビシックは寝ね起おきがよくないんだからさぁ～」

　再び声が聞こえ三人で戸と惑まどっていると、男の服の中からゴソゴソと動物が現れる。

「ねっ、ネコ？」

　驚くクレアに、ネコのような動物が器用に言葉を操あやつって答える。

「ネコはこんなにペラペラしゃべんないでしょ？　僕はバールテスの『ミュン』さぁ」

「バールテス？」

「要するにモンスターよ」

　俺が聞き返すと、ラウラは吐き捨てるように言った。

「モンスターとは心外だなぁ。こうして、人間と仲良くやっているのにさぁ～」

　ミュンはペロリと自分の右みぎ腕うでを短い舌で舐なめる。

「今はそうかもしれないけど、バールテスなんて状じよう況きようが悪くなったら、すぐに裏切る信用出来ないモンスターでしょ？」

「そんなぁ～、それ昔話のことじゃない？　実際には友情に厚い奴だよぉ」

　柔やわらかそうな白い毛に包まれた右手で、ミュンはクイクイと自分のことを指す。

　その時、ガタンと音がして、寝ていたトレビシックさんが、両手を上へグッと伸のばした。

「ふわぁぁぁ。人が気持ちよく寝てんのによぉ、横でゴチャゴチャうるせぇなぁ」

「目が覚めたのかい？　トレビシック」

「こんなにうるさくされたら誰でも目が覚めちまうだろ」

　顔にあった帽子を頭に斜ななめにのせ直し、トレビシックさんはゆっくりと起き上がる。

　トレビシックさんの顔はとても端たん正せいで、イケメンと言っていい男だった。

　目元にはフレームなしの眼鏡めがねをかけており、ダラダラした服装に反して、顔は学校で生徒に勉強を教えているような先生のような雰囲気。

　この中では一番年上のようで、俺より二歳くらい上だと思った。

「トレビシック、お客さんみたいだよぉ」

　ミュンはトレビシックの傍かたわらに、さっと移動する。

「こんな辺鄙な町で客だとぉ～!?」

　眼鏡をかけ直しながら焦しよう点てんを合わせたトレビシックさんは、ボトルから透とう明めいな酒をグラス半分くらいまで入れると、残りをポットから出したオレンジジュースで満たす。

　そして、胸ポケットから一本の使い込んだドライバーを取り出して、それをマドラー代わりにしてクルクルと混ぜ合わせる。

　そうやって出来た酒を、クイッと一気に飲み干した。

「ふぅぅぅぅぅ！　効く───!!　おしっ、目は覚めたぜ」

　ブルッと体を左右に振ってから、トレビシックさんは俺の顔を見上げた。

「でぇ？　どこまで行きたいんだ？」

「とりあえずエル・ニドまで行きたいんですけど……」

「エル・ニド～？」

　トレビシックさんは少し嫌いやそうな顔をする。

「最終的にはブレーメンを目指しているです」

「そらまぁ、ご苦労なこって。ブレーメンなんぞに行っても、いいことなんてないのによぉ～」

「トレビシックさんはブレーメンへ行ったことがあるんですか？」

　俺が聞き返すと、トレビシックさんは「うっ」と、口ごもる。

「また口が滑すべったねぇ～、トレビシックぅ」

　グレーの尻しつ尾ぽを動かしながらミュンが微笑ほほえむと、トレビシックさんは首を横に振る。

「そんなことはどうでもいいだろっ。それよりビジネスだ。エル・ニドへ行きてぇんだな？」

「俺達三人をエル・ニドまで乗せていって欲しいんだ」

「そうだなぁ～」

　品定めをするように、トレビシックさんは眼鏡のフレームに右手を添えて、俺達三人を上から下まで舐めるように見つめてからボソリと言った。

「じゃあ、十万ハイドレートでいいぜ」

　トレビシックさんの横でミュンは、「あたぁ～」って顔をする。

『十万ハイドレート!!』

　俺とラウラとクレアは体を引きながら思いきり驚く。

　トレビシックさんは最初にラウラの右足に目をやる。

「エル・ニドまでは十万ハイドレートだ。こいつは銃じゆうを頭に突つき付けられようが、そこの美人の色いろ仕じ掛かけにあおうが、一ハイドレートだって負けねぇぞ」

　トレビシックさんはジトッとした目をクレアの胸元に移す。

　クレアは「きゃっ」と小声を出しながら、胸元の谷間が見えないように手をあてた。

　無論、こんな運賃は小さな子供にも分かるボッタクリ。

　もっと手前の町であるナガサキから、豪ごう華か装備のウインドエクスプレスに乗ったって、二万ハイドレートだったのだから。

「なに、人の足元、見てんのよっ！」

　怒ったラウラは右手を拳こぶしにしてテーブルに叩たたき落おとした。

　その激しい一いち撃げきでテーブルのボトルはガシャンと倒たおれたが、トレビシックさんは動じることもなく涼すずしい顔のままだった。

「だからよぉ、銃で脅おどされたって考えを曲げねぇって。俺がこの世で信じるもんは、神ではなく『金貨』だけだからよっ」

　ラウラは腕を組んで話しだす。

「あんたらが独立商人で、需じゆ要ようと供給のバランスを考えて『取れる時には、なるべく高く売りつける』っていう商売の理り屈くつは理解出来るわよ。それにしたって、三人で十万ハイドレートはボリ過ぎじゃない!?」

　そんなラウラの言葉を聞いたトレビシックさんは、チッチッと舌を鳴らす。

「なに勘かん違ちがいしてんだぁ？」

「どういうことよ？」

　ラウラの顔を見上げたトレビシックさんは右手の指を三本出した。

「一人十万ハイドレートだぜ。つまり、三人なら三十万ハイドレートだって」

「さっ、さっ、さっ、三十万ハイドレート!?」

　ラウラの目がまん丸になって固まった。

　マジかよ？

　こうなると、俺も驚おどろくことを忘れる。

　ポケットに銅貨一枚入っていない俺達三人が、十万ハイドレートでも用意するのが大変なはずなのに、三十万ハイドレートなんて逆立ちしたって出てきやしない。

　すると、クレアが一歩前に出る。

「分かりました。三十万ハイドレートで結構です」

「ほぉ～。中々、物分かりのいいお嬢じようさんがいるじゃねぇか。おい、ミュン」

　ミュンはトレビシックさんの横からスルスルと出てくると、「ミニャ」と微笑んでモフモフの両りよう腕うでを揃そろえて前に出す。

「では、お代の金貨の方を……」

「今はありません」

　キッパリとしたクレアの言葉を聞いて、ミュンは「おっと」と倒れかける。

「私はブレーメン帝てい国こく鉄道、Ｂ・Ｉ・Ｒの経営に関わる者です。今は事情があって無一文なのですが、エル・ニドへ行けばＢ・Ｉ・Ｒのアジア支社がありますので、そこですぐにお支し払はらいをさせて頂きます」

　それを聞いたトレビシックさんは、アハハッと思いきり笑って、「んなこったろうと思ったぜ」と、もう一いつ杯ぱい酒を作って一気飲みしてからガシャリと椅子に身を預けた。

　どう見ても完全にやる気がなくなっている。

「ミュン、客じゃねぇじゃねぇか……ったく、勘かん弁べんしてくれよ～」

　ぐわぁと身体からだを伸ばしたトレビシックさんは、顔に帽ぼう子しを置いてテーブルに足をのせる。

「あれ～。このクレアって子からは、とっても金貨の臭においがしていたのになぁ」

　鼻を少し高くしてミュンはクンクンと鳴らしてから続けた。

「うちは全額前金払ばらいでしか仕事を受けてないんです。すみませんが、そのエル・ニドのＢ・Ｉ・Ｒアジア支社さんから送金してもらうなりして頂いて、金貨が手元に届いてから、もう一度来て頂いていいですか？」

　ミュンは少しすまなさそうな顔をする。

「それは分かっているのですが、今は緊きん急きゆう事態でどうしても──」

　その瞬しゆん間かん、トレビシックさんは、テーブルにドンと足を落とした。

「まったく金持ちはこれだから……。自分だけが特別な人間だなんて思ってんじゃねぇぞ」

「そっ、そんな……私は……」

　突然そんなことを言われてクレアは少し動どう揺ようしたようだった。

「Ｂ・Ｉ・Ｒの経営に関わってんだかなんだか知らねぇが、でかい会社の偉えらいさんの仕事は高貴で大事、俺達庶しよ民みんの仕事は卑いやしくて軽いものだとでも思ってんのかぁ？　あんたにとっては大したことないことかもしれないが、俺達が全額前金払いでもらいたいって言ってんのは、庶民は庶民なりに緊急事態だからなんだからよ」

「私もそんなつもりでは……」

　こんな時間から酔よっ払ぱらっている奴やつが緊急事態？

　俺にはまったくそんなことは理解出来ないが、クレアはトレビシックさんの言うことにショックを受けて黙だまり込んでしまった。

「さぁ、行った、行った」

　顔に帽子をのせたままトレビシックさんは右手をひらひらと振ふった。

　怒おこっているラウラと少し元気のなくなったクレアに俺は声をかける。

「ラウラ、クレア行こう」

「ボッタクリ商売なんてやっていたら、いつか借金まみれになるわよ」

　ラウラが吐はき捨すてるように言うと、

「借金はもう間に合っているさ」

　と、トレビシックさんは返事した。

　俺達はカウンター近くまで戻もどって三人で顔を合わす。

「どうすんのよ？　三人共一枚の金貨もないのよ。そして、唯ゆい一いつ乗れそうな列車はボッタクリ野や郎ろうだし、これじゃ、どうしようもないじゃない」

　怒いかり心しん頭とうのラウラはギュッと口を真っ直ぐに結ぶ。

「要するにこの町で金を作らなくちゃいけないってことだよな」

　俺が首の後ろに手を組んで言うと、クレアは心配そうな顔をする。

「ですけど、三十万ハイドレートはかなりの金額ですから……そう簡単には……」

「まぁ、そこは諦あきらめたら終わりじゃない？」

「ケントさんには、なにか、お金を作る方法があるのですか!?」

「まぁ、こういうことは初めてなんだけどね……」

　俺は背中からタミーノをおもむろに取り出すとラウラが見つめた。

「ケント、その笛で何か曲を吹ふいて、みんなからお金をもらおうって言うの？」

「そういうこと～」

　俺はニコリと微笑んだ。

「大だい丈じよう夫ぶなの？　だってそういうことするの初めてなんでしょ」

　不安そうな顔でラウラが聞く。

「誰だれだって初めての時はあるよ」

「それはそうかもしれないけど……」

「だったらラウラかクレアは、何かお金をもらえるような芸が出来るの？」

　二人共、同時に首を横に振る。

「すみません。私もそういうことには疎うとくて……」

「私はバウンティハンターよ。そんな宴えん会かい芸なんて持ち合わせていないわ」

　俺は少し胸を張った。

「田舎だったけど、俺の家は代々舞ぶ踏とう家かの家だからな」

　俺の家は数百年にもわたって続く舞踏家の生まれで、物心がついた頃ころには、伝統民族衣装に身を包んで舞ぶ台たいで舞まいを踊おどらされていた。

　問題は憎にっくき親父おやじは流派の家元であり、舞台に出れば俺とは師弟関係となる。

　おかげで「芸のため」だと、小さい頃から親父に厳しくされたことしか覚えていない。

「だったら、大丈夫そうね」

　ラウラは、ほっと胸をなで下ろした。

「まぁ、見てなって、この笛ですぐに三十万ハイドレートなんて稼かせいでやるから」

　二人は空いていた近くのテーブルに座る。

「まぁ、お手並みを拝見させてもらうわ」

「ケントさん、すごいですねっ！」

　クレアは両手を胸の前で合わせて、目をキラキラさせてながら俺を見てくれる。

　まっ、何とかなるだろ。

　俺はラウラと戦った時みたいにタミーノを横に構えリッププレートを口元に添そえた。

『おうぅぅぅ？』

　今まで酒と賭かけごとしかやっていなかった客が一いつ斉せいに俺に注目する。

　娯ご楽らくの少ない町において音楽は最高のエンターテインメントだ。

　だからこそ、うちの親父も地方を回る舞台公演だけで、膨ぼう大だいな門下生を抱かかえる一門の家元としてやっていけているわけだ。

　見ていろよ親父め。才能とは何かということを自分の力で証明してやる。

　演奏する時はこっちにしないとな……。

　タミーノの切きり換かえレバーをラウラの時とは反対側に入れた。

　店内がシィィンと静まり返った瞬間、目を閉じた俺はタミーノに息を一気に送り込む。




『ぴゅうわぁわぁ～♪　ぴゅわぁわぁ～♪　ぴゅうわぁわぁ～♪　ぴゅわぁわぁ～♪』




　店内に響ひびき渡るタミーノの音色。

　キイで次々と音色を調整しながら、親父から聞かされた曲を奏でた……つもりだった。

　あれ……親父が鳴らしていた曲とかなり違ちがうなぁ。

　俺からすれば親父の鳴らしていた音楽を丸々真似して吹いているつもりなのだが、どうも音程としてか、メロディが根本的に違うような気がする。

　しかし、演奏している自分では原因や違いがハッキリしない。

　だが、聞いていたみんなの反はん応のうはハッキリしていた。

「うぉぉぉぉぉ、止めてくれ～!!」

「悪かった、俺が悪かった。吐く！　このままじゃ、何もかも吐いちまいそうだぁ～」

「耳を……耳を塞ふさいでも頭に響いてくる～、なんなのこの音～!!」

　店内にいる全ての客がテーブルに伏ふせて体を小刻みに震ふるわせ、ある者は両手で頭を抱えたまま椅い子すから転がり落ちて、床ゆかをのたうち回り始める。

　店の中で動じていないのは、奥で寝ねているトレビシックさんと、なぜか楽しそうに聞いているミュンだけだった。

　なんだ……キイが間ま違ちがっているのか？　だったら……。

　俺はタミーノにあるキイを更さらに一つ押す。




『きゅぃん♪～　ぴゅうわぁわぁ～♪　ぴゅわぁわぁ～♪』




　一気に音程が高くなり、周囲の空気がピンと張はり詰つめたように感じた。

『うわぁぁぁぁぁぁぁぁぁあ！』

　客全員が床に伏せ、まるで音による圧力が上部から加えられたように動けなくなる。

　あれ!?　またキイを間違えたのか!?　だったら、今度は！

　俺が戸と惑まどいながら演奏を続けていると、パシンと後頭部を殴なぐられる。

「痛っ!?」

　俺がリッププレートから口を離はなすと、店内には「おぉ」と安あん堵どの声が漏もれた。

「何やってんのよ!?　みんなを殺して財さい布ふでも集める気!?」

　右手に銃じゆうを構えたラウラが、目を血走らせながら肩かたで息いきをしている。

「そんなことないよ。美しい演奏に感動した人からお金をもらって──」

　話の途と中ちゆうでラウラは俺の頭に銃でチョップした。

「こんなことでチップがもらえるわけないでしょ！」

　音が止まったことで客は頭をブルブル振りながら、椅子を立ててテーブルへとつき始めるが、みんなの目は殺気立っているか、恐きよう怖ふに慄おののいている。

　右手を震わせながらグラスを持つ客は、本当は俺へ向かって投げたいのかもしれないが、俺がもう一曲演奏するのを恐おそれて投げられないような緊きん張ちよう感かんが漂ただよう。

　客対俺達という絶ぜつ妙みような力関係が拮きつ抗こうしていると、そこへカウンターの中にいたバーテンが額の横をピキピキさせながら俺達のところへやってくる。

　バーテンは手に持っていた銀貨をテーブルに乱暴に投げ捨てた。

「演奏料をくれてやる！」

　投げられた銀貨がテーブルから落ちたので、クレアが拾った。

「ほら、分かる人には分かるんだよ」

　俺が呟つぶやくと、さっきまで冷静だったバーテンが激げき怒どした。

「何を勘かん違ちがいしてやがる！　これをやるから『二度とここで演奏するなっ』と言っているんだ！　お前はここの客を皆みな殺ごろしにする気か!?　その笛は新手の兵器か!?」

　脳のう溢いつ血けつで倒たおれそうなくらい顔を真っ赤にさせたバーテンは、右手で何度もビュンビュンとタミーノを指差しながら言い放つ。

「いや……これは家の家宝で……」

「だったら、家の祭さい壇だんか宝物庫へ戻せ！　分かったかっ！」

「はっ……はぁ……すみません。でも、俺達金貨を稼がなくちゃいけなくて……」

「そっ、その演奏で金貨だと!?」

　その瞬しゆん間かん、打ち合わせでもしていたかのように、店の客全員が首を一斉に横に振る。

『もう二度と、その笛はゴメンだ』

　それはこの店の総意であることは分かった。

　すると、バーテンは横の柱に貼はってあった一枚の張り紙を上からビリッと勢いよく破って、俺達の机の上にバーンと置いた。

「金貨が欲しけりゃ、人の役に立つことだ！」

　バーテンは肩を怒らせたまま、ズカズカとカウンターへ戻っていく。

　バーテンが怒ったことが客らにはガス抜ぬきになったようで、とりあえず、全員からグラスを投げつけられることはなく、怒っていた人達は一人、また一人と向こうに向きだした。

「とりあえず、座りましょう」

　ラウラに諭さとされて、俺はクレアのいたテーブルへと座った。

「あっ、あの……とても個性的な音楽ですね」

　額から流れ出した汗あせを拭ふくクレアは気を使ってくれるが、ラウラが一いち撃げきで否定する。

「あんなの音楽じゃないわよっ」

「そうなんですか？　私は最さい新しん鋭えいの未来系音楽なのかと思いました」

「あんなのが未来の音楽なら、私は今のうちに死んでおくわっ」

　ラウラはため息をついて、さっきバーテンが置いていった張り紙を広げて見つめる。

「それで？　それは何なの？」

　クレアは「う～ん」とうなってから呟く。

「どうも、依い頼らい仕事のようですね」

「依頼仕事？」

　俺とラウラは前のめりになって、テーブルの上の張り紙を覗のぞき込む。

《カデナ鉱山付近に『さまよえる鎧よろい』が出しゆつ没ぼつし、鉱山の再利用が出来なくて困っております。そこで『さまよえる鎧』を退治して頂きたい。倒して頂いた方にはカデナ保安官事務所より、賞金として金貨で四十万ハイドレートをお支し払はらいいたします》

　このように張り紙には書かれていた。

「さっ、さまよえる鎧って!?　幽ゆう霊れい系のモンスターってこと？」

　口を真っ直ぐ結んだラウラは体を少し後ろへ引く。

「このお仕事をうまくやれば、トレビシックさんにエル・ニドまで乗せていって頂ける金貨を用意することが出来そうですね」

「そっ、それはそうだけど……。相手はアンデッドなのよ!?」

　ラウラは少し気が進まない様子だった。

「これをやるしかないな」

　俺が言うと、ラウラは「えっ───!?」と嫌いやそうな声をあげた。

「だって、他には依頼仕事なんてないみたいだぜ」

　かつてはたくさんの張り紙が貼られていたであろう、ガラガラの掲けい示じ板ばんを俺は見た。

「さっきはいくばくかの銀貨をバーテンダーさんに頂きましたが、これを毎日頂けるとは思えませんし、そんなことではカデナからの脱だつ出しゆつは無理ですもんね……」

　クレアは呟いた。

「それは各家へ強ごう盗とうに入るのと同じよ。きっと明日からはケントがこのお店へその笛を持って現れただけで、みんなガラスコップを投げつけるわよ」

「ラウラ、それが分かっているなら、この依頼を達成するしかないだろう？」

「……そっ、そうね。わっ、分かったわよ」

　口を尖とがらせたラウラは渋しぶ々しぶ了りよう解かいした。

　二人の顔を見て頷うなずいた俺は、ガッと勢いよく席を立った。

「よしっ、じゃあ、さっそく行こうか！」

「えっ!?　今から？」

「金がない俺達には時間もない。明日になれば食べ物にも困ることになるよ」

「分かったわよ」

　ラウラはテーブルに両手をついて、「はぁ」と小さなため息をついて立ち上がった。








Ａ００４　彷徨さまよえるリートフェルト鉱山鉄道









　俺達はバーテンに恵めぐんでもらった銀貨で食料を買い込み、それぞれの水すい筒とうに水をいっぱいにしてから出発した。

　さまよえる鎧が出没すると聞くリートフェルト鉱山は、駅から一キロ程度の位置にあり、それ程時間はかからなそうだった。

　駅からリートフェルト鉱山まで道に迷うこともない。

　それはメタンハイドレートを運んでいた貨物用レールが残っていたからだ。

　レールに沿って枕まくら木ぎを踏ふみしめながら、俺達はゆっくり進んでいく。

　前を俺とクレアが並んで歩き、その後ろをラウラがトボトボついてきた。

　歩きながら俺は食料を買う時に食料品店の店員から聞いた情報を二人に話す。

「ここのリートフェルト鉱山からは、昔はたくさんのメタンハイドレートが採れていたらしいよ」

「メタンハイドレートを採り尽つくしてしまったことで、町が寂さびれてしまったんですね」

　山の麓ふもとに坑こう道どうの入口を持つ山やま肌はだを見ながらクレアは言った。

「うちの近くでも一度メタンハイドレートラッシュがあって、その時はたくさんの作業員が集まってきて、一つの町が生まれるくらい賑にぎわっていたけど、すぐに鉱脈が尽きちゃってさぁ。後には鉱毒に汚お染せんされた町が残っただけだったよ」

「メタンハイドレートラッシュで生まれる町は、ただ『メタンハイドレートをたくさん掘ほる』という目的だけしかありませんからね……」

　ラウラが後ろから不満げな声をあげる。

「もう廃はい坑こうになっちゃったんだから、アンデッドモンスターの一いつ匹ぴきくらい、ほうっておいてあげてもいいんじゃないの？」

　何を言っている？　そうなったら、俺達はここに一生いるハメになるんだぞ。

「そうもいかないらしいよ。何でも廃坑を再利用したいみたいだし……」

「再利用？　迷路みたいに掘った穴なんか、何に使えるのよ？」

「そんなことまでは、食料品店の店員さんは知らないよ」

「なによ、その中ちゆう途と半はん端ぱな鉱山情報は？」

　ラウラは不ふ機き嫌げんそうに、頰ほおを膨ふくらませた。

「それで、さまよえる鎧については、何か分かったのですか？」

　横からそう聞くクレアを俺は見た。

「さまよえる鎧はその名の通り、全身を金属の鎧で覆おおわれた無人の『プレートアーマー』が、坑道内をウロウロしているんだってさ」

　俺は両手をぎこちなく動かして見せる。

「近くの戦場で死んだ騎き士しが、きっと、無念からアンデッド化したんですね」

　それについては、首を横に振ふった。

「いや、そんな戦いは、このカデナでは一度もなかったらしいよ」

「だったら、そのさまよえる鎧は一体どこから？」

　クレアは首を傾かしげる。

「さぁ、気がついたら廃坑に住みついていたらしい。さまよえる鎧が出没するようになってからは、村の人も中へは入らないようにしたみたいだから」

「その『さまよえる鎧』は坑道のどこにいるの？」

　ラウラが面めん倒どう臭くさそうに聞く。

「かなり深い場所みたいだよ」

「深い？」

「入口付近で見かけることもあるらしいけど、だいたいは下の階層だとか……」

「そんなところまで降りるのに、一体何時間かかるのよ？」

　俺は首を傾げる。

「さぁ、坑道はかなり深いらしいからね。下へ降りるだけで数時間はかかるんじゃない？　だから、捜そう索さく期間を考えて二泊はく分くらいの食料は買ってきたからさ」

　少し膨らんだ麻あさの袋ふくろを右手に掲かかげて見せた。

「にっ、二泊!?　鎧がさまよっている坑道で!?」

　ラウラは体を引きながら、すごく嫌そうな顔をする。

「しょうがないだろ？　全ての機械が停まってしまった今では、メタンハイドレート利用のエレベーターも使えなくて、歩く以外下へ降りる方法はないんだから」

　俺は「どうしようもないだろ？」と手のひらを上へ向けて両手を開く。

「あぁ～もう最悪……」

　ラウラは眉み間けんを摘つまむようにしながら頭を二、三度横に振った。

　そんな話をしていると、俺達は廃坑の入口へと着く。

　レールはここでたくさんの支線に分かれ、貨物ターミナルになっていた。

　廃坑の入口には構内へ空気を送っていた巨きよ大だいなハンマー形のポンプや直下型エレベーター用の高いやぐらがあった。他にも事務所として使われていたはずの、三階や四階建ての石造りの建物があるが、全て錆さびつき埃ほこりを被かぶっていて何一つ動きそうにない。

　正に鉱山廃はい墟きよといって相応ふさわしい雰ふん囲い気きだった。

「なんだろう、あれ？」

　俺は二つの車輪がついた鉄の箱を指差すと、クレアが説明してくれる。

「あれはメタンハイドレート輸送用のトロッコですよ」

「輸送用のトロッコ？」

「メタンハイドレートは気温の低い地下で掘り出した時は、結けつ晶しよう化した状態で白く凍こおっているのですが、気温が高い場所では融ゆう解かいしてしまいます。そこで、気温の低い地下で冷れい凍とう機能のあるトロッコに詰つめ込こみ、一いつ杯ぱいになったところで上のフタを閉めて保冷し溶とける前に地上へ運び、すぐにああいったメタンハイドレート冷凍保存庫へ入れるのです」

　クレアの指差した先には真っ白な壁かべを持つ石造りの建物があった。

「つまりトロッコは、メタンハイドレートを運ぶ貨車ってことか……」

　俺はその向こうに山のように並べられているトロッコを見て頷く。

「メタンハイドレートを運ぶ貨車？」

　その時、ラウラの口角がニヤリと嬉うれしそうに少し上がったように見えた。

　トロッコは何千万台もあったが、そのほとんどはレールから外されて裏返しにされていて、付近の空き地に山となって積まれている。

　トロッコには二種類あって、単に箱に車輪がついているだけの車体と、後部にステップがあって、その横にブレーキレバーがついた物がある。

　ブレーキ付きのトロッコは数十両に一台くらいの割合であり、何両かが連結したトロッコを制せい御ぎよするのに使用するようだった。

　俺達はそんなトロッコを横目に見ながら歩いていく。

　すると、一番後ろを歩いていたラウラが、レッグホルスターから銃じゆうをスッと取り出す。

「おい、ラウラ！　何を──」

　俺のことにを気にすることもなくラウラは即そく発はつ砲ぽうする。

　ダガ─────────ン!!

　次の瞬しゆん間かん、直ちよく撃げきを受けたトロッコのフタが吹ふき飛とび、空へ舞まい上がって二、三回クルクルと回転してから、地面へ落ちてバーンと派手な音を響ひびかせた。

「ストレス解消のために、いきなり撃うつなよっ！」

　俺の文句を無視して、ラウラはフタの吹き飛んでしまったトロッコの中を見つめる。

「これなら三人で乗れそうね」

「三人で乗れそう？」

　俺にはなんだか嫌いやな予感しかしない。

　ラウラはレッグホルスターへ銃をカシャリと素早くしまう。

「トロッコがメタンハイドレートを運ぶ貨車ってことは、反対にこれに乗っていけば最下層階へ素早く行けるってことでしょ？」

『えっ───!?』

　俺とクレアは口を大きく開いた。

「何よ、その態度は？　そんなに驚おどろくことないでしょ？」

「ラウラさん、確かにこのリートフェルト鉱山が生きている時は、そうだったかもしれませんが、今では廃坑になっているんですよ」

　心配するクレアの意見に俺も同調する。

「そうだよ、ラウラ。中のレールがどうなっているか分からないんだぞ」

　すると、ラウラは「フンッ」と胸の下に両りよう腕うでを組んだ。

「だったら、どこまで広がっているか分からない坑道内を、何日もさまよいながら歩いて捜さがし続けるっていうの？」

「普ふ通つうそうだろ？」

「鎧よろいはね、さまよってるのよっ！」

　勢いに押されて俺が動どう揺ようする。

「そっ、そうだな。まぁ、確かに……」

「歩いて移動している相手を徒歩で追いかけていたら、いつまでたっても追いつけないじゃないのよ」

　右手を敵に、左手を俺達に見立てて、ラウラは一いつ緒しよに動かして見せる。

「そうかもしれないけど……」

「でしょ？　だったら、ここは速度の出るトロッコに乗って、さぁ～っと坑道内を捜した方がさまよえる鎧に会える確率が上がるんじゃないの？　でないと……」

　体をユラリと幽ゆう霊れいのように揺ゆらしたラウラは、少しオドロオドロした目付きで俺とクレアを見つめる。

「でっ、でないと？」

　ラウラは俺の背中をピッと指差す。

「二日間では見つけられないかもしれないわよ。そうなったら、また、坑道から町へ戻もどって、あの店でその笛を使って恐きよう喝かつするところからやり直しよ」

「誰だれが、恐喝だっ！」

　俺は一歩前へ出て言うと、目をつむったラウラはプイッと顔を右へ向けた。

「似たようなもんよ」

　そんな俺達の間にクレアは、その小さな体をすっと入れる。

「まぁまぁ、確かにラウラさんの言うことにも一理ありますね。私達には時間もないことですから、ここはトロッコで中へ入るとしましょう、ケントさん」

　下から見上げたクレアがニコリと微笑ほほえむ。

「分かったよ、クレアがそれでいいなら」

「じゃあ、運転は私がやるわ。クレアは中へ乗って、ケントはトロッコを押してね」

「えっ？　俺が押すの!?」

　口をあんぐりと開けている俺を無視してスタスタと歩くラウラは、トロッコ後部についていたステップ上にすっと立つ。

「こんな重いトロッコを、か弱い女子に押させる気？」

　こういう時だけ「か弱い女子」と言われてもなぁ。

「まぁ、クレアには無理だろうけどさぁ……」

　ラウラは「何よっ」と俺を睨にらんだ。

　トロッコは人が乗るようには出来ておらず、湯船のような部分へ上から入るしかない。

　クレアはラウラの立っていたステップから縁ふちを跨またぐようにしてトロッコ内へと入る。

　中を見ると、そんなに余よ裕ゆうはなく二人で入れば一杯になる程度だった。

「ケント、早く押して」

　俺は「へいへい」と言いながらトロッコの後ろへと回る。

　ラウラがブレーキを手前に引いて外したのを確かく認にんした俺は、両手をガツンとトロッコ後部につけて押す。

　ギギギギギギギィィィィィ……。

　長い間使われていなかった車輪は錆さびているのか、しっかりと固まっていた。

「しっかり力入れなさいよ」

　ステップから見下ろすラウラが言う。

「分かっているよぉぉぉ！」

　俺は渾こん身しんの力を両腕に込こめながら、地面を蹴けるようにして足を踏ふん張ばる。

「うぉぉぉぉぉ───!!」

　すると、ゴロン……ゴロンと車輪が回りだす。

　一度動き出すとトロッコの車輪はスルリと軽くなった。

　次第にカタンカタンと回転数が上がり、トロッコは坑こう道どうへ向かって下りだし、こうなったら俺が押していなくても勝手に走るようになる。

　俺は「ほっ」とトロッコ後部に付いていた幅はば二十センチくらいのステップに飛び乗り、そのままクレアのいるトロッコ内へと飛び込む。中は二人で並んで座るのが精せい一いつ杯ぱいで、お互たがいの肩かたがピタリとくっついた。

「ゴメン……何か狭せまくって……」

「いえ、気にしないで……もっと、こっちへ寄っても大だい丈じよう夫ぶですよ」

　お互いに少しずつ体の位置をゴソゴソと動かして、なるべく当たらないようにする。

「さぁ、行くわよっ！」

　ラウラは唯ゆい一いつの操縦装置であるブレーキの木製グリップを握にぎる。

　かなり使い込まれているグリップには油が深く染み込み、木目は深い茶色になっていた。

「ラウラ、トロッコの操作は分かるのか？」

「こんなの簡単よ」

　ラウラは「何言ってんのよ？」って顔を見せる。

「……本当かよ？」

「要するにスピードが出ればレバーを手前に引いてブレーキをかける、落ちてきた時は前に倒たおしてブレーキを外して速度を上げる。たった、それだけでしょ？」

「まぁ、そうなんだろうけどさぁ……」

　レールは左へカーブしながら、パックリと大口を開けている坑道口へ滑すべっていく。

　地上から坑道へ向かっては下り坂となっているらしく、トロッコは何もしなくても進んだ。

　坑道入口の直前でラウラは、俺に向かって右手を差し出す。

「そういえば、ケント。たいまつは？」

　そこで、俺はこういった場所へ入る時に揃そろえるべき装備を忘れたことに気がつく。

「そういや、坑道内って真っ暗だったな」

「だったら、誰だれかライト系の魔ま法ほう使つかえるの？」

　俺とクレアは揃って首を横に振ふった。

「俺は笛しか吹けねぇ」

「私も魔法使いではないので……」

　ラウラはくわっと目を見開く。

「何、言ってんのよ───!?」

　俺は少し口を尖とがらせる。

「銀貨一枚じゃ、二日分の食料を買うので限界だって」

「坑道内でたいまつがなかったら、ご飯も食べられないでしょ───!?」

　そこでゴォォォと坑道内へ突とつ入にゆうしたトロッコは加速し、すぐに周囲は真っ暗になる。

「そういうもんなのか？　俺、ダンジョンとか初めてでさぁ」

「はっ、初めて───!?」

　そこで、ラウラはチラリとクレアを見る。

「えっ……えぇ、もちろん私も、このようなところは初めてです」

　少し顔を赤らめて答えた。




「二人共、バッカじゃないの───!!」




　ラウラの絶ぜつ叫きようが真っ暗な坑道内に思いきり響いた。

　構内へ入るとレールは傾けい斜しやをガクンと強め、速度が更さらに上じよう昇しようする。

　最初は外からの明かりが届いていたので少しは見えていたが、あっという間に見えなくなってしまい、前方視界は最悪になった。

　暗さに目が慣れても、直前まで迫せまった二本のレールしか見えず、色しき彩さいがなく全てがグレーで描えがかれているように暗い。

　坑道内にいい加減に敷しかれたレールは不安定で、トロッコは上下左右に激しく揺れ、中にいる俺達の体は跳はねるように何度も浮ういた。

　小さく「きゃっ」と叫さけんで俺に倒れ込んできたクレアは、両手でシャツの胸むな元もとを摑つかむ。

　こうして、どこかに摑まっていないと吹ふき飛とばれそうなのだ。

　だが、そうなると、クレアの体は俺の体に沿うようにピタリと密着してしまう。

　こっ、これは……。

　薄うすい服を通してクレアの体温が伝わってくる。

　焦あせった俺はラウラを見上げた。

「こっ、これは何も見えないのと同じだな……」

「たいまつがないんだから、当たり前でしょっ！」

　ステップに立ちながらトロッコを操あやつるラウラは、前を見み据すえたまま言う。

　その時、目の前のレールがふっと消える。

　次の瞬しゆん間かん、下層へ向かって急降下するかのように、トロッコは本体が大きく前につんのめりながら落ちた。




『きゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！』




　突とつ然ぜんのことに、クレアは目をつむって、ぎゅっと俺の体にしがみつく。

　シャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャ！

　さっきのことがウソのように車輪は快調に回り、トロッコの速度は青あお天てん井じように上がる。

　マッ、マジかよ!?

　こんな小さくて細い鉄道にもかかわらず、大陸横断鉄道を遥はるかに超こえるスピードが出ることに俺は驚おどろく。

「ブッ、ブレーキを使って速度を落とせって！」

　トロッコの中へ隠かくれたまま右手だけを出して、ラウラの手元にあるレバーを指差す。

「あっ、そうね」

　ラウラはブレーキレバーをゆっくりと手前に引く。

　ギャギャギャギャギャギャギャギャ……。

　ブレーキレバーが車輪に当たって、耳をつんざくような音が坑道に反はん響きようする。

　俺は耳を両手でおさえた。

「うっ、うるせぇ～」

　トロッコ底部からは、花火のような火花が飛び散って後ろへ飛んでいく。

　だが、派手な音と光ばかりが上がるだけで、速度が大きく落ちることはない。

「ちっ、ちっとも速度が落ちないじゃないか!?」

「どういうことですか？」

　やっと目を開いたクレアは首だけ、ちょこんと上げて潤うるんだ目で俺を見つめる。

「ブレーキを使ってもあまり速度が落ちないのよっ！」

　ラウラは力を緩ゆるめてみたり、数回に分けてブレーキをかけてみるが、何をしてもあまり効果はなさそうだった。

「トロッコが古くなってブレーキの利ききが甘くなっていたのかもしれないわ！」

「えっ───!?」

　俺の嫌いやな予感はアッサリと的中した。

　トロッコは暴走し始めており、俺達にこれを制せい御ぎよする方法は何もなかった。

　俺とクレアは目を丸くしてラウラを見つめる。

「なっ、何とかなるわよっ」

「本当かよ、ラウラ！」

「最下層まで達すれば、きっと平らになっているはずだから……」

　ラウラはあいそ笑いを浮かべる。

　キィィィィィィィィィィィィン！

　巨きよ大だいな縦坑へと入ったレールは、その周囲を回るような左下方へと向かうスパイラル状の線路を走りだした。下へ落ちる角度は急速に増し、外側へ向かってもの凄すごい遠心力が働きだす。

　そのためにレールと車輪が擦こすれて甲かん高だかい金属音が上がった。

　そして、時間を追うごとに速度は更に高くなっていく。

「くぅぅ……。こんなことで最下層まで持つのかよ!?　ラウラ！」

　強力な遠心力の為ためにしゃべるだけでも難しくなってくる。

「だっ、大丈夫じゃないの？」

　必死でブレーキを操作しながらラウラは叫んだ。

　あまりの遠心力にトロッコ内の内ない壁へきに俺は背中から押しつけられ、腕うで一本動かすことが出来なくなる。

「きゃぁぁぁ！」

　しがみついていたクレアも、自分から体全体を押しつけるような格かつ好こうで寄ってくる。

「クレア！」

　俺は何とかそんな事態を避さけようと、手を無理矢理前に出して受け止めようとするが、遠心力の力は遥かに強く、両りよう腕うでを体の横に畳たたんだ状態で左右に出すので精一杯だった。

　その時、ドスッとクレアがこっちを向いて飛び込んできて動けなくなる。

「ゴッ、ゴメン……クレア」

　無論、不ふ可か抗こう力りよくなのだが俺の手はクレアの二つの胸の上にあり、そこからすぐにでも避けてあげたいのだが、トロッコの壁かべと遠心力でピクリとも動かせなかった。

　さっきよりもしっかり体温が伝わり、キレイな胸の形もハッキリ分かる。

　お互いの顔は丁度すれ違ちがい、首元に深く埋うずめてそれぞれの耳元に口があった。

「いっ、いえ……これは仕方のないことですから……」

「でっ、でも……」

「わっ、私こそすみません……」

「ううん……クレアが気にすることなんてないよ」

　お互いに顔を真っ赤にしながら、早くこの状じよう況きようが治まることを願うしかない。

　カラカラカラ……。

　やがて、カーブの内輪側となる左から車輪が空回りするような音が聞こえてきた。

　それに何だか足元のバランスがさっきまでとは変わったような気がする。

　これはもしかして……。

「なんの音だ!?」
















　ラウラが遠く見たまま答える。

「遠心力で内側の車輪が浮いてきているのよっ！」

　たった一両で下ったのが悪かったのか、速い速度できついカーブに入ったために、外側へ向かって大きな遠心力がかかり、トロッコ本体が吹き飛ばされそうになっていた。

「そっ、そんなっ！　このままじゃ、脱だつ線せんするんじゃないのか!?」

　俺が心配して叫ぶと、ラウラは俺達に指示をする。

「ケント、クレア、内側に体重を移動して！」

　この状況下でトロッコ内を転がるのは難しいが、脱線すれば死ぬ以上、なりふりかまってはいられない。

「ゴメン、クレア。ちょっと無理矢理姿勢を変えるよ」

「あっ、はい。私は大だい丈じよう夫ぶです。ケントさんの好きなようにしてください」

　俺はクレアをしっかりと抱だきすくめると、トロッコ内の外側の壁へ向けて足を踏ふん張ばる。

「うぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ、落ちろ───!!」

　遠心力に逆らいながら体を動かした俺は、上がってきていた床ゆかをガツンと踏み込む。

　キュュキュュキュュ……。

　傾かたむきが直され再び左の車輪がレールに接せつ触しよくする。

「落ち着きなさいよ───!!」

　ラウラはブレーキレバーに思いきり力を入れながら、左側へ体を出して傾けた。

　最下層まで持ってくれ……。

　三人の体重移動によって何とか脱線せずに走り続けるトロッコは、スパイラルダウンループを駆かけ抜ぬけて行く。

　ゴゴゴゴゴゴゴッ……キィィィィィィィン……。

　トロッコ本体はガタガタと振しん動どうし続け、耳にはゴォォという激しい風切り音だけが聞こえ、地下深くへと降りたことで冷たい空気に周囲が包まれていくのが分かった。

　これで行けるのか───!?

　三人共必死になってスパイラルが終わるのを祈いのった。

　やがて、キィィンと大きな音と共に、レールは下降するのをやめた。

　まだ、かなりの速度は出ているがレールは水平に走り始め、奥へ奥へ続くツルハシだけで掘ほられたトンネル状の坑こう道どう内を疾しつ走そうし始めた。

　遠心力から解放された俺がクレアを解放してあげると、彼女はトロッコの縁ふちから首をちょこんと出して前を見つめた。だが、そこには真っ暗な闇やみが広がっているだけ。

「ここが最下層みたいね。ほらっ、トロッコで来たから早かったでしょ？」

　危機を脱だつしたと感じたラウラは、「ほらね」と言わんばかりに言うが、こんなに涼すずしいトンネル内なのに上半身はびっしょりと冷ひや汗あせをかいていた。

　おっ、おう……。

　俺はそんな刺し激げき的なラウラの体からさっと目を逸そらせて、横の坑道を見たまま言う。

「一つ間ま違ちがっていれば脱線していたところだったじゃないか」

「結果的に脱線しなかったんだから、それでいいでしょ？」

「そういう問題じゃないだろ！」

　俺とラウラが「イィ……」と睨にらみ合っていると、クレアが右みぎ腕うでを伸のばして前を指す。

「あっ、明かりです！」

『明かり～!?』

　俺とラウラは同時に顔を前へ向けた。

　すると、確かに五百メートル程先にランプのような明かりがいくつか灯ともっているのが見えてくる。少し広くなっているその場所は終着駅のようで、明かりは駅舎のような建物にあるようだった。

「あ～助かった。あそこには明かりがあるじゃない」

　ラウラはほっとしているが、俺は別なことが気になる。

「あの明かりは誰だれが点つけたんだ？」

「そんなの、村の人の誰かでしょ？」

「そんなわけないだろ？　さまよえる鎧よろいがいて、坑道へは誰も入ってないんだから」

　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくの後、ラウラの顔がすぅぅと白くなっていく。

「もしかして……あれは『さまよえる鎧』が点けた明かり!?」

「そうじゃないのか？」

「なんで、アンデッドモンスターが、楽しく明かりなんて点けんのよっ！」

　すがりつくラウラに俺は言い放つ。

「俺が知るか！」

　そんなことをしているうちにも、駅舎のような場所が近づいてくる。

「停車させるわよ」

　水平な場所であればブレーキは利きくので、ラウラはスピードを落とすべくレバーを引く。

　火花を散らしながら減速していたが、途と中ちゆうでパキンと金属が破断する音が聞こえた。

　レバーを持っていた右腕に力を入れて、すっと持ち上げるとレバーも付いてきた。

　少し青ざめた顔で俺とクレアがラウラを見つめる。

「……ラウラさん？」

「何、やってんだよ!?」

「こんなの不可抗力よ！　あんなにブレーキかけたら、きっと新品だって壊こわれちゃうわよ。あそこでブレーキかけなかったら、絶対脱線していたんだしっ」

　俺はレールの先せん端たんを指差す。

「そんなこと、今はどうでもいいって！」

「今はどうでもいい？」

　俺達が目を前に移すと、五十メートル程先には、『×』と書かれた頑がん丈じようそうな車止めが置いてあった。このままぶつかればトロッコなんて木こつ端ぱ微み塵じんは確実必至。

　クレアの顔からさっと血の気が引く。

「どっ、どうしましょう!?」

　そんなの考えるまでもなく決まっている！

　俺はみんなに向かって叫さけんだ。




「みんな！　トロッコから飛び降りろ───!!　早く！」




　俺達は全員素早く立ち上がり、あと二十メートルくらいの位置で一いつ斉せいにジャンプした。

「うらぁ!!」

「きゃぁ───!!」

「ったく、もう！」

　板で作られたホームのような場所へしゃがみ込んだ俺の後ろを、もの凄い勢いでトロッコが走り去り、クレアは横へ転がり、ラウラは見事に二本の足で立った。

　……助かった。

　俺達がほっと息をついて目を合わせた瞬しゆん間かんだった。




　ドガ────────────ン!!




　トロッコは車止めに向かってもの凄すごい勢いで激げき突とつし、四角だった車体がグニャリと潰つぶれ、車止めを中心に巨大な砂すな埃ぼこりが舞まい上がる。

　あまりの衝しよう撃げきに小さな地じ震しんのような振動が坑道内に発生し、天てん井じようからパラパラと土や石が降ってきて俺達の背中や頭に振ふりかかった。

　危ねぇ～、そのまま乗っていたら死んでいたところだった。

　ここは地下採さい掘くつ現場に作られた、メタンハイドレートを積み込む専用の駅のようだった。

　坑道の天井に当たりそうな高さを持つ木製一階建ての建物は、作業員達が休きゆう憩けい出来るような施し設せつのようだった。

　服に着いた汚よごれを払はらいながらクレアが立ち上がる。

　メタンハイドレートを燃料として光を発する「メタントーチ」が、建物の周囲に十個くらい配置されていて、この周辺だけはユラユラと光る赤い炎ほのおに照らされていた。

「この光……メタントーチの明かりだったんですね」

　振動が治まり落下物がなくなると、クレアは立ち上がり服に付いた汚れを手で払いながら俺のほうへ歩いてくる。

　そんなクレアの顔もメタントーチが真っ赤に照らしていた。

「ここが『さまよえる鎧』さんの家ってことですか？」

「『さまよえる鎧』の住み家!?」

　ビクンと体を震ふるわせたラウラは、右手でショットガンのグリップを持った。

　それは敵が現れたら、すぐにでも銃じゆう撃げき出来るという態勢だった。

「でもさぁ。さっきのラウラの話じゃないけど、どちらかというと暗くら闇やみが好きなアンデッドモンスターの『さまよえる鎧』が、自分でアジトの周囲にメタントーチをたくさん置くっていうのも変じゃないか？」

「確かに……それは変ですね」

　クレアは「ふうむ」と考えながら、シャープな顎あごをなでながら続けた。

「じゃあ、ここの明かりは昔から点けたままだったとか？」

　俺は一番近くのメタントーチを調べる。

　メタントーチは下部にはメタンハイドレートを入れる円えん筒とう形の燃料タンクがあり、上部には透とう明めいな球形ガラスに覆おおわれたマントルと呼ばれる発光部で出来ている。

　光量は本体中間にある調整ダイヤルで変化させるのだ。

　燃料タンクの横にはスクリューキャップがついていて、そこから棒状にしたメタンハイドレートを追加出来るようになっていた。

「ここに燃料を追加していかないと、明かりが消えちゃうタイプだよ、これ」

　俺はメタントーチを指差して言う。

「誰か人が隠かくれ住すんでいるとか？」

　俺は小さなため息をつく。

「さまよえる鎧がいるなんて言われている坑道に、住みつくような人なんているかなぁ？」

「それもそうですよねぇ……」

「ってことは……」

　俺とクレアはそこで目を合わせ、

『やっぱりここは、さまよえる鎧の住み家』

　と、同時に言った。

「やっ、やっぱり。そっ、そうなのねっ……」

　ラウラの言葉は少し震えていたので、俺は聞いた。

「依い頼らいの紙を見た時から気になっていたんだけどさ。もしかして……ラウラ？」

　俺は目を細めてじっと見つめる。

「なっ、何よ!?」

　自分の体を抱だくようにしてラウラは身構える。

「ラウラは『お化け』とか怖こわいの？」

　俺は両手をダラリと曲げて、胸の前に揃そろえてあげた。

　それを見たラウラの体の震えは大きくなり、太ももにあった銃じゆうがカチカチ鳴る。

「わっ、私は泣く子も黙だまる賞金稼かせぎの『災いのラウラ』よっ。そっ、そんなお化けなんて怖いわけないじゃない……」

　こんな寒い地下なのにラウラは再び額からダラダラと汗あせを流し、小刻みに体を震わせながら、自分であだ名の「災いのラウラ」なんて名乗っちゃっている。

　本当に怖いんだろうなぁ。

　いつもは強気であんなに銃をぶっ放ぱなしているラウラが「お化けを怖い」なんて思っているのが何となくかわいく少しおかしい。

　そこで、ちょっとからかってやろうって気がしてきた。

「本当かぁ～？　本当に怖くないのかぁ？　ラウラ」

　ニヤニヤとした笑えみを浮うかべながらラウラに近づく。

「こっ、こっ、こっ、こっ、怖くないわよっ！」

　俺は驚おどろかしてやろうと、ラウラの後ろを暗闇の坑こう道どうを指差す。

「あっ、さまよえる鎧！」

　クワッと目を大きく開いたラウラは素早く後ろを向くと、レッグホルスターから例の三連ショットガンを取り出した。

　そして、リロードレバーを一瞬のうちに上下させて弾だん丸がんを込めたラウラは、俺が指差した方向へ向けてトリガーを引く。

「きやぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」




　ダガ──────ン!!　ダガ──────ン!!　ダガ──────ン!!




　一瞬のうちに三発の弾丸が発射され、坑道の壁かべの一部が吹ふき飛とんだ。

　俺は焦あせって乱射したラウラを笑ってやろうと思っていたが、驚いたことに銃撃を加えた先を何か黒い影かげがゆっくりと走って行ったのだ！

「マッ、マジか!?」

「あれはなんですか!?」

　口に手をあててクレアが顔を青くする。

「そっ、そんなのさまよえる鎧に決まっているでしょ！」

　半はん狂きよう乱らん気味となったラウラは、素早く次じ弾だんを装そう塡てんすると、黒い影が走った先へ向けて銃撃を何発も加える。

　だが、黒い影の動きは物もの影かげから物影へ移動し、銃撃をまともに喰くらうことはない。

　銃撃は坑道のあちらこちらに命中して、金属部分に当たると火花が散る。

「ったく、さまよえる鎧よろいって元騎き士しなんだから、堂々と出てくるもんじゃないの？」

　ショットガンを腰こしに構えたままラウラは銃撃とリロードを繰くり返かえすが、岩いわ陰かげから岩陰へと隠れるようにして移動する黒い影を捉とらえられない。

「死んだのは逃にげながら戦う騎士だったんじゃないの？」

　ラウラは俺の話を聞きながら素早くリロードを行う。

　周囲には空の薬やつ莢きようが飛び散って、キンキンと独特の音が響ひびく。

「生前は関係ないでしょ？　アンデッドモンスターは『あぁ～あぁ～』とか言いながら、標的になりそうなゆっくりとした動きで歩くもんって、相場が決まっているのに！」

　ラウラは再びトリガーに手をかけて撃うち込む。

「アンデッドってそういうものなのか？　どこ情報だよ？」

「知らないわよ。私だってアンデッドは初めてなんだから！」

　またも銃撃をかわした黒い影は、駅舎の方へとスルスルと回りこんでくる。

　鎧の動きは決して速いものではなかったが、この坑道を熟知しており、色々な物影を使ってうまく接近してきているのだった。

　そして、メタントーチの向こう側へと飛び込む。

「そこっ───!!」




　ダガ──────ン!!　ボカ───ン!!




　その一いち撃げきはメタントーチを撃ち抜ぬいた。

　おかげで燃料タンクが破は壊かいされて、中にあったメタンハイドレートに引火して爆散する。

「危ない、クレア」

　俺はクレアに覆いかぶさるようにして一いつ緒しよにしゃがみ込んだ。

「おい!!　ラウラ！」

　周囲に飛び散った火の粉が降り注ぎ、パチパチと木製の駅舎やホームに火が点つく。

「しょうがないでしょ!?　こうしないと倒たおせないんだから」

　ラウラは躊ちゆう躇ちよすることはなく射しや撃げきを続ける。




　ダガ──────ン!!　ダガ──────ン!!　ダガ──────ン!!




　黒い影は駅舎周辺を逃げ回ったことで、メタントーチに次々とラウラの銃撃が命中、飛び散った火の粉によって延焼し、周囲は火に包まれつつあった。

　その時、ラウラの銃から「カスン」と間の抜けた音が聞こえる。

「こっ、こんな時に弾たま切れ!?」

　ショットガン内部にある程度予備弾だん薬やくを入れておけるが、ソードオフという構造的な狭せまさもあって、いいところ三連三発合計九射くらいで弾薬が尽つきるようだった。

　すると、燃え始めた駅舎をバックにゆらりと大きな影が立ち上がる。

　体はかなり大きく頭を覆うヘルムまで含ふくめれば、二メートル近い長身。

　そのプレートアーマーに全身が完全に包まれた姿は、戦場で見る最強の戦士の姿だった。

　だが、こいつは「さまよえる鎧」であり、中に肉体は存在しない。戦場で散った騎士の無念が鎧に宿り、アンデッド化して鎧だけで動き回っているだけなのだ。

「あっ、あれが……さまよえる鎧」

　現れたモンスターにクレアは大きく目を見開き恐きよう怖ふに震える。

「クレアは後ろへ下がっていて！」

　俺がクレアを後方へ逃がすと、それを合図のようにして、タンッと地面を蹴けったさまよえる鎧は、素早く接近し腰に差していた長い両りよう刃ば剣けんを素早く引き抜いた。

　そして、ラウラの頭目がけて、頭上から一気に打ち下ろす。

　接近する速度は速く、ラウラは「ちっ」と舌打ちをしながら後ろへ一歩下がることしか出来ない。

「ラウラっ！」

　俺は二人の間へ向かって走り込むと、その勢いに乗せて背中のタミーノを抜き、鎧の放った剣けん先さきへ向かって振ふり込んだ。

　ガコ───ン！

　まるで教会の鐘かねの音のような深い金属音が俺達の間に生まれた。

　俺のタミーノの一撃の方が鎧の剣より少しだけ勝っていたようで、音によって弾はじき飛ばされるように、剣は元へ戻もどるように鎧の背中へユラリと返っていく。

「ケント！」

　そのチャンスを使ってラウラは後方へと飛び去り、鎧と少し距きよ離りをとる。

　剣を弾かれた鎧はガクリと一歩後ろへ下がった。

　今だっ！

　俺はグルンと頭上で回したタミーノを、両手があがっていたことでスキが生まれていた鎧の胴どう部分へ向かって思いきり打ち込む。

　コワ───ン！

　派手な音が響くが鎧は丈じよう夫ぶで表面に凹へこみ一つつけることが出来ない。

　だが、俺にはこの一発の手合わせで、一つ分かったことがあった。

　この鎧……フリップ鋼で出来ているのか。

　フリップ鋼はブレーメンの錬れん金きん術じゆつ師し、ロバート・フリップ男だん爵しやくが発明した金属の一種で、加工しやすく強度も高いことから、プレートアーマーなどによく使用されると聞く。

　金属は叩たたくとそれぞれ別な音が鳴るのだが、この微び妙みような音を聞き分けることで、それがどんな金属によって作られているかが、俺には分かるのだ。

　こんな耳も別に俺が望んだことではなく、憎にっくき親父おやじとの修行の結果だがなっ。

　俺の二撃目を喰らった鎧がバランスを崩くずして後ろへと下がる瞬しゆん間かんを狙ねらって、俺はタミーノを一いつ旦たん手元へ引きもどしてから、その先せん端たんに思いきり力を込めて胸むな元もとへ突つき出だす。

「やぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　刃は先さきによる殺傷を目的としない棒術において、最大の力を発揮するのは、その先端に全ての力を集約させることの出来る突きだ。

　さすがにこの一撃は効いたらしく、プレートアーマー表面に笛先の丸い形が薄うつすらと残る。

「これでどうだっ！」

　俺は渾こん身しんの一撃によって、鎧はバランスを崩して後ろへ転てん倒とうするものだと思っていた。

　だが、背中に回っていた長ちよう剣けんを使ってうまくバランスをとり直した鎧は、姿勢を整えることもなく、その不安定な格かつ好こうから剣を横へ大きく振りまわしてきた。

　ヤバイっ！

　俺は奥歯を嚙かみながら「くぅっ」と後ろへ向かって上半身を倒す。

　鎧の放った鋭するどい剣先が、俺の顔の寸前を右から左へ向かって通り抜けていく。

　それは肌はだには触ふれることはなかったが、素早い鋼の振り込みは周囲の空気を鋭い刃は物ものに変え、前まえ髪がみが数本切れて飛ばされた。

　ここで踏ふみ込まれて、もう一撃喰らったら助からない！

　俺がそう焦った瞬間、後ろから銃じゆう撃げきが浴びせかけられる。

　ダガ──────ン!!

　銃撃は俺の顔の横のすぐ側そばを通り抜けていく。あまりの至近距離に銃撃による火か薬やく臭しゆうを伴ともなう熱い空気が耳元を掠かすめ、弾丸の衝しよう撃げき波はによって俺の髪かみは再び数本散った。

　俺を助けるためにラウラは撃ってくれたと分かってはいるが……。

「ラウラ！　俺を殺す気かっ！」

　一センチでもズレていれば俺の後頭部がザクロになっていたような射撃に俺は叫さけぶ。

「当たらなかったからいいでしょ！」

　鎧は素早く反はん応のうして銃撃を右へと避よけた。

　ショットガン内部に予備弾薬を詰つめている余よ裕ゆうはなく、ラウラは左足の太ももに巻いたバッグから弾薬を一発取り出しては、銃じゆうに装塡して次々と撃ち込む。

　ダガ──────ン!!　ダガ──────ン!!　ダガ──────ン!!

　危険を感じた鎧は、左右に動きながら一いつ旦たん距きよ離りを開けるべく後方へ下がっていく。

「……こいつ」

　あまりの動きに焦ったラウラは奥歯を嚙み、左手首のグローブに右手をのせた。

　客車なら一両分、約二十メートルの距離を開けて俺達は対たい峙じする。

　全身がフリップ鋼で作られているモンスターなら、あれを使ってもいいか……。

　俺は持っていたタミーノのレバーをパチンと切きり換かえてから、すっと横に構えリッププレートを口元に添そえる。

　横に立っていたラウラは、「はぁ!?」と大きな声をあげる。

「こんな時に何やってんのよ!?」

「あいつを倒す」

　ラウラはクイクイと鎧を指す。

「あれはアンデッドモンスターなんだから、あんたのヘタな笛の演奏を聞いたって、酒場のみんなみたいに苦しまないわよっ」

　そんなラウラを無視して、俺は鎧を見み据すえたまま聞く。

「その銃にフリップ鋼は使われてないよな？」

「フリップ鋼？　確か銃には使われていないと思うけど……。それがどうかしたの？」

「だったらいいんだ」

　フリップ鋼は上から三つめのボタンと下のボタンを二つ……。

　俺はタミーノ表面に並ぶキイのうちから、いくつかを押した。

　ガシャリと体を前に傾かたむけた鎧よろいは右みぎ肩かたを前に出すと、そこについたスパイクで俺達を刺さし殺そうかという勢いで急速に迫せまってくる。

　ズドドドドドドドドトッ！　バキッ!!　バキッ!!　バキッ!!

　その重量で木製のホームを破壊しながら鎧が突とつ進しんしてきた。

　このまま俺達に突っ込んできたら、確実に二人共死んでしまうだろう。

「ちょっと、あんな音は二度と聞きたくないわよっ」

　ラウラは両耳を手で塞ふさぐ。俺は一いつ瞬しゆんだけ目を閉じて心の中で唱える。

　さまよえる鎧よ……すまない……。

　いくらモンスターとはいえ、俺は殺してしまうことをすまなく思ったのだ。

　次の瞬間、目をカッと見開いた俺は、すぅと空気を肺一いつ杯ぱいに吸い込みタミーノへ向かって思いきり息を送り込んだ。




　キィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィン!!




　酒場の時とは違ちがう、とても甲かん高だかい音が周囲に鳴なり響ひびく。

　その音はあまりにも高過ぎて、人の耳にはあまり捉とらえられないくらいの音程だった。

　だが、鎧のプレートアーマーには音が鳴り始めた瞬間に、叩かれた太たい鼓この表面のような激しい微び振しん動どうが発生する。

　その振動は細かく激し過ぎて、さまよえる鎧は残像に包み込まれたように見えた。

　そんな状じよう況きようでも鎧は動どう揺ようすることなく俺達へ向かって突進してくる。

　だが、鎧の肩が俺の目前へと迫った瞬間、




　パ───────────────ン!!




　風船が弾けるような音がし、プレートアーマーは粉となって砕くだけ散ちった。

　目の前には銀の煙けむりのような物が漂ただよう。

「さまよえる鎧を笛の音で粉ふん砕さいした───!?」

　驚おどろいたクレアは物もの影かげから飛び出す。

「えっ───!?　どういうこと!?」

　横で見ていたラウラも目を大きく見開く。

「これが魔ま笛てきの力……なんだ」

　俺は二人に向かって微笑ほほえんだ。

　家の祭さい壇だんに置かれていたタミーノを、俺は親父の目を盗ぬすんで持ち出してよく遊んでいた。

　タミーノは「魔笛だ」と、よく聞かされていたからだ。

　だが、俺が想像していたような「吹ふくと後ろを人が夢遊病者のようについてくる」とか「家の中のネズミが出てくる」とか、おとぎ話に聞くようなことは起きなかった。

　代わりに笛の音には色々な物を粉砕する力があることに気がつく。

　水、絹、麻あさ、鉄、メタンハイドレート、ガラス、そして、フリップ鋼など、タミーノにはそれぞれの物質を一いち撃げきで破は砕さいする音が出せるようになっていた。

　原理についてはよく分からないが、タミーノの音を喰くらった物質は、目にも見えない微振動に包まれたあと、粉々になることは分かっていた。

　こういった破は壊かい音は切り換えレバーを『Ｘ』と書かれた方へ入れない限りは出ないような作りになっており、このレバーが事実上の安全装置のようだった。

　俺は周囲に様々な物を置きながら、タミーノのキイを色々なパターンで押して、それがどんな物に効くのかだけは調べていた。

　ただ、使用すれば何かが必ず破壊されるので、極力使わないようにしていたのだ。

　やっぱり完全に粉砕してしまったか……。

　アンデッドモンスターとはいえ、悔くやしい騎き士しの想いの詰まった──。

　俺がさまよえる鎧への想いにふけっていると、顔にとても柔やわらかな物が当たる。




　ぽよ～ん。




　なんだ？　これは？

　それが何かを確かめる間もなく、俺はその柔らかい物に全身を押されて仰あお向むけに押し倒たおれた。そのまま俺はホームの床ゆかで思いきり頭を打つ。

「痛いって～」

　なんだよ？　フリップ鋼以外の材料がプレートアーマーに使われていたのか？

　倒れた俺の上には何か大きな物が覆おおいかぶさっており、顔にまでかかっていたので、それが何かまったく分からない。

　仕方がないので乗っている物に両手を伸のばして確かめる。

　ぽよ～ん　ぽよ～ん　ぽよ～ん。

　どうして、プレートアーマーの残ざん骸がいが、こんなスライムみたいな感かん触しよくなんだ？

　それはとても柔らかく、俺の手にはまったく収まらない大きな物だった。

　しかも、それは二つあり上からぶら下がっている。

「なんだろう、これ？」

　俺はその柔らかい二つの大きな物を、グイグイと揉もみまくった。

　すると、「きゃっ」と恥はずかしそうな声がする。

　その声はラウラでもクレアでもない。

「ケントっ！　あんたっ、何やってんのよ!?」

　すぐ側から怒おこっているラウラの声が聞こえ、

「ケントさん……やっぱり、そういう人だったんですね……」

　と、クレアの軽けい蔑べつしている声が聞こえる。

　なっ、何!?　さまよえる鎧を倒したのに、どうしてそんなこと言われるんだ!?

　俺が上に乗っていた物を退どけようとすると、それは突とつ然ぜん自力で上がりだす。

　おかげで視界が開けたので、やっと状況を確かく認にんした俺は死ぬほど驚いた。




「えっ───!?　君は誰だれ───!?　どっ、どこから来たの───!?」




　俺の腰こしの上には、長い銀のストレートヘアを持つ、すごい美人の女の子が座っていた。

　更さらに驚いたのはこの子の格かつ好こうだ。

　ここまでどうやって来たのか分からないが、上は白いブラだけで、下は同じ色のパンツとガーターベルトで吊つられたストッキング姿。

　長身でスタイル抜ばつ群ぐん。ブラからはみ出しそうな大きな胸に、砂時計のような細い腰を持ち、柔らかそうなお尻しりから、キュッと引き絞しまった足が伸びている。

　絵画の中だけにしか存在しない、まるでビーナスのようなわがまま神ボディ。

　俺はこんな人が世の中に存在しているなど、今まで信じていなかった。

　そんなエロ美しい女の子が、俺の腰の上にドエロ下着姿で座っていたのだ。

　女の子は燃えんばかりに顔を赤らめ、目にはあふれ出しそうなくらい涙なみだが溜たまっていた。

　そして、その大きな胸を隠すようにして両手で抱だく。

　だが、そんなことをすれば更に胸の谷間は強調され、ブラからはみ出しそうになって余計にエロくなる。

「あっ───!!」

　そして、やっと俺は理解した。

　さっきからグリグリ揉みしだいていた物は、どうも、この子の大きな胸のようだ。

「あっ、あの……その……」

　俺は謝ろうとしたが、女の子はゆらりと立ち上がり、顔を下へ向け銀ぎん髪ぱつを下へ垂らしたまま、肩を落としてユラユラと後ろへ下がっていく。

　やがて、女の子からはグスッグスッと泣きじゃくるような声が聞こえてきた。

　俺はすっと立ち上がって、右手を前へ出して上下に振ふる。

「いやいや、ゴメンって……。そんなつもりじゃなかったんだって……」

　だが、女の子は聞く耳を持たず、何かブツブツ言いながら、恥ずかしそうに内うち股またを擦こすらせつつ体を小刻みに震ふるえさせ始める。

「こっ、こんな辱はずかしめを受けたなど……耐たえられん……」

　女の子はまったく俺の言うことが聞こえず、心が壊こわれてしまった人のように、目からは生気が失われ、体から力が脱ぬけていく。

「突然あんなこと他人にされたらねぇ……。私だったら死んじゃいたくなくなるわよ」

　知らないうちに横にやってきたラウラは、うんうんと頷うなずいて言う。

「そんなこと言ったって、突然、下着姿で現れたのは、あの子の方じゃないか！」

　俺が前を指差すと、

「違いますよ、ケントさん」

　と、頰ほおを膨ふくらませて怒ったクレアが横へやってきた。

「違う？　どういうことだよ？」

「彼女はさまよえる鎧の中から現れたんです」

「えっ!?　さまよえる鎧から!?」

「えぇ、私は離はなれていたのでよく見えました。プレートアーマーを粉砕すると中から彼女が現れて、そのままの勢いでケントさんにぶつかったんですよ」

　俺は十メートルくらい離れた銀髪の鎧の中身を見た。

「つまり、坑こう道どう内に現れていたモンスターは『さまよえる鎧』ではなく、彼女がプレートアーマーを着てうろついていたってこと？」

「そうみたいですね」

「まぁ、何にしろ、これで事件は解決。賞金四十万ハイドレートはもらえるってことね」

　ほっとした顔をしたラウラは、銃じゆうを肩に担ぐように置く。

　俺は女の子に向かって声をかける。

「あの、こんなところにいても何かと生活には不便だと思いますし、もうプレートアーマーも破壊されましたから一いつ緒しよに村へ上がりませんか？　服はこちらで用意しますから」

　だが、そんな俺の声は、彼女にはまったく聞こえてないようだった。

　後ろへ下がり続けていた女の子が、その時、ピタリと動きを止めて呟つぶやく。

「私のこんな姿を見た連中は、皆みな生かしておけん。騎士マルグリットの名にかけて……」

　この子はマルグリットという名前らしいことは分かったが、あとの声はブツブツと小さくて、よく聞こえなかったので俺は聞き返す。

「なっ、何？　『生かしてはおけない』ってどういうこと？」

　次の瞬しゆん間かん、マルグリットは両手を左右に広げて、

『うぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ！』

　と、心の底から叫さけんだ。

　その声は今まで聞いていたような声ではなく、とても低い声で何か魔ま物もののようなものが乗り移ったかのようだった。

「彼女、バーサク化する気でしょうか!?」

　クレアが怯おびえたような目を見せた。

「バーサク化!?」

「私も噂うわさにしか聞いたことはないのですが、未開の地の戦士の中には、追い込まれた状じよう況きようでは狂戦士化する者もいると聞きます」

　マルグリットの体は突とつ如じよ赤く輝かがやき始め、その目からは黒い部分が消えていく。

　周囲にはオーラのようなものがまとわりつきだし、俺達へ向かって強きよう烈れつなプレッシャーが伝わってきた。

　俺の背中には冷たいものが流れ、ラウラの頰にはすっと汗あせが落ちる。

「これは……まだ終わりじゃないってこと？」

　ラウラが銃を前へ構えようとした時、マルグリットは一いつ瞬しゆんで目の前からいなくなった。

「きっ、消えた!?」

　次の瞬間にはフッと俺の顔に風が吹き、マルグリットはラウラの目の前にいた。

　はっ、速い！

　鎧よろいの時とは別次元の速さで迫せまってきたマルグリットは、至近距きよ離りで軽くジャンプしてクルンと一回転すると、グッと右足をラウラへ向かって伸ばす。

　カシャン！

　その足先で銃は飛ばされ、もう一回転した瞬間に出した左足がラウラの腹に加えられる。

　鋭するどい足裏はラウラのみぞおちをえぐるように打ち抜く！

「うっ!?」

　声にならない声を発したラウラは、腹を真ん中にして体をくの字にして吹き飛ぶ。

　そして、瞬しゆん時じに吹き飛び駅舎の壁かべに当たって、ガシャンと大きな音をたてた。

「ラウラ！」

　壁に背をもたれかけて、ぐったりしているラウラに声をかけるが、俺とクレアにだってあまり余よ裕ゆうはない。

　完全に狂戦士化したマルグリットには容よう赦しやというものはなく、次の蹴けりの標的はクレアに向けていたのだから。

　くそっ！

　俺は横へ飛ぶようにしながら、クレアの前に立った。

「ケントさん!?」

　クレアにはその一言を発する時間しかなかった。

　もう一度ジャンプしてから体を回転させたマルグリットは、俺の腹に向けて渾こん身しんの力を込めた鋭い蹴りを放つ。

　ドスッと鈍にぶい音がして俺の腹に激痛が走った。

　無論、そんな強烈な打だ撃げきを俺だけで支えられるわけがない。すぐに俺の背中はクレアの胸に当たって二人一緒に吹き飛んだ。

　ラウラとは反対側へ吹き飛ばされた俺達は、敷しかれていたレールを越こえて坑道の壁に当たって止まる。

　俺がマルグリットからの攻こう撃げきは受け止めたが、クレアは俺と壁の間に挟はさまれてしまった。

「うっ！」

　クレアは顔をしかめた。

「ごめん、大だい丈じよう夫ぶ？」

　背中にいるクレアに俺は聞く。

「だっ、大丈夫です。それよりケントさんは……」

　俺は何とか微笑ほほえみ返す。

「こんなの親父おやじから受けてきた修行に比べれば軽いもんさ」

　まだ致ち命めい傷しようにはなっていなかったが、マルグリットの蹴りの威い力りよくは強く、俺はあまりの腹の痛みに立ち上がれないくらいだった。

　マルグリットはこちらをじっと見つめている。

「バーサク化すると、強烈に動きが速くなるってことか？」

　俺がクレアの前に立ちはだかると、後ろから止めるように手を伸ばす。

「ケントさん、あんなのをもう一発喰くらったら!?」

　クレアは必死の顔で心配してくれていた。

「大丈夫、大丈夫。今度はまともには喰らわないから」

　俺は何とかタミーノを胸の前に横に持って構えマルグリットを見つめた。

「あんなことをしたのは、ちゃんと謝るからさ。もうやめにしないか？」

　そうマルグリットに問い掛かけたが、「グルル……」と低く唸うなるような声がするだけで、何もまともな返事はない。

　こいつは話し合いの余地もないってことか……。

「無理ですよ、ケントさん。マルグリットさんに意識はないんですから」

「どうやったら、人間に戻もどるんだ？」

　クレアは少し考えてから答えた。

「きっと、気絶するくらいのダメージを与あたえられれば……」

「気絶かぁ……」

　どうする……どうすれば、この場を切り抜けられる？

　俺は唯ゆい一いつの武器であるタミーノを見つめた。

　実はタミーノの音色には、モンスターなどを粉ふん砕さいするものもあるらしい。

　その音色で人体も粉砕することは出来るような気がするが、奏者は無事だったとしても音色が届く範はん囲いの人に影えい響きようを与えてしまうはずだ。

　その音色については俺も実験をしたことがなく、実は効果がよく分からないのだ。

　まともな人間相手なら酒場で鳴らしたような音楽で苦しめることも出来るが、バーサク状態の人間に、そんな音が通用するとも考えられない。

　この魔ま笛てきは人に対して使用することが難しいのだ。

　その時、ぐったりしていたラウラが、壁を背中に沿わせたままゆっくりと立ち上がった。

「痛いわねぇ！　このわがままボディの乳ちち袋ぶくろナイト！」

　ラウラ、何を言っている!?

　だが、狂戦士化していても、こうした罵ば倒とうには反はん応のうするらしく、マルグリットは俺達から反対側のラウラへ体を向き直す。

「グルルルルルル……」

　真っ白な目となったマルグリットは、口元からよだれを垂らして不気味に唸る。

「さぁ、かかってきなさいよ。『生かしてはおけない』らしいけど、私はまだまだ元気よ」

　ラウラは緩ゆるく曲げた両りよう腕うでを前に出して構えるが、その手には銃はない。

　すっ、素手で戦う気なのか!?

　確かにラウラは今まで銃を使っていたので、どういった格かく闘とう術を持っているか分からないが、多少のことではマルグリットに敵かなうとは思えない。

　トンと一回ジャンプしたマルグリットが、ラウラへ向かって疾しつ風ぷうのように急接近していく。

「ラウラ───!!」

　助けることは難しく、俺にはそう叫ぶことしか出来ない。

　瞬時にラウラの側まで接近したマルグリットが小さなジャンプをして、また、さっきのような蹴りを放とうとした時だった。

　ラウラの大きな瞳ひとみが煌きらめき、左手の赤いグローブを脱ぬぎ捨すてた。

　次の瞬間、左の手のひらが白く大きな光に包まれる。

　まるで神でも降臨してきたかのような激しい光が、ラウラとマルグリットの間に生まれた。

「あっ、あれは魔ま法ほう!?」

　目を大きくしたクレアは、ラウラが放つ光に目を見張る。

「魔法って……ラウラは銃士じゃないのか!?」

　今まで俺はラウラのことを銃士と思っていた。

　だが、その左手からは強力な魔ま導どう師しの放つ光系の魔法の輝きがあったのだ。

「しかも、呪じゆ文もんを唱えることもなく、魔法が撃うてるだなんて……」

　俺達が口を開いて驚おどろいている前で、ラウラはニヤリと笑う。




「下着姿見られたくらいで暴れるんじゃないわよ───!!」




　ラウラの左手に起きた光がマルグリットの胸へ向かって解き放たれた。




　スバァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァ！




　二人の間に光の爆ばく発はつが起きる！

　マルグリットは咄とつ嗟さに爆発から逃にげようとしたが、ラウラの魔法の力は強力で速かった。

「ぐぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　頭の大きさくらいある光こう弾だんが胸に命中し、マルグリットはその衝しよう撃げきで苦しむ。

　光に押されるようにして、ラウラから離はなれるように駅舎の建物へ向かって吹っ飛んだ。

　ガシャンと大きな音をたてて建物のガラス窓へと突つっ込んだマルグリットは、そのまま建物の中へ落ちて行く。

　だっ、大丈夫かよ……マルグリット。

　心配になった俺が「うっ」と苦しい顔をしながら立ち上がると、

「ケントさん、大丈夫？」

　と、クレアが肩かたを貸してくれた。

「あぁ、ありがとう」

　ラウラの銃じゆう撃げきによって広がった周囲の火災は鎮ちん火かしつつあった。

　俺はクレアと一いつ緒しよに歩き、マルグリットの開けた大きな駅舎の穴から中を覗のぞき込む。

　さすがにあれだけの魔ま法ほう攻こう撃げきを至近距離で喰らったため、マルグリットは待合室と思われる部屋の床ゆかでぐったりとして倒たおれていた。

　俺から離れたクレアがマルグリットの横にしゃがみ込み、口元や胸元に手をあてる。

「大丈夫、気絶しているだけみたい」

　マルグリットから離れたクレアは、近くのロッカーや戸と棚だなをバタバタと調べだす。

「よかった……」

　俺が「ふぅ」と大きなため息をつくと、

「そんな乳袋ナイトより、私のことを心配してくれる？」

　と、ラウラがお腹なかに右手をあてながら歩いてきた。

　ラウラの左手からは、ほんの少しだが白い煙けむりが上がっている。
















「ラウラのことも心配しているよ。だけど、あれだけの魔法攻撃を喰らったマルグリットは死んじゃったかもしれないと思ってさ……」

　俺が頭の後ろを右手で摩さすりながら照れていると、

「こんな時代に敵の命の心配をするなんて変わった人ね」

　と、フッと微笑んだ。

「そっ、そうかな？」

「その……嫌きらいじゃないけど……そういうの……」

　俺はそう目線を逸そらしたまま言うラウラを見つめる。

「嫌いじゃない？」

　すると、ラウラの顔はカッと赤く染まった。

「そっ、それは『好き』とか『嫌い』とかいう意味じゃなくてっ！」

　なんだかアタフタしながら言うラウラに向かって、俺はニコリと笑った。

「分かっているって」

「そっ、そう。それならいいけど……」

　ラウラは少し顔を右へ向けて口を尖とがらせた。

　俺はふっとラウラの左手を見つめる。

　ラウラの左の手のひらには、直径五センチくらいはあろうかという、薄うすいレモン色をしたレンズ状のジェンマと呼ばれる大きな宝石がハメ込まれていた。

　というより、体にめり込んでいると言ったほうがいいのか……。

　無論、こんな人を見たのは初めてだ。

　魔導師は魔ま力りよくを有するが、それは日常生活に対して「便利」という程度のこと。

　モンスターや人に対して大きな力を使うとなれば、木の杖つえなどのアイテムを使って魔力を増ぞう幅ふくさせなくてはならない。また、更さらに魔力を高める手段として、こうした魔力のこもったジェンマを杖や剣けん、盾たてなどに埋うめ込む者もいる。

　だが、人体に直接ジェンマを埋め込んでいる人は見たことがなかった。

「ラウラ、魔導師だったのか？」

　俺はそんなラウラの左手を見ながら言った。

「えっ……あっ、あぁ……そうね」

　まるで他ひ人とごとのような返事をしたラウラは、少しはにかむ。

「すごいね。呪文もなしにあんな強力な魔法が出せるなんてさ」

　左手のジェンマをラウラは見つめる。

　不思議なことにさっきまでレモン色だったジェンマは透とう明めいになりつつあった。

「これのおかげだけどね。これがなかったら、私なんて……どんなに長い呪文を唱えたって大した魔法は使えないから……」

　そういうラウラの瞳は少し寂さびしそうだった。

「そんな力を持っているなら早く教えてくれればよかったのに」

　顔を上げて俺を見たラウラは、頰ほおを赤くして恥はずかしそうにする。

「だって、こういうの言いにくいじゃない……」

「えっ？　どうして？」

　その意味が分からなかった俺は聞き返す。

「だって、魔法を使っている人からすれば、『ジェンマを直接体内に埋め込むなんて……』って、ズルしているみたいに言われちゃうし……」

　ラウラは少し遠くを見つめるような目をする。

「そういうものなのか？」

　大きな戸棚を開いたクレアは中から残っていた一枚の毛布を取り出して、それを倒れていたマルグリットにかけてやった。

　そこで、俺とクレアもマルグリットの側そばに寄る。

「魔法が強過ぎたんじゃないのか？」

　俺は目を覚まさないマルグリットの顔を見つめた。

「殺さないようにしながら、気絶させるなんて難しいんだからっ」

　その時、「げふっ」とマルグリットが息を吹ふき返す。

　クレアは上半身を起こしてやり、自分の水すい筒とうをマルグリットの口元にあててやった。

　水筒に口をつけて水を飲んだマルグリットは、それでやっと正気づいた。

「うっ!?　きゃっ───!!」

　俺達に囲まれていることに気がついたマルグリットは小さな悲鳴をあげ、あたふたとしながら毛布を自分に引き寄せて、最後には頭にクルリと巻き付けた。

　そして、毛布と毛布のすき間から怯おびえた目で見つめる。

　俺はみんなを代表してマルグリットに質問をした。

「マルグリット、どうして、こんなところで『さまよえる鎧よろい』なんてモンスターの真似ごとをやっていたんだ？」

「心外なっ！　私がモンスターの真似ごとだと!?」

　右目を細めたマルグリットは、「何を言っている？」といった顔をする。

「だってそうじゃないか。プレートアーマーを着て、廃はい坑こうになったメタンハイドレート鉱山内をウロウロしていたんだからさ」

「領主が自分の鉱山を見回ることがなぜ悪い？」

『領主？』

　そこは三人で聞き返した。

「あぁ、我がリートフェルト家はこのカデナにおいて、代々、領民を治めてきたのだぞ」

「失礼ですけど……。村の皆みなさんはそれを忘れていませんか？」

　クレアが首を傾かしげる。

「そっ、それは……リートフェルト家が落ちぶれてしまい、領主はまったく領民の前に姿を現すことがなくなってしまったからな……」

　マルグリットはフッと首を振ふった。

「どうせ、メタンハイドレートラッシュの時に、はしゃぎ過ぎたんでしょ？」

　ラウラが吐はき捨てるように言うと、マルグリットからは「ギクッ」と音が聞こえてきそうなくらい体が上下に動いた。

「はっ、はしゃいだのは父上だ！　既すでに他界してしまった父上が『このメタンハイドレート鉱山がある限り、リートフェルト家は安あん泰たいだっ!!』と、戦争もないのに湖こ畔はんに大きな城じよう塞さいを築いたりして富を散財してしまったのだ。私が悪いわけではない……」

　俺にはまだよく分からないことがあった。

　少ししょんぼりしてしまったマルグリットに向かって質問を続ける。

「この鉱山がリートフェルト家の物だから、領主であるマルグリットが見回っていたことは分かったよ。それにしても、なぜ、プレートアーマーなんて着ていたんだ？」

「そっ……それは……」

「だって、普ふ通つうの格かつ好こうだったら、こんな『さまよえる鎧騒そう動どう』にはなっていなかったのに」

　マルグリットは周囲にあった毛布を、ギュッと顔の周りに引き寄せた。

「わっ、私は自分の姿を人に見られるのは……。とっ、とても恥ずかしいのだ……」

「恥ずかしい!?」

　俺にはマルグリットの悩なやみはまったく理解出来なかった。

　輝かがやくような長い銀ぎん髪ぱつを持ち、容姿はお姫ひめ様さまのように大人っぽくて美しく、プロポーションはビーナスの再来かと思われるようなワガママボディなのだ。

　きっと、質素な服を着て歩いても、人々の視線を釘くぎづけにしてしまうだろう。

　マルグリットはポツリポツリと語りだす。

「いっ、一度……小さい頃ころにドレスを着て村を歩いたことがあるが……。村人全てからの視線が私の体の奥底まで突き刺ささり、まるで体中を触さわられているようであった」

　あぁ……きっと小さい頃は美少女だったろうからね……。

「きっと、領民は私の醜みにくい姿が珍めずらしく、そこに注目したのであろう……」

　ブルッとマルグリットは体を震ふるわせた。

　違ちがう！　違う！　何を言ってんだ!?　マルグリット!!

「いや、それはマルグリットが、かわいかったから──」

　俺の言葉をマルグリットは思い切り遮さえぎる。




「いや、そんなことはない！　私はひどく醜い者なのだっ！」




　これは、今、何を言ってもムダみたいだな。

　ここで「かわいいよ」とか「ナイスバディだね」と言っても、きっとマルグリットはその言葉を信じることはないだろう。

　俺はクレアとラウラに向かって、「ダメだこりゃ」と両手を広げて見せた。

「そんな私はいつしか、極度に恥ずかしく感じてしまうと、我を忘れてしまうような体質になってしまったのだ」

「それで、さっきは恥ずかし過ぎてバーサク化したわけね？」

　ラウラに向かってマルグリットは、きょとんとした目をする。

「なんだ？　その『バーサク』というのは？」

　自分がどうなっているのか、マルグリットまったく分かっていなかった。

　ラウラは小さなため息をつく。

「マルグリットは知らないようだけど、我を忘れてしまうと、あんたの恥ずかしい姿を見た人達全員を殺そうとするみたいよ」

「わっ、私がそんなことを───!?」

　マルグリットは心の底から驚おどろいていた。

「もの凄すごい速さの狂戦士になってね」

　目をまん丸にしたマルグリットは、自分に問いかけるようにブツブツ言いだす。

「もの凄く速い？　それはいつもプレートアーマーを着た生活をしておったから、脚きやく力りよくが自然と鍛きたえられ、それが気を失った時に解放されて……。いやいや、そういうことを心配するのではなく、今まで私は誰だれかを知らぬうちに殺あやめてはいないだろうか……。あっ、そう言えば、先月、湖畔に倒たおれていたことがあったが、もしや、あの前に私は……誰かを──」

　ラウラも俺と同じように「ダメだこりゃ」と両手を広げる。

「とりあえず、マルグリットを連れて村へ戻もどりましょう。プレートアーマーをケントが砕くだいてしまった以上、彼女から『さまよえる鎧』について説明してもらうしかないんだから」

　ラウラはすっと俺を見つめる。

「しょうがないだろ。あの時はそれでモンスターを破は壊かい出来ると思ったんだし……」

「ちょっと気をつけないさいよ。その、なんでも木こつ端ぱ微み塵じんにする笛」

「ラウラの銃じゆうよりは安全さ」

　顔を間近まで寄せたラウラは、「いぃぃぃ」と唸うなりながら俺を睨にらんだ。

　そんな俺達の間に立ち上がったクレアが入り込む。

「まぁまぁ、お二人ともありがとうございました。これで、無事賞金を頂けて、ここカデナを脱だつ出しゆつしてエル・ニドへ行けるのですから……」

　クレアはマルグリットに話しかける。

「すみません。そういうことなのでマルグリットさん一いつ緒しよに来てもらえますか？」

「分かった。領民にそんな騒さわぎを起こしていたとは申し訳なかったからな……」

「では、すぐに上へ戻りましょう」

　すると、マルグリットは体を小さくしながら、すまなさそうに頭をコクンと下げた。

「すまん、湖畔の我が城に着き替がえを取りに戻らせてはくれまいか？」

　確かにこんな下着姿で村へ戻るのは酷こくだろう。

「分かりました、マルグリットさん。では、お城へ寄ってから村へ戻るとしましょう」

「ありがとう、その……」

　戸と惑まどっているマルグリットにはクレアはニコリと笑った。

「私はクレア・ウーレンベック。気軽にクレアと呼んでください」

　俺達は立ち上がり上へと向かう坑こう道どうを歩きだした。

　さまよえる鎧の中身と一緒に……。








Ａ００５　世界一速い機関車？









　坑道から外へ戻ると夜になっていたこともあり、俺達はマルグリットの城に泊とめてもらうことにした。

　マルグリットの城は駅から見えていた湖畔に立つ古城だった。

メタンハイドレートラッシュで調子に乗ったリートフェルト家が崩ほう壊かいしたのは、もう十年以上前のことらしく、村の人もその時に領主はいなくなったと思ってしまったようだ。

　元々、鉱山の持ち主はリートフェルト家だったが、父親が死んで後を継ついだマルグリットは極度の恥はずかしがり屋のため、税の徴ちよう収しゆうもまったくすることなく、城の使用人もどんどん解かい雇こしたことから、こうした事態を招いたらしい。

　要するに、リートフェルト家は忘れ去られていたのだ。

　税収のまったくなくなったマルグリットは、城内にあった絵画や美術品、最後には家具なども全て売うり払はらってしまい。

　城の中には金目の物は何もなく、広々とした空間が広がっていた。

　とりあえず、坑道内で食べようと思っていた食料で俺達は夕食をとった。

　食後に月明かりの差し込む塔とうのバルコニーに立ってみると、小さなカデナの町並みが見え、城の下から続く湖は月光をキラキラと反射させていた。

　この湖はマルグリットによると、オキナワ湖ということだった。

　バルコニーには気持ちいい風が吹ふき込んできて、俺の黒くろ髪かみをやさしく揺ゆらす。

　目の前に広がる深い森と湖は、どことなく俺がいたヒメジマに感じが似ていた。

　ナガサキを出て初めてゆっくり出来たことで、俺は村のことを少し思い出す。

「村のみんなには別れを伝えたかったな……」

　俺は別に故郷に怨うらみがあるわけじゃない。単に親父おやじが嫌いやなだけだ。

　だから、本当は今まで世話になった村の人達には、旅立つことを告げておきたかった。

　だが、親父にバレてしまったら、数年は村を出ることが出来なくなってしまうだろうから、俺は誰にも告げずに夜中に飛び出したんだ。

　そんなことを考えていると、後ろから足音が近づいてくる。

　これは……クレアか。

　俺は少しでも一緒にいた人の足音を全て聞き分けることも出来る。無論、こういった特技も嫌いや々いや親父に叩たたき込まれたことだが……。

　苦しかった修行が脳裏を巡めぐり、今日からはしなくていいと思うと深いため息が出た。

「カデナは、とてもキレイな場所ですね」

　バルコニーへ入ってきたクレアは、二つに分けた金きん髪ぱつを風になびかせながら俺の横に立ち、フェンスにすっと両手をのせる。

「こんなところ、きっと、世界のどこにでもあるよ」

　右みぎ肩かたを上下させて、俺は鼻から息を抜ぬく。

「私はずっと石の建物しかないブレーメンで暮らしていましたから、アジアのこういった自然の風景が、とてもキレイに感じるんです」

　顔を横へ向けたクレアはニコリと微笑ほほえみ、風に流される髪に白い右手をすっと通す。

「俺がいた『ヒメジマ』って田舎もこんな感じだから」

「そう言えば……。ケントさんはどうしてそんなキレイな村を出て旅に出ようと思ったんですか？」

　俺はクルリと体を回してフェンスに背を当てた。

「親父から逃にげ出したかったからだよ」

「お父様から？」

「俺の親父は何代も続く舞ぶ踏とう家かの家元なんだけど、俺は生まれた瞬しゆん間かんから、その後あと継つぎって決まっていてさぁ。『修行』と称しようして小さい頃から、イビリ倒されて育ったんだ」

「イビリ倒されて……。本当にそうなのですか？」

　クレアもバルコニーに背を当てて横に並ぶ。

「絶対そうだよ。じゃなかったらあんなに自分の子供に厳しく出来るもんか！」

　親父のことを思い出しながら話す俺は、いつもより少し感情的だった。

「だって、舞まいを一つ踊おどるために、毎日何十キロも山々を走り回って、深い井い戸どから汲くみ上げた水を天てん秤びんで運んだり、片足でもはみ出るような小さな薪まきの上に何時間も立たされたり……、あげればキリのない位のイビリの日々さ」

「……ケントさんは、そんな暮らしをしていたんですね」

　クレアはやさしく笑ってくれた。

「そう、だから、そんな親父が嫌で村を飛び出たのさ。この笛を一本だけを持ってね」

　タミーノを前へと突つき出した俺は、肩かたを上下させてふっと笑う。

　すると、クレアは胸の前で小さな手を合わせるように重ねた。

「でも……私はケントさんのお父様に少し感謝しています」

　はぁ？　親父と会ったこともないクレアがどうして!?

「どっ、どうして？」

　俺が目をパチパチさせながら聞くと、クレアはコクリと頷うなずく。




「その修行によって強くなったケントさんに、私は何度も助けてもらったのですから……」




　夜空に輝かがやく星空がキレイに映る純じゆん粋すいな瞳ひとみを輝かせながら、クレアは静かに微笑んだ。

　そんな目を見ていると、俺の心臓は静かに高鳴り何も言えなくなってしまう。

「…………」

「だって、もし、お父様がケントさんをそこまで鍛えてくださらなかったら、私は今いま頃ごろ殺人犯としてラウラに捕つかまって、エル・ニドで投とう獄ごくされていたかもしれませんから……」

　瞬まばたきをしたクレアは話を続けた。

「本当にありがとう……ケントさん」

「クレア……」

　顔を近づけると、俺の顔がクレアの瞳に映り込んだ。

　出会ってからずっとドタバタしていて、こんな側そばでクレアの顔を見つめたのは初めてだったが、その小さくキレイな顔を見ていると心臓が高鳴り、心が吸い込まれそうになる。

　クレアは月の光のように、じっと俺をやさしく見つめ続けてくれた。

　時が止まったように感じた時間が、吹きつけた風によって再び動き出す。

「きっとトロッコでもケントさんがいなかったら脱だつ線せんしていましたよね？」

　クレアに改めて言われて、俺はあの時の状じよう況きようを再び鮮せん明めいに思い出した。

　すっと顔から目線を下げると、そこには俺があの時しっかりと手をおいていた、ツンとした形の胸があり、ふっとフラッシュバックして手が感覚を思い出す。

　そして、同時に緊きん急きゆう事態とは言え、とても失礼だったことも思い出した。

「あっ、あの時は本当にゴメン！」

　クレアも同じことを思い出したようで、カッと顔を赤くして下を向く。

「いえ……その……悪くありませんよ……ケントさんは……」

　二人共何も言えなくなってしまい、俺は気持ちだけが焦あせっていたが、しばらくすると、クレアは手を開いて団扇うちわのようにし、赤い顔を冷ますように自分に向けて風を送りながら俺に話しかける。

「あっ、あの……ケントさん」

「なに？　クレア」

　かわいい顔でクレアは下から覗のぞき込む。

「今はお父様のことを許せないかもしれませんが、きっと、ケントさんがブレーメンへ着く頃ころには、ヒメジマのことが懐なつかしくなって、やさしくなれると思いますよ」

　大だい嫌きらいな親父のことでもクレアに言われると、少しは素直に聞くことが出来た。

「そっ、そうかもね……」

「私、ブレーメンを離はなれてシベリアに行っていたから、故郷が遠くに離れてしまう気持ちがよく分かるんです」

　クレアは目を閉じて、ブレーメンのある東の空へ向けて何かを祈いのりだす。

　そんなクレアの横で、俺はほんの少しだけヒメジマのことを思い出していた。





◇






　次の日の朝、俺達は賞金を受け取るべく酒場へいった。

　村には「さまよえる鎧よろいが捕まった」との噂うわさが広まり、酒場には村のほとんどの人が集まってきたことで異様な雰ふん囲い気きに包まれた。

　誰だれかが「やっちまえ！」と言い出せば、マルグリットが袋ふくろ叩だたきに遭あいそうだった。

　酒場においてマルグリットは、なぜこのようなことになったのかをしっかりと経けい緯いを話したのだが、そこに共感してくれるような人は誰もおらず、

「なんて迷めい惑わくな奴やつなんだ……」

　と、全員が一様に思っただけだった。
















　元領主の一人ひとり娘むすめが出てきたと思ったら、本人は知らなかったとは言え、坑こう道どうで「さまよえる鎧騒そう動どう」を起こしていたのだから、村人達が怒おこるのもわからなくもない。

　それに……謝るにしても、その格かつ好こうが問題なんじゃないか？

　マルグリットが城へ戻もどって着き替がえたのは、別なアーマーだった。

「これは私の成長を父上が見み越こして、私専用に造らせた物だ」

　と、マルグリットが説明してくれた代わりのアーマーは、俺達が戦ったのとは違ちがって、見た瞬間「女騎き士し」と分かる刺し激げき的な姿をしていた。

　頭部には顔が見えなくなる格こう子しのついたヘルムがあるのだが、その下に装備されるブレストプレートは、マルグリットの大きな胸に合わせて、アーマーがおっぱいを左右から寄せて、下からグッと支え上げるような形をしている。

　すごいぞ、マルグリットの父上。自分の娘の成長をここまで予測していたとは……。

　プレートアーマーには普ふ通つう、腕うでを守るガントレット、大ももを守るキュイッス、脛すね部分を守るグリーブなどといった部品で体全体を覆おおうものなのだが、マルグリット専用アーマーは、胸元、二の腕、太ももなど、あちらこちらに白い肌はだを露ろ出しゆつさせていた。

　これは戦せん闘とう用というより、礼装用といった物なのだろう。

　まぁ、これを礼装用として作ったお父上も、頭のネジが足りないような気もするが……。

　そんな刺激的なアーマーを着込んだマルグリット本人は、

「これなら人前に出ても安心だ……」

　と、胸をなで下ろしていたが、俺からすると「反対にエロくなってないか？」と思ってしまう代物だ。

　なにしろ、今度の奴はボディラインが、誰から見てもハッキリ分かる物なのだから。

　だが、マルグリットは顔の見えないヘルムがあれば、とりあえずはＯＫらしい。

「さまよえる鎧騒動」を起こした張本人が、そんな格好で酒場へ現れれば、どう考えたって反省しているようには見えない。

　そんなこともあって酒場は異様なムードとなったわけだ。

　確かに騒さわぎを起こしたのはマルグリットなのだが、それは世間知らずの育ち方から起こしてしまったことで、俺には少し可哀かわいそうに思えた。

　格子の向こう側で表情は見えなかったが、少し下がったヘルムからは反省して落ち込んでいるような雰囲気が伝わってきた。

　ラウラはそんな雰囲気を打うち壊こわすように大きな声をあげる。

「まぁ、このように事件は解決したんだから、約束の賞金をもらおうかしら！」

「しょうがねぇな」

　バーテンはそうぼやきながら奥の部屋へ入っていく。

　そして、しばらくすると金貨が入っているであろう革かわ袋ぶくろを持って現れた。

「これがカデナ保安官事務所から預かっていた懸けん賞しよう金、四十万ハイドレートだ。金貨で四十枚だ」

　バーテンの腕からラウラがパシリと受け取る。

「一応、確かく認にんさせてもらうわ」

　革袋を開いたラウラは、革袋の中身をテーブルの上に広げて金貨を数え出す。

「ちっ、ちょっと……ラウラさん」

　目の前でお金を数え出すラウラが恥はずかしくて、クレアは止めようとするが、

「お金のことはちゃんとしておかないと、後で泣くことになるわよ、クレア」

　と、気にせずに金貨を数え続けた。

　やがて、四十枚あったことを確認したラウラは、「確かに」と微笑んで革袋に戻す。

　今回のことは大きな騒ぎとなったために、トレビシックさんもミュンを肩にのせて一いつ緒しよに話を聞いていた。

　ラウラが金貨四十枚、四十万ハイドレートを受け取ったのを見たトレビシックさんは、ニヤリとした笑顔を見せて近寄ってくる。

「俺はおめぇらは絶対にやる奴だと思っていたぜぇ」

「相変わらずお金を出してくれる人には調子がいいんだね、トレビシック」

　ミュンは呆あきれた顔を見せる。

　ラウラは革袋に手を突っ込むと、十枚の金貨を摑つかんで取り出し、革袋はトレビシックさんの胸元へドンと押しつけた。

「きっちり三十万ハイドレートよ。これで私とクレアとケントを、ちゃんとエル・ニドまで運んでくれるのよね？　このボッタクリ」

　トレビシックさんは、すっと右目を細める。

「俺の気分が悪くなったら、値上げするかもしれないんだぜ」

「そうなったら、もう金貨の枚数では話さないわよ」

　ラウラはしっかりトレビシックさんを睨にらみつけた。

「へぇ～どうするつもりだい？」

「あなたの頭を撃うち抜ぬいて、列車を力ずくでも奪うばうわ」

　銃じゆうに右手をかけながら言っても、トレビシックさんは怯ひるむことはない。

「動かせんのか～？　お前みたいな人殺しに？」

「私は人殺しじゃなくてバウンティハンターよ、ボッタクリさん。そして、賞金稼かせぎには列車は動かせないけど、そこのバールテスの口に銃を突つっ込んで動かしてもらうわよ」

　ミュンは鼻の下を二、三度フイフイとかく。

「僕はやさしくしてくれれば銃をつきつけなくても、いつでも列車を動かしてあげるよ」

「この裏切りもんがっ！」

　トレビシックさんは怒るが、ミュンはまったく気にしない。

「商売熱心なのはいいけどねぇ、トレビシック。一度言った値段は守らないと、今後の信用に関わっちゃうからね」

　ニヤニヤと笑いながら、ミュンは右手の甲こうをペロリと舐なめる。

　俺達全員でトレビシックさんをジロリと見つめると、さすがに諦あきらめた。

「わーた、わーた。俺の負けだ。ちゃんと、三人をエル・ニドまで運んでやるよっ」

　トレビシックさんはボサボサ頭に右手を入れてガサガサとかく。

「それで、いつ出発出来るの？」

　そんなラウラに向かって、トレビシックさんはニヤリと笑う。

「バカやろう。お前、誰にそんなこと言ってんだ？」

「誰にって……四六時中酔よっ払ぱらいのボッタクリ列車主に決まっているでしょ？」

　チッチッと舌打ちをしたトレビシックさんは、上着をマントのように翻ひるがえしながら、俺達の前を通り抜けていく。

「今すぐに決まっているだろ！」

「大だい丈じよう夫ぶなのですか？」

　心配したクレアがトレビシックさんの背中に、そんな言葉をぶつける。

「あぁ、世界一の速さを誇ほこる、俺の『ヴェーザー号』は、いつだって走りだせるように整備してあるからな」

『世界一～？』

　酔っ払いのたわ言に、三人で一いつ斉せいに突っ込んでおく。

「まぁいい、村の外れにある車両庫へ来い。すぐに出発するぞ」

「みんな待ってるよ～」

　そう言い残してトレビシックさんとミュンは酒場を出ていった。

「じゃあ、私達も行きましょうか」

　ラウラが歩き出すと、クレアと俺も後ろについて歩き出す。

　先頭を歩くラウラが出口まで達すると、クレアがすっと立ち止まった。

「あっ、あの……」

「何、クレア？」

　クレアは何かを言いたそうにしていたが、やがて首を横に振ふる。

「うっ、ううん。なんでもです……」

　ラウラは俺達の方を向かって振り向むく。

「あっ、そうだ」

「どうしたんだ？　ラウラ」

　俺が聞くと、ラウラは右手に十枚の金貨を出して見せる。

「こういうことはキッチリしておかないと、あとで揉もめることになるからね。今回の仕事は三人でやったんだから、一人三枚ずつ取って」

「報ほう酬しゆうは山分けってことか？」

「そうよ。後一枚金貨は余るけど、それはケントが取ってみんなの食費とかに使ってよ」

「そういうことなら……」

　俺は金貨四枚を右手に摑んだが、クレアは少し下を向いたままで金貨を受け取らない。

「どうしたの？　クレア。お嬢じよう様さまの生活ではあまりないと思うけど、みんなで仕事をした時には、報酬を分け合うのは普通のことなのよ。それは恥ずかしいことじゃないわ」

　クレアは静かに首を横に一回振る。

「あっ、あの……」

　その時、クレアの言いたいことが、なんとなく俺には分かった。

「なぁ、ラウラ。この金でマルグリットもエル・ニドへ連れていってくれないか？」

　それは俺もそう思っていたからだ。

「そっ、そうなの！　マルグリットさん、きっと、ここにいられないと思うから……」

　少し目に涙なみだを浮うかべたクレアは必死の顔でラウラに訴うつたえた。

　その声はアーマーを着込むマルグリットにも聞こえたらしく、ガシャンと音をたてながらこちらを見つめた。

　そんな俺達の顔を見たラウラは、少し顔をしかめる。

「二人の取り分を合わせても金貨六枚プラス経費の一枚で計七枚。ボッタクリの列車でエル・ニドまで一人乗るには、まだ金貨三枚足りないじゃない」

「今はないけど、ラウラ、俺が後で返すから金貨三枚を貸してくれないか？」

　すると、クレアも体を前にグイと伸のばす。

「わっ、私も負担しますから！」

　ラウラは酒場に集まっている村人達を見つめた。

　誰だれもがマルグリットを「なんて迷惑な奴」と見ており、俺達がここを去ってしまったら、どんな目に遭あわされるか分からない雰ふん囲い気きだった。

　そして、今のリートフェルト家には残念ながら金貨十枚もないだろう。

　土地というものに価値があるのならいいが、地球の表面のうち七割が陸地という世界では、土地に値段がつくのは大都市の一部分だけであり、こんな田舎の駅にある大きいだけで住みにくい古城に金を出す者などいない。

　更さらに朽くち果はてていけばモンスターが住み着くくらいだろう。

　つまり、マルグリットをここへ置いていけば、昨日の俺達と同じようにカデナから出ていくことが難しくなるということだ。

　俺は「故郷に一生縛しばりつけられるかもしれない」という気持ちをよく知っている。

　だから、マルグリットをここから連れていってあげたかったんだ。

　フンッと鼻から息を抜いたラウラは腰こしに両りよう腕うでをつくと、マルグリットに向かって聞く。

「マルグリット、私達と一緒に来る？」

　その途と端たん、マルグリットのヘルムはグッと持ち上がる。

「マルグリットさん、一緒に行きませんか？」

　クレアは泣きそうな顔で胸の前に両手を合わせた。

「もういいだろ？　家に縛られなくたってさ」

　俺は右手を出して続ける。




「行こうぜ、マルグリット！」




　俺が微笑ほほえみかけると、ヘルムをガシャンと大きく動かしてマルグリットは頷うなずいた。

「そっ、そうさせてもらおうか……。そうすることにするのが……一番よいようだ……」

　俺にはマルグリットの声が少し震ふるえていることがよく分かった。きっと、ヘルムの下の目からは涙が溢あふれているはずだ。

　マルグリットは周りの人に向かってしっかりと頭を下げる。

「……永い間世話になった」

　頭を下げられた村の人達は、それぞれ顔を横へ向けて、ばつが悪そうにする。

　村の人達も怒おこっていたが、その本人が「出ていく」となると、少し寂さびしい気持ちもあるだろう。そうなると、責め過ぎたような気もしてきてしまうようだった。

　黙だまったままの村人の間をガチャンガチャンと音をたてながら扉とびらまで歩いていくと、その背中に向かってバーテンだけが声をかけた。

「鎧よろいを脱ぬいで戻もどってくることがあったら、きっと、お前さんとは誰も気がつかないさ」

　マルグリットは足を止めたが、振り返ることもなく、

「……ありがとう」

　と、ヘルムの中で小さく呟つぶやいてから扉を押し開く。

　俺達も一緒に酒場から外へ出て、先頭を歩いていくラウラに俺は声をかけた。

「ありがとう、ラウラ」

　前を向いたままラウラは答える。

「お礼なんていらないわよっ。二人から金貨二枚ずつ、合計四枚もらうんだから」

「よっ、四枚!?　だって、借りたのは合計三枚、三万ハイドレートだろ!?」

「そっ、そうですよね」

　俺とクレアが聞き返すと、ラウラはほんの少しだけ首を回して答える。

「あのねぇ～田舎者とお嬢様。世の中、お金を借りれば『利子』がつくものなのよ」

『利子～!?』

「それぞれに金貨一枚半、一万五千ハイドレートを貸したのよ。エル・ニドまでの利子が五千ハイドレートずつだから、それぞれ二万ハイドレートずつ返してね」

　ラウラはパチリと右目をだけ閉じて楽しそうに笑った。

「しっかりしてんなぁ～というか……たくましいなぁ」

　俺は首の後ろに手を組んでぼやく。

「こんな世界で女が一人で生きていくんだから、こんなことは当たり前よ！　二人共、もうここはお屋や敷しきでもなければ村の中でもないんだから、しっかりしなさいよね」

　一番後ろを歩くマルグリットは、小さな声で呟く。

「申し訳ない……」

「マルグリットさんは気にしなくていいんですよ」

　俺はヘルムの前に右手の親指だけを立てて見せた。

「No road is long with good company」

「そうそうケントさんの言う通り、『良き友と一いつ緒しよなら如い何かなる道のりも遠くはない』って言いますから」

　その時、マルグリットの新しいアーマーが俺は少し気になった。

　うん？　この金属はなんだ？

　今まではよく分からなかったが、太陽を受けた滑なめらかな表面が、キラキラと虹にじのような七色に変化しながら輝かがやいたからだ。

　かなり昔に作ったと聞いたが表面には傷も錆さびもなく、まるで新品のようだった。

「その鎧は前の鎧みたいに『フリップ鋼』じゃないよね？」

　マルグリットは自分の鎧を見つめる。

「父上がメタンハイドレートラッシュで得たお金を使って、ヨーロッパの錬れん金きん術じゆつ師しに『世界にまだない鎧を』と作らせたと聞いたが、どんな金属を使ったか聞かされていないな」

「……そうか、錬金術師か。確かに俺もこんな金属は見たことがないよ」

「こう表面がキラキラと光ってしまっては、目立つと思ってな。着ることもなく、ずっと倉庫にしまっていたのだ」

　そして、マルグリットの背中には鎧と合わせて作ったような一本の長ちよう剣けんが差してあった。

「その剣も同じ金属っぽいね」

　ガチャリと長剣を抜ぬいて見せる。

「これは少し悪あく趣しゆ味みではないか？」

　長剣は細身でマルグリットの身長と同じくらいの長さがあった。

　悪趣味と言っているのは柄つか周囲のことで、そこには緑やオレンジ、赤の光る石がはめ込まれており、剣の中央部分は例の七色に光る金属なのだが、刃はの部分はガラスのような透とう明めいな物になっていた。

　大丈夫なのか、これ？　戦せん闘とう用ではなく儀ぎ式しき用の「宝ほう剣けん」なんじゃないのかなぁ？

　マルグリットの剣はとてもキレイだったが、激しい打ち合いには耐たえられないような華きや奢しやな感じがした。

「ちゃんと使えればいいけどね」

「さぁな。これは使ったことがないから、切れ味はよく分からんのだ」

「思いきりぶつけると、砕くだけ散ちってしまいそうだな」

「確かにそうかもしれん」

　ブンッと刀を振ったマルグリットは、慣れた手つきで背中に固定してある鞘さやへとジャリリンと収めた。

　そんな話をしていたら駅に到とう着ちやくし、線路脇わきに見えている小さな車両庫へ歩く。

　列車二両分程度の車両庫を見つめていたクレアは少し不安そうな顔をする。

「あんな小さな車両庫に列車が全て入るのですか？」

「……確かに。ウインドエクスプレスなら絶対に入ることはないよな」

「あんな酔よっ払ぱらいの話を間に受けちゃったけど……。本当は列車さえ持っていないのかもね。やっぱりこいつで撃っとけばよかったわ」

　銃じゆうを触さわりながらラウラが、ため息混じりにレールを横断していく。

「そんな詐さ欺ぎを働くような輩やからであれば、この私が成敗してくれよう」

　マルグリットは背中の柄に手をかける。

「トレビシックさんを殺しても事態は好転しないからね……みんな」

　俺は約五十メートルある木製車両庫の横にある扉の前に立つ。

　車両庫には窓はなく線路に繫つながる両開きの大きな木製扉も閉じられていた。

　カシャンとノブを回して四人で中へ入る。

　車両庫内の列車を見たラウラは、顎あごをガクリと落として口を開く。

「なによ!?　この列車は!?」

「……私もこんな列車は初めて見るわ」

　一番詳くわしいはずのクレアもトレビシックさんのヴェーザー号のような列車を見たことはないらしく、薄うつすらと口を開きながら左右に首を振ふって見上げた。

　トレビシックさんがヴェーザー号と呼ぶ列車は二両編成で、前にはファイアーレスタイプの機関車があり、後部には客車と思われる車両が連結されている。

　問題はそれぞれの車両が見たこともない形をしていたことだ。

　機関車のオレンジ色のタンク正面には、片目に見える大きなヘッドライトを備え、タンク周囲には白いパイプのような物が張りめぐらされている。これが走行中に衝しよう突とつする動物などに対するタンクガードなのか、メタンガスが通る動力パイプなのかは見当もつかない。

　運転台はそんなタンクの後ろの緑に塗ぬられた区画のようで、そこではトレビシックさんが、たくさんのバルブやレバーを動かしながら出発準備を整えていた。

「文句があるなら乗らなくたっていいんだぜ。金は返さねぇけどな」

　作業の手を止めてトレビシックさんが運転台から顔を出す。

「いいわよ。エル・ニドまでだから我が慢まんしてあげるわよ」

　ラウラが答えると、トレビシックさんは一番後ろを歩く甲かつ冑ちゆうに目を止めた。

「そのグラマーな女騎き士しも乗るのか？」

「どっ、どうしてそんなことが分かるのだっ!?」

　……そりゃ分かるよ。そのアーマーなら色々とね。

　たぶん普ふ通つうのドレスを着ていたほうが、遥はるかに体のラインは出ないだろう。

　突とつ然ぜんのことに焦あせったマルグリットは、ツンと前に突つき出た胸を両腕のガントレットで覆おおい隠かくそうとする。無論、そんな華奢な腕うでで隠れるような爆ばく乳にゆうではないが……。

「エル・ニドまでマルグリットも乗せていって欲しんだ」

　俺がマルグリットを指差して叫さけぶと、トレビシックさんは即そく答とうする。

「じゃあ、十万ハイドレート追加だな」

　トコトコと歩いたクレアは、トレビシックさんの足元に金貨を十枚重ねて置く。

「これで問題ありませんよね？」

「おぅ、金さえありゃ問題ないぜ、お客様。ちゃんと飯も出してやるからよ」

　右手をお腹にあてたトレビシックさんは、わざとらしく丁てい寧ねいな挨あい拶さつをしてから、親指だけを立てて後ろへ差す。

「五分もしねぇうちに出発するぞ。四人共後ろの豪ごう華か客車へ乗っていてくれ」

「豪華客車ねぇ～」

　ラウラは不満そうに見上げる。

「変わった客車だな。しばらく見ぬうちに、大陸横断鉄道はこんな風になっていたのか？」

　ヘルムを上下に振りながらマルグリットは後部の客車を繁しげ々しげと見上げた。

「そんなわけないでしょ？　こんなのどこにも走ってないわよ」

「おぉ～、では、個人所有の『カスタムトレイン』ということなのか……」

　客車は黄色に塗られており機関車側にはオレンジの扉がついていた。

　側面には十字の桟さんの入った窓が二つ並び、例の白いパイプが機関車から伸のびてきて、客車の周りにも絡からみついている。

　屋根には大きなボンベやトランクがいくつも載のせられ、振しん動どうで飛んでいかないようにと、それぞれが太いバンドによって固定されていた。

　後部にはデッキもついているが、ウインドエクスプレスとはまったく違ちがって、人が三人も立てばいっぱいになってしまいそうな小さな物だった。

　車体各部には整備や作業で使うためのスコップやレンチ、バケツなどが吊つられていて、まるで民家のような生活臭しゆうが漂ただよっていた。

　俺はオレンジの扉とびらの下にある三段のステップを使って登る。

「まぁ、いいじゃないか。綿花輸送用の貨車じゃないんだからさ」

　俺は後ろに続くクレアを見て微笑ほほえんだ。

「そうですよ……ね」

「ウインドエクスプレスには、私はちゃんと運賃を払はらって乗ったわよ」

　ツンと鼻を立てたラウラが下から言う。

　ステップを一番上まで登ると、トレビシックさんが作業を続ける運転台の中が見え、小さな頃ころからファイアーレス機関車を憧あこがれて見ていた俺は少しテンションが上がる。

　ステップを登ったところにあった小さなスペースで立ち止まると、後ろからやってきたラウラとマルグリットは、客車の扉を開いて先に乗り込んでいった。

「ケントさんは、こういうものを見るのが好きなんですか？」

　一人クレアだけが立ち止まり、狭せまい場所に立って一緒に運転台を見つめる。

「うん。トレビシックさんがやっていることは、俺にはまったく分からないけどね」

「私、少しだけなら分かりますよ」

　首を傾かたむけてクレアはクスクスとかわいく微笑む。

「本当に？」

　クレアは小さく頷うなずき、ファイアーレス機関車について少し教えてくれた。

「ファイアーレス機関車は簡単に言うと、あのオレンジ部分にあるガスボンベから噴ふん出しゆつされるメタンガスをシリンダーへ送り込んで、車体下部にあるピストンを前後させ、その力をクランクで動輪に伝えることで走らせているんです」

　クレアは真っ白な手であちらこちらを差しながら説明を続ける。

「ファイアーレス機関のすごいところは、たった2kg/cm程度の力をかけるだけで、こういった大きな機関車を動かせるところなんですよ」

「ファイアーレス機関は効率的ってことかぁ」

「世界で数多く採取可能なメタンハイドレートを燃料として走ることが出来るのがファイアーレス機関の良さなのですが、メタンガスですので事故を起こしてしまうと大爆ばく発はつをしてしまうのが玉にキズですね……」

　二人で運転台を覗のぞき込むと、後ろの冷れい凍とう庫から白いメタンハイドレートの結けつ晶しようをスコップですくったトレビシックさんが、前のタンクへ放り込んでいるのが見える。

　運転台の真ん中には小さな扉がついていて、すぐ下にあるペダルを踏ふむと扉が左右にカシャンと素早く開く仕組みなっていた。

　タンク内へ放り込まれたメタンハイドレートは、すぐに気化が始まりポンプを使ってシリンダーへと順次送り込まれていく。

　その時、運転台にあった小さなガラス扉が開いてミュンが出てきた。

「うはぁ～やっぱり長く停車させ過ぎだよ～トレビシック」

「文句はいいから、とっとと出発準備終わらせろ」

　ミュンを見ることもなくトレビシックさんは言う。

「この子は確かに世界一速いかもしれないけど、繊せん細さいさも世界一なんだよねぇ。だから、機き嫌げんを損ねないように、ちゃんと細かい整備を毎日してあげないと……」

「今、そんなことを言ってもしょうがねぇだろ？　突然客が来ちまったんだからよっ」

　トレビシックさんが怒おこりながらバルブを右へ回すと、

　ブシュュュュュュュュュュュ……。

　と、天てん井じようのパイプから白い煙けむりがふき出す。

　おいおい、この列車大だい丈じよう夫ぶかよ？

「ミュン、七番ドレインパイプにメタルテープを張ってこい」

「はいはい……また、応急処置ね」

　ふぅと小さなため息をついたミュンは、小さな作業口から奥へと入っていった。

　俺とクレアはそんな二人の会話を聞いて、思わず顔を見合わせる。

　ミュンは単なるペットではなく、運転台でトレビシックさんの助手としてサポートしていたのだった。

　運転台を堪たん能のうした俺はクレアと一いつ緒しよに客車へ入っていく。

「うわぁ～中も個性的な客車ですね」

　クレアは目を丸くする。

「個性的と言うか……混こん沌とんの極みと言うべきか……」

　約二十メートルの車両内はいくつかの部屋に分かれていた。

　手前の部屋の真ん中には下部にクッキングオーブンを備えたメタンガスストーブが設置されたダイニングルームがあり、通路を通って奥へ行くと、折おり畳たたみ式の三段ベッドを向かい合わせに並べた寝しん室しつも備えられている。

　この客車のすごいのは、酒を壁かべ一面に並べたバーカウンターもあることで、ダイニングにはアップライト型のチェンバロまであった。

　通路の一番奥には扉があって、そこから最後部デッキへ出られる作りになっている。

　本来であれば何両も使って作る設備を、この客車一両にギュッと凝ぎよう縮しゆくしていた。

　それが、混沌とした雰ふん囲い気きを醸かもし出しているのだろう……。

　だが、こんな大きな車両に客は俺達四人しかおらず、そこについては快適だった。

「何だか悪あく趣しゆ味みな客車だけど、客が少ないのが救いね」

　ダイニングのロングソファに体を横たえながらラウラが言う。

「視線が少ないのはよいことだ」

　マルグリットは背中の剣けんを前に出して床ゆかに突き刺さし、背筋をピンと立てて座っていた。

　列車内なんだから、くつろげばいいのに……。

「みんなマルグリットの顔は知っているんだし、列車内くらいヘルムを脱ぬいだらどう？」

「ヘッ、ヘルムを取るだと!?」

　ヘルムの中でマルグリットはハァハァと息を荒あらげた。

「だって、周囲の視線が怖こわくてそんなもん着けていたんだろ？」

「そっ、そうだ」

　俺は周囲を見回した。

「ここでマルグリットをそんな目で見るような奴やつはいないよ」

「たっ、確かに……そうかもしれぬな……」

　すると、マルグリットはヘルムについていた、格こう子し状の可動式の面めん頰ぽおを摑つかみ、すぅぅと上げ出したが二、三センチくらいの場所で止めた。

「どうしたの？」

「すまぬ。今はこれが限界だ」

　あんまり状じよう況きようが変わったとも思えないが……。

「そっ、そう……分かったよ」

　テーブルを囲むように四人でロングソファに座って持っていると、機関車からの振動がだんだんと伝わってくる。

　天井には機関車から続く伝声管の出口がラッパのように開いており、そこから変に丁寧にしゃべるトレビシックさんの声が聞こえてきた。

　伝声管を通した声は変化して、くわんくわんと回るような音となる。

《本日はヴェーザー号をご利用頂き、まことにありがとうございます。只ただ今いまより、当列車はノンストップでエル・ニドまで走ってまいります。到とう着ちやく予定時刻は明日の17時頃ごろを予定しております。到着までごゆっくりとお過ごしくださいませ》

　伝声管からの声が聞こえなくなると、ラウラは「はぁ～」と声をあげる。

「こんなヘンテコ列車でエル・ニドに明日の17時に着くわけないじゃない？　ウインドエクスプレスだってもっとかかるのに」

「でも、トレビシックさんは『世界一速い』って言っていましたから……」

　そんなクレアをラウラは鼻で笑う。

「あんなのボッタクリ用のホラに決まってんじゃない」

「そうなのですか？　でも、私にはトレビシックさんが、その部分については噓うそを言っているようには思えなかったのですが……」

　クレアは首を傾かしげた。

「こんなボロ列車が本当にエル・ニドに明日の17時までに着くんだったら、クレアに貸している二枚の金貨はチャラにしてあげてもいいわよ」

　ラウラは胸の下に腕うでを組み自信満々の笑顔で言う。

「本当ですか!?」

　クレアは目を輝かがやかせる。

「何、こんな負けると分かり切った勝負で勝つ気になってんのよ？　その代わり、着かなかった時は更さらに金貨一枚追加よ。レートは二対一なんだから問題ないでしょ？」

「その賭かけ、俺ものった！」

　俺もクレアと同じほうに賭ける。

「私はいいわよ。これで元々金貨三枚だったのが、倍の六枚になるんだから」

「ありがとうごさいます！」

　ニコニコ笑うクレアにラウラは、ふぅとため息をついて微笑んだ。

「だから、クレアが勝つと決まったわけじゃないわよ」

　そして、出発時間を迎むかえる。

　正面の扉がゴゴッと両側に開き、車両庫内に日の光が差し込む。

　フィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィ！

　高い空へ抜ぬけていくような甲かん高だかい警笛が、ヴェーザー号のカデナ出発を告げた。

「出発するぞ！」

　全員何となくソファの肘ひじ置きをガシッと摑む。

　世界一とトレビシックさんが言うヴェーザー号の加速がどれくらい凄すごいものなのかと、みんなしっかりソファに腰こし掛かけて身構えた。

　だが、ヴェーザー号はびっくりするくらいに遅おそい。

　ガタン…………ゴトン…………ガタン…………ゴトン…………。

　見送りに来た人がいたら、ホームを一緒に歩いていられそうな速度だった。

「なっ、なんだこの遅さは!?」

　俺が驚おどろくと、ラウラは「ほらね」って顔をする。

「だから言ったでしょ？　今さら『さっきの賭けはなし』なんて言わないでよ」

「おっ……おう」

　俺は窓ガラスに顔をピッタリつけて車窓を見つめた。

　そこにはカデナのホームと小さな町が見えていた。走行速度が遅いために、去っていく町をゆっくりと眺ながめることが出来る。

　きっと、ここへはもう来ることはないだろうな……。

　そんな想いが心の中を過よぎる。

　ここにいた時は「いつまでここにいることになるんだ？」と不安だったが、今考えてみると、カデナには俺の人生で二日しかいられなかったわけで、こうやって離はなれていく時には「もう少しよく見ておけばよかったかな？」なんて思ってしまうのが不思議だった。

　駅を出て列車は真っ直ぐなレールの続く本線へと入る。

　すると、驚いたことにヴェーザー号はガンガン加速を開始した。

　あっという間に速度を上げたヴェーザー号は、やがて、ウインドエクスプレスなんかよりも速く走るようになる。

　こんな速度であれば線路沿いにいる盗とう賊ぞくもリザード程度では追ってこられないだろう。

　ただ、線路はこんな高速で走る列車に対応出来ていないようで、あちらこちらでガンと大きな衝しよう撃げきを受け、その度たびにみんなソファから飛び上がった。

「すげぇな」

　俺が目を見張っていると、クレアが横へやってくる。

「この機関車は最高速度が高くなるようにギアが設定されているようでした。そのために初期加速に必要なトルクはスカスカのようですが……」

「これなら明日の夕方までにエル・ニドに着くんじゃないか？」

「そうかもしれませんね」

　クレアがかわいく笑うと、ラウラはブスッとした表情をする。

「この機関車が高速を出せるって、クレア知っていたのね」

「えぇ、さっき機関車の足回りを拝見した時に、変速機が高速用に細かく組まれていたのが見えていましたから」

「それであの賭けにのったなんて、クレアも侮あなどれないわね」

「えぇ、でもラウラさんが『ここはもうお屋や敷しきでもないのだから、しっかりしろ』とおっしゃっていたので……」

　クレアはニコリと微笑ほほえんだ。

　ヴェーザー号は順調にエル・ニドへ向かって南下し始める。南へ進むと木々の量は多くなりうっそうとした森の中を走る路線となっていく。

　左に見えていたリュウキュウ山脈の山々は知らないうちに見えなくなっていた。

　平原の向こうには小さくではあるが、遥はるか南にあるはずのマリアナ山脈の山々が見え始め、自分達がかなり南下してきたと実感する。

　マリアナ山脈の最さい高こう峰ほうは「チャレンジャー」といわれ、世界で最も高い山だ。

　その標高は一万九百十一メートルもあり、チャレンジャー山頂付近では、あまりの低温により雪が万年解けることはなく、空気が薄うす過ぎて未いまだに登頂を果たした者もいない。

　そのために「チャレンジャーは神にしか登れない」と親父おやじによく聞かされた。

　そんな天界の要よう塞さいのようなマリアナの山々に夕日があたって赤く染まる頃ころ、運転をミュンに任せたトレビシックさんが客車へやってきて、クッキングオーブン使ってベイクドビーンズを作り、ライ麦パンと一緒に夕食として出してくれた。

　あんな風ふう体ていだから「どんな味なんだ？」と心配だったが、口に入れてみると絶ぜつ妙みようでしっかりとした味付けがなされていて、クレアによると「高級レストランの味にもまったく劣おとらない」ということだった。

「俺はブレーメンの三つ星レストランで修業していたことがある」

　と、冗じよう談だんなんだか、本当だか分からないことを言いながら、トレビシックさんはバーカウンターの酒ばかりを飲んでいた。

「酔よっ払ぱらい運転で大だい丈じよう夫ぶなの？」

　不安がるラウラに向かって、

「列車にハンドルはねぇんだから、危ねぇ時にブレーキさえ引ければ大丈夫なのさ」

　と、気楽な顔で言い返していた。

　夕食を食べ終わる頃には車窓も暗くなってきて、車内ではあまりやることはない。

「私は一番上段のベッドを使わせてもらうぞ」

　そう言いながらマルグリットが真っ先にリビングを出ていく。

　マルグリット曰いわく「最上段のベッドなら、誰だれにも顔を見られないから」だそうだ。

「ねぇ、シャワー室はないの？」

　ラウラが言うと、トレビシックさんは口をあんぐり開ける。

「そんな贅ぜい沢たくな列車があるか！」

「昨日は埃ほこりっぽい坑こう道どう内を走り回っていたし、銃じゆうも撃うち過ぎて体が硝しよう煙えん臭くさいんだけど」

　右みぎ腕うでに鼻を近づけてラウラは臭においを嗅かいだ。

「エル・ニドまで待つんだな」

「しょうがないわね。じゃあ、私も寝ねるわ」

　ラウラが立ち上がり「寝る時に硝煙の臭いがすると、嫌いやな夢を見るのよねぇ」と呟つぶやきながらベッドへ向かって歩いていく。

「さて、そろそろミュンと運転を代わってやるか」

　と、トレビシックさんがいなくなると、リビングにはクレアと俺の二人きりとなった。

　カタン……コトンカタン……コトン……。

　カデナを離れてエル・ニドへ近づくにつれてレール状況はよくなり、客室にはレールとレールのつなぎ目を車輪が渡わたる音が静かに響ひびく。

　車窓には光一つない夜景が流れているが、夜空の中央には天の川を中心とする満天の星々が輝いており、星明かりによって照らされた山や森がチラチラと見えていた。

　そんな車窓を見つめているクレアに、俺は聞き忘れていたことを聞く。

「そう言えば、クレアはどうして『お尋たずね者もの』になっちゃったの？」

　クレアはふっと肩かたを上下させてから、少し寂さびしそうな目をする。

「ある日、私の監かん督とくしていたシベリア鉄道建設現場でＢ・Ｉ・Ｒの社員の一人だったレンベルトが殺されたの。レンベルトは私の考えに賛同してくれて、ブレーメンのＢ・Ｉ・Ｒ本社からシベリアまで一いつ緒しよに来てくれた大事な人だったのに……」

「殺された!?」

「えぇ、レンベルトはＢ・Ｉ・Ｒシベリア支社の、私しか鍵かぎを持っていない支社長室で殺されていたの……」

　クレアは首を横に振ふった。

「でっ、でも殺したのは私じゃない！」

「クレアはそんなことが出来る人じゃないもんね」

　俺は微笑む。

「ありがとう、ケントさん」

「それでレンベルト殺しの犯人ってことにされちゃったのか？」

「現地の保安官が来て私に疑いがかかると、突とつ然ぜん、作業員の人達の中から『クレアとレンベルトはいつも揉もめていた』とか、『殺される直前に一緒に部屋に入るのを見た』とか、信じられないことを証言する人達が現れちゃって……」

「それで現地の保安官はクレアを逮たい捕ほしようとしたんだ」

　クレアはブルッと身を震ふるわせる。

「だから私、怖こわくなっちゃって……。朝一番でやってきたナガサキ行きの大陸横断鉄道に飛び乗って逃にげたんだけど、お金はそこまでしかなくて……」

「だから、ナガサキからは無賃乗車したんだ」

　俺は少し考えてからクレアに言った。

「その話、何だか変だね」

「変？　どういうところが？」

　何も疑っていないクレアは首を傾かしげる。

「俺には状じよう況きようはよく分からないけど、きっと、誰かがクレアを殺人事件の犯人に仕立てたいと思っているんじゃない？」

「わっ、私を殺人犯に!?」

「だから、クレアしか鍵を持っていない部屋で、レンベルトを殺す必要があったんだ」

　少し黙だまったクレアは口元に丸めた右手をあてる。

「そんな風には……考えたことなかったわ」

「俺にはＢ・Ｉ・Ｒなんて大きな会社のお嬢じよう様さまが、どうして殺人犯にされなきゃならないかなんてことは分からないけど、クレアは誰からか狙ねらわれているんだと思うよ」

「私が……狙われている？」

「そう、きっとクレアがいると、困る奴やつらがいるんだよ」

「私がいると困る人達……」

　クレアはブツブツ言いながら考え込み、やがてポツリと言った。




「もしかして……、control railroader？　まさかね……」




　クレアは思い返すように少し笑いながら首を左右に何度か振る。

「コントロール・レールローダーって、なに？」

「今は都市伝説みたいなものなんです」

「都市伝説？」

「私も詳くわしくは知らないし、コントロール・レールローダーの人に会ったことはないんですけど、世界には『大陸横断鉄道を全て統一規格にして、一つの組織の管理下におくべきだ』って考え方をもった人達が集まる秘密組織があるとか……」

「えっ───!?　大陸横断鉄道の自由を奪うばおうとする奴らが!?」

　俺は心の底から驚おどろくと、クレアは静かに頷うなずく。

「大陸横断鉄道を全て一つの組織下に編成して、列車運行、線路の保守、車両の点検なんかを会社のような組織に運営させれば、列車は時間通りにやってきて、時間表通り走るようになるから『世界中の人の往来がよくなって発展する』って考えみたいなんです」

　俺はアハハッと思いきり笑った。

「そんなこと無理に決まっているよ。鉄道が時間通りに!?　アハハッ……」

「そうですよね」

　俺はしっかりと頷いて腕うでを組む。

「大陸横断鉄道は自由だから、ここまで発展したんだよ。それを邪じや魔まする奴らなんて俺も許せないね。それで、そのコントロール・レールローダーが、クレアを邪魔に思って今回のことを？」

　クレアは首を左右に振った。

「ううん、きっと違ちがうと思う」

「でも、そうやって考えていけば、きっと、真犯人に辿たどり着くんじゃない？」

　俺が笑いかけると、クレアも微笑み返してくれた。

「ありがとう、ケントさん」

　クレアにお礼を言われた俺は照てれ臭くさくなって、ガバッと立ち上がった。

「こっ、こんなの大したことないよ」

「でも、とても嬉うれしく思っているんです……」

「うっ、嬉しく思ってる？」

　クレアはコクリと頷いた。




「えぇ、ケントさんが私のことを、いつも信じてくれて心配してくれることが……」




　顔を少し傾かたむけて髪かみを揺ゆらしたクレアは、やさしい笑顔を見せてくれた。

　俺の胸の奥がドクンと鳴って、熱いものがこみ上げてくる。

　クレアに気の利きいたセリフの一つも返せればいいんだけど……。

　俺は単に動どう揺ようするだけだった。

「じゃあ、俺も寝ることにするよ」

「はい。じゃあ、おやすみなさい、ケントさん」

　クレアがちょこんと頭を下げたので、俺は右手を小さくあげた。

「おやすみ、クレア」

　そのまま車両左側に寄った、後部へと続く通路を歩いていく。

　最後部のデッキの直前には左へと入る細い通路があるのだが、ここが寝しん室しつになっている。

　ベッドは進行方向に対して横向きに並んでおり、三段ベッドを置いたものだから、一段辺りの高さは八十センチほどしかない。

　先に寝たマルグリットとラウラは既すでに熟じゆく睡すいしており、二人の静かな寝ね息いきが聞こえていた。

　向かって右側の上段には　マルグリットが寝ているらしく、上段ベッドへ登るために付けられたハシゴの下には、例のアーマーがキレイに積み重ねられている。

「上段には寝られないよなぁ」

　マルグリットが人に顔を見られたくないと上段に寝た以上、通路を挟はさんだ向かい側の上段に俺が寝るのはよくないだろう。

　ラウラもそう気づかったのか？　左側中段に毛布にくるまって寝ね転ころがっていた。

　割合ハッキリと寝ね言ごとを言うラウラは「う～ん……殺す」と呟く。

　どんな夢を見ているんだよ？

　俺の勝手な想像ではＢ・Ｉ・Ｒのお嬢様であるクレアは、いつもピンクのシルクのかかった天てん蓋がい付きの大きなベッドで寝ているに違いない。

「きっと、クレアは三段ベッドになんて、寝たことはないだろうからなぁ」

　そこで、俺は下段のベッドはやめて、ラウラの向かい側でマルグリットの下側となる、向かって右側の中段に上着を脱ぬいでから体を滑すべり込ませた。

　高さは低くゴロンと寝転がって手を伸のばせば、上段ベッドの底面に手が届く。

　薄うすい毛布が足元に畳たたまれていたので、それを体に被かぶせて上を見上げた。

　その時、俺はすごいことに気がつく。

　この上にマルグリットが寝ているんだよなぁ……。

　そんなことを考えると、甲かつ冑ちゆうを破は壊かいした時に見た、ものすごい下着姿が鮮せん明めいに思い出されてくる。

　下にはアーマーが置いてあるということは、今はきっとあの姿なのだ。

　きっと上下とも白の下着に、白のガーターベルトでストッキングを吊つっているだろう。

「うっ……ううん……私を見るな……」

　すぐ上の上段ベッドから、大人っぽいマルグリットの吐と息いきが聞えた。

　俺の心臓は無意味にドキドキ高鳴り、体が熱くなってきて目が冴さえてしまう。

　うっ、うぉ！　このベッドの位置は失敗か!?

　心を落ち着けるために、体を横にして通路側に向けた俺は思い切り驚いた。

　うぉぉぉぉぉぉ！　こっちはこっちでぇぇぇぇ！

　よく見ると、ラウラは服を全て脱いだようで、毛布から出ている白い足にはレッグホルスターだけしかなく、ゴロゴロと寝ねがえりをうつと何も着ていない背中がバックリ見える。硝しよう煙えんの臭においがすると嫌いやな夢を見るから、服を全部脱いだのか!?
















「ううん……お金もらっても……殺す。結局は……殺す」

　ラウラは再び寝がえりをうって俺のほうに体を向ける。すると形のいい二つの胸にかかった毛布のすき間からは深い谷間が見える。

　なっ、なにやってんだっ、ラウラ!?

　ベッドから出てそれを直してやろうかとも考えるが、途と中ちゆうで起こしてしまったらショットガンで頭を撃うち抜ぬかれるかもしれないと思い、俺は止めておくことにした。

　困った俺は体を下へ向け、うつぶせになって寝ることにしたが、しばらくしてやってきたクレアが俺の下のベッドに入ったことで、寝つきにくい夜を過ごすことになる。

　そんな俺達を乗せて列車は、夜の東シナ平原を南へ向けて走り続けた。








Ａ００６　困こん惑わくのエル・ニド









《まもなくエル・ニド、エル・ニド。到とう着ちやくは予定の17時頃ごろとなります》

　トレビシックさんの声が伝声管から響ひびくと、エル・ニドの駅が車窓に見えてくる。

「これで金貨の貸しはチャラだな」

　俺はリビングの車窓から駅を見上げながら言う。

　少し機き嫌げんの悪そうなラウラにクレアとマルグリットが揃そろって頭を下げた。

「ありがとうございます、ラウラさん」

「すまん。恩に着るぞ、ラウラ」

「しょうがないわ。負けは潔く認めるわよ。それにしても、変な駅ねぇ」

　俺とラウラとマルグリットで見ていると、クレアが説明してくれる。

「エル・ニドはこのエリアのターミナル駅ですから。各地から集まってきた支線が集結して、どうしても駅の構造が複雑になってしまうんです」

　ルソン湖の浅あさ瀬せにそびえ立つエル・ニド駅は異様な雰ふん囲い気きだった。

　建物の真ん中には中心を貫つらぬく太い支柱があり、駅構造物はその柱に張り付くように逆三角形型に積み重なっている。まるで大型船を逆さまにして積み重ねたようだった。

　支柱の周囲は湖に囲まれており、何段にも重なったフロアには各地から延びてきた線路が繫つながり、足のたくさんあるクモのような構造と言おうか、ウニのトゲのようにレールが集まっていた。

　俺達の走ってきた線路も、そんな斜ななめへ登っていく一本の高こう架か線へと入っていく。

　だんだんと高くなる線路を見つめていたマルグリットは不安そうな顔をした。

「こっ、こんな建物で、よく倒たおれないものだな」

「バランスを考えながら増築していますからね。エル・ニド周辺は地じ盤ばんが弱く、あの柱の立っている岩がん盤ばん以外の場所に建物を建てても地じ盤ばん沈ちん下かしてしまうそうです」

　クレアの指差した先には倒とう壊かいして、魚の天国になっている建物の残ざん骸がいがいくつかあった。

「そういうことか……」

　ヴェーザー号は一番下のフロアへと入っていく。一番下のフロアとは言っても支柱の上にあるので、普ふ通つうの建物の三階以上の高さがあった。

　スハハハハハ……。

　ファイアーレス機関車は駅構内へと入る直前に、ガスボンベから余分なメタンガスを放出し、構内へと入ったら一回のブレーキで停車させる。

　これは可燃性のメタンガスを、密閉性の高い駅には入れないための処置だ。

　キィィィィィィィィィィィィィン！

　ブレーキシューが動輪を押さえる高い音が構内に響き、列車はピタリと停車した。

《エル・ニド、エル・ニド。ヴェーザー号では、皆みな様のまたのご利用を心からお待ちしております》

　そんなトレビシックさんの声に、

「もう二度と乗るかっ！　ボッタクリ！」

　と、ラウラは吠ほえてから立ち上がり、リビングから扉とびらへ向かって歩いていく。

「さて、まずは一千万ハイドレートをもらいましょうか」

「駅からＢ・Ｉ・Ｒへすぐに連れん絡らくを入れて迎むかえにきてもらいますから」

　すぐ後ろをクレアがついていき、その後にマルグリットが続く。

　エル・ニドはカデナのように町に駅があるのではなく、巨きよ大だいな駅舎が町そのものだった。

　駅を中心に上部へ向かって逆三角形状に、複雑にフロアが絡からまり町を形成している。

　ホーム周囲には木造の建物が壁かべのように積み上がり、見上げるとフロアからフロアへ渡わたる渡り通路や電線、各種の管などが複雑に造られていた。

　俺が最後に客車から出ると十メートルほど先のホームには、サーコートと呼ばれる上下が繫がった赤黒い服を着た一人の男が立っていて、すぐ後ろに同じ色の制服を着た同じ会社の部下と思われる人が五人くらいいた。

　……あれは誰だれだ？

　先に降り立ったクレアはその人達から頭を下げられている。

「クレアお嬢じよう様さま、ご無事でしたか！」

　サーコートの男は嬉うれしそうな顔をしながら、両手を広げて歓かん迎げいを態度で表す。

「タウ支社長。お迎え御苦労様です」

　二人はにこやかな笑顔で握あく手しゆを交わす。

「あれがＢ・Ｉ・Ｒアジア支社のエル・ニド支社長さんか……」

　俺が客車のステップの上に立ちながら二人を眺ながめていると、停車作業の終わったトレビシックさんが横から顔を出す。

「へぇ～あのお嬢さんはタダモンじゃねぇと思っていたが、Ｂ・Ｉ・Ｒのお嬢さんだったのか。だったら、到とう着ちやく払ばらいで、もっともらっとくんだったなぁ」

「素直に送り届ければ、二百万ハイドレートはもらえたんじゃないの、トレビシック」

　体についた汚よごれをパタパタと振ふり払はらいながら、ミュンがトレビシックさんの肩かたに現れる。

「確かに……そうかもしれねぇなぁ」

「正に『欲よく張ばる列車主は儲もうけが少ない』ってことわざ通りだね」

　トレビシックさんは手にしていたポケット瓶びんから酒をグビりと飲んだ。

「うるせーよ！　俺は誠意あるビジネスをやってんだよ」

　せっ、誠意？

　クレアとタウ支社長が話しているのを見ていたトレビシックさんは、ポツリと呟つぶやく。

「どうして、あの支社長は、ちゃんと迎えに来られたんだ？」

「そりゃ、クレアがヴェーザー号でエル・ニドへ来るのを聞いていたからでしょ？」

　トレビシックさんは俺の顔を見る。

「誰から～？」

「う～ん。たぶん、ラウラが電でん鍵けん器で連絡しておいたんじゃないですか？」

「本当か？」

　と、言われても俺にはよく分からない。

「どうして、支社長が迎えに来たことが、そんなに気になるんです？」

「そりぁ～お前──」

　トレビシックさんが理由を説明してくれそうになった瞬しゆん間かんだった。

　駅構内から黒い服のガラの悪そうな十人くらいの集団が現れ、

「本当だ！　ヴェーザー号が来ていやがるっ！」

　と、指差したかと思うと、ドドドッとすごい勢いで迫せまってきた。

　これはどう見てもまともな人達ではなく、よく言う反社会勢力の方々だ。

「あららぁ、エル・ニドにも手が回っていたみたいだね」

　ミュンが「お手上げ」ってポーズをすると、トレビシックさん余よ裕ゆうの表情のままボトルに口をつけてまた酒をクイと飲んだ。

「あの手の奴やつらはしつけぇからなぁ」

　そんなことを言っているうちに黒い服の奴らは、ヴェーザー号の運転台を取り込み、全員が長いナイフを出してトレビシックさんの咽のど元もとに付きつけた。

　少し離はなれた場所にいたクレア達は突とつ然ぜんのことに、「なに？」って顔をして驚おどろいている。

「おい！　トレビシック、よくもノコノコこんなところへ顔を出せたなぁ～」

　短く刈かり込んだヘアスタイルのリーダーと思われる男がすごんで聞くが、トレビシックさんは怯おびえることもない。

「別に君らと顔を合わせるつもりはなかったんだけどねぇ～」

「なんだと、こらっ！」

　ナイフの刃は先さきを顔へ向けたリーダーの男に向かって、トレビシックさんは金貨の詰つまった革かわ袋ぶくろを懐ふところから取り出してぶつける。

「金ならあるよっ」

「かっ、金があるだと───!?」

　男は革袋を乱暴に受け取り、すぐに口を開いて中を確かく認にんした。

「こんな、はした金でボスが納なつ得とくすると思ってんのか!?」

　トレビシックさんは男の顔の前に右手を立てる。

「まぁまぁ、そうカッカッせずに、後の金についても返済の目め途どがたったから、それについて今から話してやるよ」

　男はトレビシックさんの顔をグイと睨にらみつけてから首を摑つかむ。

「よし、いいだろう言い訳を聞いてやる」

　リーダーの男が「おいっ」と部下らに命令すると、トレビシックさんは黒い服の集団にもみくちゃにされながら連れ去られた。

　誰もいなくなるとラウラ達が運転台に戻もどってきたので、俺はデッキからホームへ降りる。

「どうしたの？　あのボッタクリ？」

「トレビシックはあの人達の組織から、お金を借りているんだよぉ～」

　運転台に腹はら這ばいになっていたミュンが、右手で顔を洗いながら答える。

「借金？　そんなことで連れ去られてしまったのですか？」

　クレアは口に両手をあてて驚く。

「トレビシックはヴェーザー号を作るために膨ぼう大だいなお金を借りたからねぇ。しかも、ここしばらくは返済を無視して逃にげていたしぃ」

　だから、カデナにいたのか……。

「それで、トレビシックさんはどうなってしまうんだ？」

　俺が聞くとミュンは他ひ人とごとのように答える。

「なんとかするんじゃない？」

「なんとかなるのか？」

「よく分からないけど、今まで何度も死にそうになったけど、うまく切きり抜ぬけてきたよ」

　そう言うと、ミュンは運転台へ戻ってバルブやレバーを触さわりだす。

「こういう時に僕がやることは、すぐにでも出発出来るようにして待っていることさ」

　ミュンは「いつものこと」と達観していて、少し向こうにズラリと並ぶ留置線の一つに機関車を停めるべく、ヴェーザー号をゆっくり動かしだす。

　本当にミュンだけでも機関車は動かすことが出来ていた。

　俺達はトレビシックさんが連れ去られた方を見たが、既すでに影かげも形も見えない。

　そこへタウ支社長がニコニコしながらやってきて俺の手をとった。

「いやぁ～あなたがお嬢様を助けてくださった、ケント様ですな。本当にありがとうございました。ささっ、大した物はご用意出来ませんが、皆みな様さまに温かい食事と部屋を用意しておりますので、こちらへどうぞ」

　俺の手を離したタウ支社長は、すぐ側そばにある三階建ての建物へと案内してくれる。

「いっ、いいのかな？」

「遠えん慮りよしないでください」

　クレアがそう言うので、俺達はタウ支社長についていくことにした。

　見上げると、建物には三階の中央に大きなベランダがあり、壁には「Ｂ・Ｉ・Ｒ　ＨＯＴＥＬ」と書いてあった。

「これもＢ・Ｉ・Ｒの物なの」

「えぇ、主要なターミナル駅にはＢ・Ｉ・Ｒの支社を兼かねて、ホテルがありますよ」

「へぇ～本当にすごいんだね、クレアって……」

「いえ、私はなにも……」

　頰ほおを赤らめたクレアは少し横を向いた。

「ここなら温かいシャワーを浴びられそうね」

　ホテルを見上げたラウラは嬉しそうな顔をする。

「はい、それは大だい丈じよう夫ぶですよ、ラウラさん」

　一階のフロントでチェックインの手続きを行ってくれたタウ支社長は、俺達に向かって振り返り少しすまなそうな顔をする。

「あの……本来ですと皆様に個室をご用意したいところなのですが、本日は予約も多く、急だったものですから、二人部屋を二部屋しかご用意出来なかったのですが……」

　すると、ラウラを気にすることもなく言う。

「だったら、私がケントと同じ部屋でいいわよ」

「いいのか？」

　ラウラは銃じゆうをなでるようにする。

「あの笛を使って私を変な気持ちにさせても、私にはこれがあるから大丈夫」

「そんなことしねぇし、出来ねぇーよっ!!」

　そんな俺達を見ていたタウ支社長は、ほっとした顔を見せる。

「ありがとうございます。では、ラウラ様とケント様は二階の『２０５室』を、クレアお嬢様とマルグリット様は、廊ろう下かを挟はさんで向かいの『２０８号室』ということで。既にレストランにおきまして夕食の用意が出来ておりますので、部屋に荷物を置かれてお着き替がえが終わられましたら一階にお越こしくださいませ」

　俺達はそれぞれの鍵かぎをもらって、二階のそれぞれの部屋へ行った。

　とは言っても、俺とラウラとマルグリットには、広げる鞄かばんもないので武器を部屋に置けば、すぐに出てくることになる。

　廊下へすぐに戻った三人で一階へ降り、フロント脇わきにあるレストランへ入る。

　そこは俺の田舎などにはない、ヨーロッパ系のフルコースを出す高級レストランだった。

　各テーブルには白いクロスがかけられ、中央には三本立てのキャンドルスタンドが立ち、ホテルの制服を着た社員の人達が忙いそがしそうに動き回っている。

　レストランの奥にある小さなスペースでは、ドレスを着た女性カルテットがいて、ヨーロッパで流行りの弦げん楽がくを次から次に演奏していた。

「うわぁ～俺達、場ば違ちがい感丸出しだな～」

「ケントはそうね。私はそこはかとなく漂ただようお金持ちの雰ふん囲い気きが漂っているから、まだマシだけど」

　俺はバウンティハンターらしいアクティブな格かつ好こうのラウラを上から下まで見つめる。

「そこはかとなく漂っているのは、硝しよう煙えんの臭においだろ？」

「そっ、それはしょうがないでしょ！」

　ラウラは少し頰を赤くした。

「私は出処のしっかりしてしている騎き士しゆえ問題ない」

　ヘルムを被かぶりアーマーを着込んだままのマルグリットが無意味に胸を張る。

　その格好じゃ、出処はもう関係ないだろ？

　俺とラウラがため息をつくと、タウ支社長がやってくる。

「さぁ、こちらへどうぞ」

　この奇き怪かいな三人組を見て顔色一つ変えないとは……、さすがのＢ・Ｉ・Ｒ。

　変なところで感心しながら俺は、タウ支社長に案内されたテーブルにつく。

　暖だん炉ろの前に設置された長いテーブルの右には、俺とラウラが座り、左側にはガチャガチャとアーマーを鳴らしながらマルグリットとタウ支社長が着席する。

　座る前にはボーイが椅い子すを引き、座る時には押してくれるが、タイミングがよく分からない。それは、ラウラも同じようで、反対にアーマーは着ているが、マルグリットは慣れたもので完かん璧ぺきだった。

　テーブルの上には、どれを使えばいいのか分からないくらいの大量のフォークとナイフ、スプーンが並び、その横にはグラスもいくつか置かれていた。

　グラスに注がれた水を飲みながら三十分くらい待っていると、着替え終わったクレアがゆっくりとレストランへやってきた。

「うはぁ……」

　ふっと入口へ向かって振ふり返った俺は、その姿に思わず息を飲む。

　テーブルの間を静々と歩いてくるクレアは、白いベアトップドレスを着て、手にはガンと呼ばれる肘ひじまで隠かくれる手て袋ぶくろをしている。

　胸むな元もとから上の部分の白い肌はだを大きく露ろ出しゆつしていて眩まぶしいくらいだった。

　久しぶりにシャワーを浴びたことで髪かみも輝かがやくような金色を取り戻し、白いリボンで後ろにまとめ上げられていた。

　お姫ひめ様？　妖よう精せい？　天使？　女神様？

　みんな俺と同じように思ったのか、口を半開きにしてクレアを目で追う。

　俺とラウラの後ろをサッサッと通ったクレアは、みんなの真ん中となるテーブルの向こう側に、暖炉を背にして静かに座った。

　無論、椅子の引き押しなどで動どう揺ようすることもない。

　すぐにグラスには金色に輝くシャンパンが注がれ「乾かん杯ぱい」と、クレアが手を挙げたことで、夕食が静かにスタートした。

　夕食をとりながら、ここまでの経けい緯いをクレアが話すと、

「クレアお嬢じよう様さま、それは大変でございましたなぁ」

　と、タウ支社長は目に何度もハンカチをあてながら聞いていた。

　話し終わったクレアはタウ支社長に聞く。

「それで、これは誰だれの仕し業わざなのか分かりますか？」

「さぁ～そんな大それたことを行う者など、本当にいるのでしょうか？」

「そうですか、タウ支社長にも分からないということですか……」

「はい。私などには考えもつかぬことで……」

　タウ支社長にはまったく心当たりがなさそうだった。

「では、すみませんが、お金の用意をお願いします」

「お金でございますか？　それは構いませんが、いかほど用立ていたしましょう？」

「とりあえず、ラウラさんへのお礼金として一千万ハイドレートを金貨で」

　ものすごい金額でも、さすがのＢ・Ｉ・Ｒのアジア支社長は眉まゆ一つ動かない。

「かしこまりました。ですが、本日は銀行が既に閉まっておりますので、明日、店が開きましたらすぐにでも用立ててまいります」

「これは私の個人的なことですので、後ほどＢ・Ｉ・Ｒアジア支社には、ブレーメンの銀行から送金いたしますから」
















　そんな会話を聞いたラウラはパチンと指を鳴らす。

「これで明日弾だん薬やくを買いに行けるわ。それで、クレアはどうするつもりなの？　最終的にはブレーメンへ行きたいんでしょ？」

「クレアお嬢様、ブレーメンへ戻られるのですか？」

「えぇ、私がＢ・Ｉ・Ｒ本社へ戻り、真相を確かめなければと思っています」

「それは……例の件のことですか？」

　タウ支社長は静かに聞くと、クレアは「えぇ」と頷うなずいた。

　それからは旅の間にあったたわいもない話が続き、二時間くらいかけて夕食を終えた。

　席を立つと、タウ支社長はみんなに見えないように、革かわ袋ぶくろをすっとクレアに渡わたす。

「旅には何かとご入用かと思いますので、こちらをお使いください」

「助かります。タウ支社長」

　俺達はレストランから二階へ上がる唯ゆい一いつの階段を伝って部屋の前へ戻る。

「まぁ、これからどうするかは明日考えましょう」

　クレアがそう言うと、マルグリットが少し恥はずかしそうにする。

「すまんが先に部屋へ入って、甲かつ冑ちゆうを脱ぬいでもいいか？」

「お先にどうぞ、マルグリットさん」

　マルグリットは「すまぬ」と言って２０８号室へと入っていく。

　金貨が今日もらえなかったラウラは、少し不満そうな顔だった。

「明日、銀行が開かないと、一千万ハイドレートはもらえないしね」

「それについてはタウ支社長の言う通り、明日必ずお支し払はらいしますから」

「とりあえず、シャワーを浴びたいわ」

　ラウラは２０５室へと入っていったので、廊下には俺とクレアだけになる。

「本当にナガサキからここまでありがとうございました。もし、ケントさんがいなかったら……私はもうきっとどこかで……」

　改めてクレアは頭を下げる。

「そんなの気にしなくていいよ。俺は旅の目的が出来てよかったと思っているから」

「旅の目的？」

「『君を守る』って言ったろ？」

　クレアは少しはにかみながら微笑ほほえむ。

「ありがとう、ケントさん。では、明日からも、またよろしくお願いしますね……」

「おう、任せておけって！」

　俺は右手の親指だけを立てて見せた。

「では、おやすみなさい」

　お腹の前に両手を合わせて置いたクレアは、丁てい寧ねいに頭を下げてから部屋へ入っていく。

　よしっ、明日からも頑がん張ばるぞっ！

　俺は両りよう腕うでに「おしっ」と力を入れながら、ラウラのいる２０５室へと入っていった。

　部屋にはシャャャとシャワーの水音が響ひびいていた。

　ふっと見ると、バスルームの入口へ向かってラウラの服が点々と落ちている。

　いっ、今、ラウラは裸はだか……なんだよな。

　シャワーに入っているから当たり前なんだが、同じ部屋の中でかわいい女の子がシャワーを浴びている音を聞いていると、何かドキドキしてくる。

　ラウラはそう思わないのかな？

　部屋決めの時に、さっさと俺との同室を選んだことを少し思い返した。

　俺は何となく落ち着けなくてフロアを歩き回っていたが、しばらくすると、キュキュッとハンドルを回す音が聞こえてきてシャワーの音がピタリと止まる。

　バスルームからはピタンポタンと水すい滴てきが落ちる音が何回か聞こえた。

　ラッ、ラウラはどんな格好で出てくるんだ!?

　着ていた服を景気よくバラまくように脱ぬぎ捨てていたラウラは、どんな格好で戻もどってくるつもりなんだろうと俺は心配になる。

　すると、バスルームからすっと白い手が伸のびてきて、すぐ側そばにあったスイッチを押す。

　パチンと音がして部屋の電気が消える。

　ラウラは部屋の明かりを自分で消したのだ。

　なっ、なんだ、なんだ　どういうことだ!?

　俺は突とつ然ぜんのことに動揺していると、静かにバスルームの扉とびらが開いてラウラが出てくる。

　真っ暗でまったく姿は見えないが、ラウラの気配がすっと近づいてくることは分かった。

「ラッ、ラウラ？」

　呼びかけると、俺の口にラウラが少し濡ぬれている自分の右手をいきなり押しつけてきて、そのまま俺を壁かべ際ぎわへと押しやった。それで俺はもう何もしゃべれなくなる。

　ラウラはその体を俺に密着させて押し当てるから、俺は壁かべとの板いた挟ばさみになった。

　すぐ近くからはボディソープとシャンプーの混じった、俺くらいの男子ならみんな卒そつ倒とうしてしまいそうないい香かおりが舞まい上がってくる。

　そんなラウラに手を伸ばすと、少し濡れた肌や髪に触ふれた。

　まっ、まさか!?　何も着ていないの!?

　バスタオルくらい巻いているのかと思ったが、ラウラは何も着ていないようだった。

　なっ、何!?　突然のモテ期到とう来らい!?　こういうことって突然始まるものなのか!?

　突然の展開に俺が心臓をバクバクさせていると、ラウラは背せ伸のびして顔を近づけてきた。

　そのためにラウラの大きめ胸は自然に俺に押しつけるような形になる。

　俺の心音はファイアーレス機関のようにドクドクと激しく高鳴った。

　おっ、俺はどうすれば!?

　そんな時に男は弱いもので、眼をつむることしか出来ない。

　俺の口元を通り越こしたラウラの顔は、耳元にまでやってきて静かに呟つぶやく。

「部屋の中に誰か隠れている……」

「へっ!?　ウゥゥゥゥ……」

　俺が驚おどろいて声を出そうとすると、ラウラは右手に力を入れて抑おさえつける。

「声は出さないで……相手に気づかれるわ。とりあえず、恋こい人びと同士が抱だき合ってイチャついている雰囲気で……」

　そんな感じ分かんねぇよ。今まで恋人同士になってイチャついたことねぇんだから……。

　仕方なく俺も口をラウラの耳元へ近づけると、ラウラは右手を口から外してくれた。

「……どうして部屋の中に人が隠れているんだ？」
















　俺も声を抑えてコソコソと囁ささやく。

「……さぁ、そんなの知らないわよ。だけど、夜よるのルームサービスってわけじゃなさそうよ」

　暗くら闇やみに目をやるが、俺にはどこにも人なんて見えないし雰ふん囲い気きも感じられない。

「本当にいるのか？」

「ケントには、この殺気が分からないの？」

「殺気!?」

「えぇ、私達を殺す満々って感じのね……」

　そんな雰囲気なのに、ラウラはなぜか少し楽しそうに笑っている。

「それで、どうする？」

「とりあえず、何をしにきたか聞きましょうか？」

「どうやって？」

「そんなの簡単よ。いぶり出せばいいじゃない。その笛を使って……」

　いたずらっ子のように微笑みながら背中にあるタミーノの表面を右手でさらりとなでた。

　なんだか、伝説の魔ま笛てきはまともな扱あつかいを受けているとは思えないが……。

「……分かったよ」

　俺は背中からタミーノを取り出すと、横に構えた。

　そして、カデナの酒場でやった時のように息を一気に送り込んで音を奏でる。




『ぴゅうわぁわぁ～♪　ぴゅわぁわぁ～♪　ぴゅうわぁわぁ～♪　ぴゅわぁわぁ～♪』




　俺としては親父おやじから教わった音楽のはずなのたが、やはりどうもメロディが違ちがう。

　首を捻ひねりながら演奏を続けていると、ドタンバタンと音がして、

「うぉぉぉぉぉ」

「あっ、頭が割れる～!!」

　と、クローゼットから男達が出てきて床ゆかに倒たおれ込んだ。

　……どうして俺の音楽でこんなことになるんだよ？

　狙ねらった通りの効果が出たのはいいのだが、どうも俺の音楽性が否定されているようで、吹ふくたびに少しずつ俺のプライドが傷ついていくような気がする。

　ラウラがバスルームへ入ったのを確かく認にんしてから、俺は部屋の明かりを点つける。

「こっ、この人達は!?」

　それは赤黒い制服を着たＢ・Ｉ・Ｒの社員だった。

　だが、彼らはベットメイクや掃そう除じに来たのではないのは、手に握にぎられた鈍にぶく光るナイフから分かった。

　すぐに服を着てラウラがバスルームから出てくる。

「何だか変なことなってきたわねっ」

　ニヤリと笑ったラウラは、まだ苦しんでいる二人の右手首を素早く蹴けり上げた。

　カラカラとナイフが床を回転しながら滑すべって、壁に当たって止まる。

　俺は頭を振ふって立ち上がろうとしている男の後頭部へ向かって、タミーノを思いきり振り下ろす。

　ドスッと鈍い音がして男は白目になって床に崩くずれ落ちる。

　ラウラは残っていた一人の男の首元を摑つかんで上半身を起こした。

「どういうつもりよ？　Ｂ・Ｉ・Ｒのホテルではこんなサービスもあるの？」

「しっ、知らない。俺達は命令されただけだっ」

　ピシッとラウラは男の頰ほおを叩たたく。

「誰だれによ？」

「そっ、それは……」

　男が顔を横へ背そむけた瞬しゆん間かんだった。

「きゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　向かいの部屋から悲鳴が聞こえる。

「クレア───!!」

　俺が扉へ向かって走り出すと、ラウラは、

「何でも上の言うこと黙だまって聞いてんじゃないわよっ、社しや畜ちく！」

　と、言い放ってから男の背中に手刀を打ち込んだ。

　男は「うっ」と声をあげると力が抜ぬけて、その場に白目を剝むいて静かにヘタり込む。

　扉を開いて廊ろう下かを渡わたり２０８号室の扉のノブを回すが、鍵かぎがかかっていて開かない。

「だっ、ダメだ！」

　後ろへ下がってから助走して扉に肩かたをぶつけるが、頑がん丈じような扉はビクともしない。

「どいてっ！」

　追いついてきたラウラは俺の肩を摑んで扉から引き剝はがすと、左手のグローブを外す。

「銃じゆうを使えばいいだろ？」

「マルグリットと戦った時に弾だん薬やくを使いきっちゃったのよ」

「そっ、そうなのか？」

「エル・ニドの武器屋で弾薬を補ほ充じゆうしようと思っていたのよ。まさか、今夜、クレアのホテルでＢ・Ｉ・Ｒの社員に襲おそわれるなんて思わないでしょ！」

　ラウラは左手を開き、ジェンマを扉の鍵かぎ穴あなにピタリとつけた。

　シュパァン！

　左の手のひらの中に小さな光が生まれて、その光こう弾だんが鍵穴周辺を全て吹き飛ばす。

　俺は右足を上げて、重そうな扉を思いきり蹴り込む。

「クレア───!!」

　中へ飛び込むと、ソファに座ったクレアにＢ・Ｉ・Ｒの社員が覆おおいかぶさっており、眼前に迫せまったナイフを震ふるえた両腕で何とか支えていた。

「ケント……さん……」

　クレアは奥歯を食いしばり、額からは汗あせが流れている。

　俺はタミーノを一回転させてから両腕に持つと、その先せん端たんを男の横腹目がけて思いきり突つき出だした。

「退どけ───!!」

　渾こん身しんの突きを喰くらった社員の男は、空中を飛んで窓ガラスへぶつかる。

　ガシャ───ン!!

　衝しよう撃げきで窓ガラスが窓まど枠わくごと吹き飛び、男は「うわぁぁ」と絶ぜつ叫きようして室外へと消えた。

　俺はダッシュしてクレアに駆かけ寄よる。

「大だい丈じよう夫ぶ!?」

「ありがとう、ケントさん。私は大丈夫」

「マルグリットは!?」

　俺達が二人で振り返かえると、

「ぎやぁぁぁぁぁぁ！」

　と、バスルームからＢ・Ｉ・Ｒの社員が吹き飛ばされてきて、俺がやったのと同じように窓ガラスをぶち破ってから外へ落ちた。

　ガシャンガシャン甲かつ冑ちゆうの音がしてマルグリットがバスルームから出てくる。

「なっ、なんなのだ!?　ここのホテルマンは!?　騎き士しの着き替がえを覗のぞくなど……」

「ぶっ!!」

　マルグリットの格かつ好こうを見た俺は思わず、色々な物をふき出しそうになった。

　着替えの途と中ちゆうだったらしくヘルムは被かぶっているのだが、甲冑は足にしか残っておらず、胴どう体たいは例の下着姿だった。

「マルグリット……甲冑を着ろ……」

　俺はバスルームへ下がるように右手を前後に振った。

「どうしたのだ？　ケント。何がそんなに恥はずかしいのだ？」

「そっ、そんな格好恥ずかしくないか？」

　少し考えたマルグリットは首を振った。

「ヘルムを取ることに比べれば、友であればこれくらいのこと……」

　羞しゆう恥ち心しんの持ち方がおかしいぞっ、マルグリット！

「とにかく二人共、ここから逃にげ出すから準備して！」

「にっ、逃げ出す!?」

　俺は驚くクレア達にしっかり頷うなずいた。

「状じよう況きようはよく分からないけど、Ｂ・Ｉ・Ｒ社員達が襲ってきている以上、このホテル……いや、エル・ニドにいること自体が危ないようだからっ！」

「わっ、分かりました」

　クレアとマルグリットが部屋で着替えに入るのを確認した俺は廊下へ戻もどる。

「近づいたらケガするわよっ！」

　シュパァン！　シュパァン！　シュパァン！

　廊下の中央に立ってラウラが魔ま法ほうを放って防戦している。

「どうだ、ラウラ？」

「完全に出口を固められたわ。何となく嫌いやな予感はしていたけどね」

　ラウラが見つめる二十メートル程の廊下の先には一階へと続く階段があり、そこへＢ・Ｉ・Ｒ社員が隠かくれるように数十人集まっているようで、全員ナイフなどで武装しており、こちらへ突とつ入にゆうするタイミングを計っているようだった。

　ラウラはそんな社員達がこっちへ来ないように魔ま法ほう弾だんでけん制している。

「Ｂ・Ｉ・Ｒエル・ニド支社全員が敵かよ……」

「社員は基本的に『本社に向かってワン』だからね。その命令が理り不ふ尽じんだろうが、そうでなかろうが絶対服従するものよ」

「だったら、『クレア一行全員を殺せ』って命令が本社から出ているってこと？」

「さぁ、誰が出した命令かは分からないけどね」

　Ｂ・Ｉ・Ｒ社員が迫ってきているのは、この建物で唯ゆい一いつ一階へ続く階段からであり、逃げ出すにはこいつらを全員倒さなくてはならない。

　幸い俺達の後ろにある階段は三階へ向かうものだから、後方から襲われることはないが……。

　たぶん、最初から俺達を抹まつ殺さつする目的で逃げ場のない、この部屋に俺達を入れたんだ。

「彼らは命令を聞いているだけなんだから殺すなよ」

　ラウラは左手を前に出して目を細める。

「自分はさっき社員を窓から、放り投げたくせにっ」

「あっ、あれは……その……クレアが危なかったから咄とつ嗟さに……」

「まぁいいわ。私も賞金首以外を殺す趣しゆ味みはないからっ」

　ラウラがニコリと笑う。

　このままではラチが明かないと思ったＢ・Ｉ・Ｒ側は、

「魔法など一発ずつしか撃うてないのですから、全員で突とつ撃げきしてやってしまいなさい！」

　と、後方から上司らしき人の声で命令されている。

　Ｂ・Ｉ・Ｒ社員が突入しようと身構えたのを見て俺もタミーノを構える。

　……これは接近戦になるな。

　魔法は遠えん距きよ離り攻こう撃げきを可能とするが、多数の敵に対しては不利である。

　それは魔法弾の攻撃が一発一発放たれるからで、その間に突っ込まれてしまうからだ。

　だから、パーティにおいては前衛の者が突撃を阻そ止しして、その間に魔ま導どう師しが更さらに魔法攻撃げきを加えるという形になる。

　幸いここは野外ではなく狭せまい廊下のため、一人でも突撃を阻止出来そうだった。

　そして、次の瞬間、

『うぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ！』

　と、Ｂ・Ｉ・Ｒ社員が一団となって怒ど濤とうの勢いでこちらへ突っ込んできた。

　俺はラウラの少し前に立って盾たてのように立ちはだかる。




「この、こっぱ社員どもが───!!」




　ラウラがそう叫さけぶと、左手のジェンマはキンと黄色の光を放つ！

「えっ!?」

　その魔法攻撃に思わず俺は驚おどろき、目を見張る。




　シュパァン！　ズババババババババババババババババハ！




　ラウラの左手から放たれた光弾は、すぐに手元で拡散して横なぐりの豪ごう雨うのようになって、突撃中のＢ・Ｉ・Ｒ社員に襲いかかる。

　廊下のフロア近くを飛んだ多数の光弾は、社員の足元近くに迫ると天てん井じよう方向へ向かってカーブし、全員の顎あごの先せん端たんを捉とらえて撃ち抜いた。

「うわあっ！」「ぐはっ!!」

　十数人の悲鳴が交こう錯さくする阿あ鼻び叫きよう喚かんの後、全員の時間は一いち撃げきで止められた。

　先頭の者がバタリと倒たおれるのを合図にして、次々に白目を剝いてバタバタと倒れ出し、廊下はあっという間に社員の体で埋うめつくされていく。

　これが死体で彼らが兵士なら踏ふみ越こえて突撃を続けることが出来るかもしれないが、あくまでも会社員であり、倒れている同どう僚りよう達はまだ生きているのだ。

　そのため、階段辺りから出たばかりの者達は、

「うわぁぁ！」

　と、悲鳴をあげて速そつ攻こうで後退し、最初にいた階段へと隠れた。

「どうなっているんだ!?」

　俺は突とつ然ぜん全員が瞬しゆん時じに意識を失ったことを理解出来ない。

「全員の顎先を撃ったのよ」

　ラウラは顎の先端を右手の人差し指を置きながら首を左右に振ふる。

「ここに強力な一撃を加えられると、首を軸じくとして頭ず蓋がい骨こつと一いつ緒しよに脳が揺ゆれるから、体が動かなくなったり気絶したりするのよ。ボクシングのアッパーカットと同じね」

　ラウラは軽く言っているが、そんな魔法を俺は見たことはない。

　普ふ通つう、魔法は直っ直ぐに敵へ向かって飛ぶ。

　魔法があんなに拡散して飛ぶだけでもあり得ないのに、ラウラの魔法はカーブした上に、敵の弱点へ向かって撃ったと言うのだ。

「ラウラはあの一いつ瞬しゆんで、全員の顎先を狙ねらって魔法を放ったのか!?」

　左手のジェンマをラウラは見つめる。

「体に直接ジェンマを埋め込むと、頭で呪じゆ文もんを想い浮うかべるだけで発射出来るようになって、その魔法弾には術者の意識をのせられるようになるのよ」

「すっ、すごいなっ……」

　俺は横に立つラウラの力に改めて驚きよう愕がくする。

「だからねっ……」

　シュパァン！

　そう言いながら放った光弾はキレイなカーブを描えがいて右へ曲がり、階段で隠れている一人の男に命中した。男は倒れ「うっ」と声をあげて階段下へ落ちていく。

「こうして見えていない敵でも『そこにいる』という意識さえ感じられれば、その人の狙った場所に確実に命中させられるのよ。まぁ、有効射程の限界はあるけどね」

　地上に降り立った小こ悪あく魔まは、うふっと楽しそうに笑う。

　俺はそんなラウラの魔法の力を聞いてとても心強く感じるが、反対側のＢ・Ｉ・Ｒ社員からしてみれば地じ獄ごく以外の何物でもない。

　遮しや蔽へい物ぶつに身を潜ひそめていれば攻撃は喰くらわないと思っていたのに、この攻撃はラウラから気配を摑つかまれてしまったら、極論どこにいても当てられてしまうのだ。

　Ｂ・Ｉ・Ｒ社員らは少しずつ後退する。

　小悪魔を前にして、きっとみんな逃げ出してしまいたいだろうが、一番後方には上司がいて見張っているのだから、全員逃げ出すわけにはいかない。

「俺は格好いいと思う」

　横に立つラウラを見て言うと、ラウラは俺を見た。

「なにが？」

　俺はラウラの目を見て言う。




「そのジェンマを直接体内に埋め込むのがさ」




　俺が左手を見つめると、ラウラは手を隠しながら頰ほおをすっと赤くした。

「なっ、なにこんな大変な時に、そんなこと言ってんのよっ！」

「こういう時だからこそ、格好いいと思えるんじゃない？」

　俺が微笑ほほえむと、ラウラは顔を斜ななめ下へ向けてボソリと言った。




「あっ……ありがとう。これ、褒ほめてくれる人少ないから……」




　そんなラウラはいつもと違ちがって、とてもかわいい普通の女の子だった。

　そこへ２０８号からマルグリットとクレアが出てくる。

「待たせてすまない！」

「ごめんなさい。着き替がえに時間がかかっちゃって！」

　マルグリットはアーマーの完全装備に戻っていて、クレアは元の服装になっていた。

　背中から長ちよう剣けんを取り出しマルグリットは正面に構える。

「どうする、強きよう行こう突とつ破ぱするか？」

　俺は廊ろう下かの向こうを窺うかがう。

「何かさっきよりも敵の数が増えているような気がするな」

　ラウラは床ゆかに視線を落とす。

「まぁ、こんなことになったら、『もっと増員だっ！』ってなるわよねぇ」

　倒れている人で埋めつくされている廊下に気がついたクレアは「きゃっ」と声をあげた。

「なっ、なにがあったんですか!?」

「ちょっと、ラウラが頑がん張ばってくれたからね……」

「そうなんですね。それで、どうしましょう!?　ケントさん」

「そうだなぁ……」

　俺は考えを巡めぐらせる。

　このまま戦い続けていてもラチが明かないのはこちらも同じことだった。

　それに向こうは大量の社員を投入出来るが、こちらはたった四人である。

　ラウラの魔法攻撃は強力だが、人の生命力を基き礎そとする魔ま力りよくが無限であるはずがない。

　きっと、どこかで力ちから尽つきてしまうはずだった。

　その時、空へ抜ぬけていくような甲かん高だかい警笛が聞こえてくる。

　フィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィ！

　ここはそれしかないよな。

　うんと頷うなずいた俺は決意して、みんなに向かって大声で言う。

「みんな、こっちだっ！」

　俺はＢ・Ｉ・Ｒ社員らの立て籠こもる一階への階段ではなく、三階へ向かう階段しかない廊下後方へ向けて走り出した。

「どっ、どうする気よっ！」

「こっちは三階へ向かう登り階段しかありませんよ」

「私はどこまでもケントについていくぞっ」

　ラウラ、クレア、マルグリットの順で廊下を走りだす。

「いいから、今は走って！」

　すると、階段に隠かくれていたＢ・Ｉ・Ｒ社員らから声があがる。

「奴やつらは逃にげ出したぞっ！　今こそ追おい詰つめるんだっ！」

　すぐに廊下へ飛び出してきた赤黒い制服の集団が、俺達の後を追って背後に迫せまる。

　ヒュゴォォォォォォォォォ！

　社員の一部には魔導師もいるようで、背後からは火か炎えん弾だんが飛んでくる。

「危ない、クレア！」

　マルグリットは一番後ろを走って魔ま法ほう弾だんの攻撃を受け止めてくれる。

「ありがとう、マルグリットさん」

「なんの、この鎧よろいは多少の魔法攻撃には耐たえられるようだから」

　火炎弾は次々と発射され、外れた弾たまは廊下や部屋へ飛び込み火災が発生する。

「まったく面めん倒どうな奴やつらねっ！」

　シュパァン！　シュパァン！

　ラウラは振り向きながら反はん撃げきを加えていくが正に多勢に無勢。

　一人二人が倒れたとしても社員達の勢いは変わらない。

「だったら、これでどうよっ！」

　シュパァン！

　走りながら左手を上へ向けたラウラは、天井に向かって光こう弾だんを放つ。

　命中した光弾は太い木製の柱を一発で叩たたき折り、そこからくの字に折れ曲がった天井は重さを支えきれずに、ドドドッと崩くずれてくる。

　折れた柱が天井から落ちてきて、狭せまい廊下を塞ふさぐ。

　一いつ旦たんは「うぉぉぉ」と動どう揺ようして動きを止める社員らだが、崩ほう落らくが収まると注意しながら蟻ありの行列のように一列となって越えてくる。

　そこで、俺達は三階へと続く階段を一気に駆かけ上がった。

　すると、最後に走っていたマルグリットが、自分の長剣をフンッと振り上げる。

「なにをするのマルグリット!?」

　戸と惑まどうクレアに向かって、マルグリットはふっと笑う。

「何、ラウラと同じようにするまで……」

　そう言ったかと思うと、マルグリットは長剣を上から下へ向かって振り切った。

　ピキンと何か石が割れるような音に続いて、

　ガガガガガガガガガガガガッ……。

　と、巨きよ大だいな音がして、ここまで登ってきた階段が一発で崩れ去さってしまった。

　無論、登りかけていた社員十数人は巻き込まれてガレキの山に一緒に落ちていく。

「マッ、マルグリット!?」

　キンと背中の鞘さやにマルグリットは、何か恐おそるべき力のこもった剣けんを収める。

「こうすれば奴らの追つい跡せきも少しは抑おさえられよう」

「そんなことしたら、私達だって下へ降りられなくなっちゃうじゃない！」

　驚おどろいたラウラは叫さけぶが、マルグリットは落ち着いたもの。

「騎き士しに退路などいらぬ」

「なに格かつ好こうつけてのよっ、乳ちち袋ぶくろナイト！」

　ラウラは背せ伸のびして叫ぶ。

　先頭を走っていた俺は三階中央にあった一ひと際きわ大きい両開き扉とびらの前に立ち止まる。

「こんなところまで登ってきて、どうするつもりなんですか？　はぁ……ケントさん」

　走り続けたことでクレアは息が少し上がっていた。

「このホテルから逃げ出すのさ」

　そういって微笑んだ俺はラウラに頼たのむ。

「ラウラ、この部屋の鍵かぎを壊こわしてくれっ！」

「分かったわっ」

　左手を前にしたラウラは、「はっ」と気合を入れる。

　その瞬しゆん間かん、鍵どころか二枚の扉自体も一いつ緒しよに吹ふき飛とび、室内へ向かってダーンと倒たおれた。

　ここはホテルの中でも一番いい、スイートルームだった。

　俺は壊れた扉から中へと入り、一番奥にあった寝しん室しつへと入っていく。

「きゃぁぁぁぁぁぁ！」

「こっ、今度はなんだっ！」

　ベッドには見なれた人達が真まっ裸ぱだかでシーツを引き寄せて怯おびえている。

　それはナガサキでは四万ハイドレートをアッサリ払はらってウインドエクスプレスに乗り込んだ紳しん士しとピンクのドレスを着ていた美人だった。

　そういや、エル・ニドへ行くとか言っていたっけ？

「どうもすみません。ちょっと、緊きん急きゆう事態なので……」

　俺達はあいそ笑いを浮うかべながらベッドの前を四人で通り過ぎ、部屋に面していた大きな窓をガラリと開く。

　そこには入る時に見た大きなベランダがあり、俺は手すりから身を乗り出して下を見た。

「こんなところへきてどうしようって言うんです。お客様にも迷めい惑わくをかけて……」

　ベッドの二人を見たクレアは、恥はずかしそうに少し顔を赤くしていた。

　俺は三人の顔を見て言う。

「このまま逃げ続けたってエル・ニド駅のどこかで捕つかまる」

「では、どうするつもりなのだ？」

　マルグリットは俺に聞く。

「それは──」

　その方法を説明しようとすると、スイートルームの方から男の低い声がした。

「ここで素直に死んでもらえませんか？　クレアお嬢じよう様さま」

　振ふり返かえると、六連発の短い銃じゆう身しんを持つリボルバーを構えたタウ支社長が立っていた。

　着ていたＢ・Ｉ・Ｒの制服は既すでにボロボロになっており、ここまで這はい上がってくるのに、相当苦労したことを物語っている。

　俺はクレアの前に立ち塞がろうとしたが、クレアはすっと俺の動きを止めて自分で銃の前に凜り々りしく立った。

「私の死を願っていたのは、タウ支社長だったのですね」

　タウ支社長は不気味な笑みを浮かべながら首を横に振る。

「いえ、私など単なる駒こまに過ぎませぬ」

「だったら、誰だれがあなたに命令したのですか！」

「……それはいくらクレアお嬢様の命令でも、言うわけには参りませんなぁ」

　そこで、タウ支社長はフッと笑って続けた。

「素直にシベリアでの事件の殺人犯としてお捕まりになり、牢ろう獄ごくで一生お暮らしになっておられれば、少なくとも殺されることはなかったのですよ、クレアお嬢様」

　ガチャリとタウ支社長は銃じゆう口こうを向ける。

「やはり、あれもあなたの仕組んだことなのですねっ」

　タウ支社長は少し考えてから話す。

「あなた……いや、あなた方と言って頂いた方が、より正解でしょうな」

「あなた方!?」

「お別れですので冥めい土どの土産に少し教えて差し上げましょう。あの事件の犯人はクレアお嬢様ではありません。我々の組織の者がお嬢様から鍵を盗ぬすんで複製し、支社長室にレンベルトをおびき出してから殺したのです。そして、何人かの作業員に金を渡わたして、お嬢様が犯人となるような証言をさせたのですよ」

　ラウラはタウ支社長を睨にらみつける。

「汚きたない奴らねっ」

「まぁ、大義のためには小さな犠ぎ牲せいは已やむを得えませんな。それが政治であり、社会であり、会社というものですから。おっと、創業者様の大事な一人ひとり娘むすめということで、私も少し口が軽くなってしまいましたな。では、そろそろお別れです」

　銃口がピタリとクレアの顔に合わされた瞬間、俺はクレアの足と背中に両手を回す。

「きゃっ！」

　クレアの軽い体はフワリと持ち上がり、あっという間にお姫ひめ様さま抱だっこされる。

「ケッ、ケントさん!?　こっ、こんな時に……」

　腕うでの中で顔を真っ赤にしてクレアに向かって、俺は静かに呟つぶやいた。

「俺を信じて……」

「はっ、はい……」

　俺の真しん剣けんな目を見たクレアは、すっと小さく頷く。

「なんです？　あなたはクレアお嬢様と一緒の弾だん丸がんで死にたいのですか？　まぁ、どの道、皆みなさんには死んでもらいますがね……」

　そう言うタウ支社長の後ろには、追いついてきたＢ・Ｉ・Ｒ社員達がゾロゾロと現れた。

　こんな近きん距きよ離りでの乱戦となったら、いくらラウラでも防ぎ切れないだろう。

　万事休すとなった時、俺は視界の隅すみにあるものを捉とらえた。

　よしっ、今ならいけるっ！

　俺はベランダの外へ向かって振り向き、左足をバンと手すりにのせた。




「殺されるのは好きじゃないから、自分で死ぬことにするよっ！」




「じっ、自殺ですと!?」

　俺の言葉を聞いたタウ支社長が怯ひるんだ間かん隙げきを狙ねらって、俺は両足に一気に力を入れた。

「うらぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　二人の体はあっという間に手すりを乗のり越こえ、俺はクレアを抱いたまま宙に舞まう。

　そこからはまるでスローモーションのようだった。

　グッと目を閉じたクレアは両手に力を入れて俺にしがみつく。

　風を受けてバタバタと服が鳴り、クレアの長い金きん髪ぱつが揺ゆれてキラキラと輝かがやいた。
















　地球の重力に引かれて落ちていく自由落下は、時間を追うごとに加速して、体験したこともない風が頰ほおに当たる。

　これ以上落ちると死んでしまうかもしれない。

　そう感じた次の瞬間、俺は走っている客車の屋根に着地した。

　ガシャ───ン!!

　大きな音をたてながら俺は思い切り尻しりもちをつき、その衝しよう撃げきで周囲にあった物が散乱して線路へ向かって落ちていく。

「痛いって───!!」

　ケツにはかなりの痛みが走ったが、屋根にあったボンベやトランクがクッションとなって足にも体にも、そして、クレアにもまったくケガはないようだった。

「大だい丈じよう夫ぶ？　クレア！」

　クレアがそっと目を開く。

「だっ、大丈夫です。あっ、あれ……ここは？」

「ヴェーザー号の客車の屋根だよ。さっき、出発の警笛が聞こえたから飛び乗ったんだ」

　話を聞いたクレアは目を丸くしてから、ほっとしたように微笑ほほえんだ。

「ケントさん、ありがとう……」

　そんなクレアに俺はいつも通り微笑みかける。




「だから、君を守るって言ったろ？」




　クレアは大きな瞳ひとみを涙なみだで潤うるませた。

「ケントさん……私……」

　ヒュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュ……。

　クレアが俺に何かを呟きかけた時、上空から風を切る音が二つ聞こえてきた。

　一つはパシンと見事に両足で着地する。

「もう、飛び下りるなら、ちゃんと言いなさいよね」

　自じ慢まんの赤い髪かみを後ろへはね上げながら、ラウラはフッと笑う。

「ラウラさん！」

　クレアはとても嬉うれしそうな顔をして出で迎むかえた。

　そして、もう一つの落下物は、

　ドカ───ン!!

　と、客車の屋根をぶち抜ぬき、下のリビングに落ちた。

　どんなにうまい姿勢で着地しようが、あのアーマーは重過ぎる。

「おい、マルグリット大丈夫か？」

「ケント、私はどこまでもお主についていくぞ～!!」

　開いた屋根の穴からマルグリットの元気そうな声が聞こえた。

　そこで、目を合わせた俺とラウラとクレアは、何だかおかしくなってきて、三人で思いきり笑い合った。

　パン！　キン！　ボフッ!!　ボフッ!!　ボフッ!!　ボフッ!!

　だが、上部からは銃じゆう撃げきが浴びせられ、続いて魔ま法ほうによる火か炎えん弾だんがいくつも降り注ぐ。

　それは俺達を取とり逃にがしたタウ支社長達からの攻こう撃げきだった。

「逃がすな───!!　全員を絶対に殺すんだ!!　失敗すれば、私が……」

　支社長はベランダに立って部下に向かって指示を出し続けている。

　そんな奴やつらを見たラウラの額にはピキッとシワが寄り、左手をホテルへ向けて思いきり叫さけんだ。




「あきらめの悪い奴らは、嫌きらいなのよ───────────────!!」




　今まで見た中で最高の光がラウラの左手に生まれる。

　俺とクレアはあまりの光に思わず『うっ』と、目を細めて唸うなってしまったくらいだ。

　そして、直径二メートルはあろうかという光がラウラの前に発生し、その光は巨きよ大だいな魔ま法ほう弾だんとなってホテルへ向かって飛ぶ。




　ドガァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァ!!




　バカじゃないか!?　と言いたくなるような爆ばく破はがホテルの三階に起こり、各所にあったファイアーレス機関やメタンガスボンベが一斉に誘ゆう爆ばくした。

　木造三階建てのホテルは、あちらこちらから火の手があがりゆっくりと倒とう壊かいし始める。

　そんな火事の明かりに照らされながら、ヴェーザー号はエル・ニド駅から出ていく。

　すると、運転台からトレビシックさんが嫌いやそうな顔を出す。

　その顔にはアザや傷があって、連れていかれた人達から無理矢理逃げてきたということが、すぐに予測することが出来た。

「まったく、屋根に穴開けやがって、乗るならホームから乗れってんだよ」

「すみません。突とつ然ぜん……」

　クレアは俺から降りて、ペコリと頭を下げて恐きよう縮しゆくする。

「ちょっと、急いでいたもんだからさ」

　俺はトレビシックさんを見つめて微笑む。

「まぁそれはいいが、運賃は持っているんだろうな？」

　俺とラウラは目を合わせるが、二人共もちろん金など持ってはいない。

「まったく無賃乗車なら、エル・ニドに戻もどってもらうぜっ」

「別に俺達はいいけど、トレビシックさんは大丈夫なの？」

　俺が聞くと、トレビシックさんはしどろもどろになる。

「そりゃ……お前……その……なんだ……」

　そんなトレビシックさんの前に、クレアはポケットから小さな革かわ袋ぶくろを置いた。

「とりあえず、それでしばらくの間お願い出来ませんか？」

　袋ふくろを開くと、金貨が五十枚くらい入っている。

「おぉ……まあ、これくらいあれば……次の駅くらいまでは……」

　そこまで呟いたトレビシックさんは、祈いのるように両手を胸に合わせるクレア、睨みつけながら左手を構えるラウラ、屋根の穴から這はい上がってきたマルグリット、そして、ニコリと笑いかけた俺を見回してから小さなため息をつく。

「わ～ったよ。しばらくは乗ってもいいことにしてやる」

「へぇ～トレビシックにしては、サービス満点だねぇ」

　ピョンと顔を出したミュンはニヤニヤと笑う。

「うるせーよ」

　回れ右をしたトレビシックさんは、ミュンと共に運転台へ消えていった。

　そんな背中に向かって、

「ありがとうございます、トレビシックさん！」

　とクレアが言うと、進行方向を向いたまま恥はずかしそうに右手だけを挙げた。

　そんなクレアに俺は聞く。

「あのお金どうしたの？」

「あれはレストランでの食事が終わった時にタウ支社長にもらったものです」

「あぁ、あの時の……」

　少しずつ遠ざかっていくエル・ニド駅を俺達は全員で眺ながめる。

　ホテルは火災となって赤々と燃え、そんな光だけが真っ暗な空に輝いていた。








Ａ００７　ブレーメンへ









　エル・ニド駅から逃げ出した次の日、俺達は更さらに南へ向かって走る線路の上にいた。

　その前の日はあまり寝ねられなかったこととエル・ニドの事件で疲つかれてしまった俺は、昨日と同じ二段ベッドの右側に入った瞬しゆん間かん、泥どろのように眠ねむり込んでしまった。

　朝、目が覚めてみると他のベッドには誰だれもおらず、洗面所で顔を洗ってからリビングに行くと、みんな既すでにソファに座って朝食を食べ始めていた。

　Ｌ字型の大きなソファには、相変わらず鎧よろいを着たままのマルグリット、少し髪に寝ぐせが残っているラウラ、朝からでもピシッと服を着ているクレアの順で座っている。

　朝食はトレビシックさんが、すぐ側そばのクッキングオーブンで作ってくれていて、リビングには卵とハムの焼けるいい香かおりが漂ただよっていた。

「おそよう、ケント」

　一番遅おそく起きてきた俺に向かってラウラは、そんな挨あい拶さつをする。

　フォークとナイフを持つラウラの前の白い皿には、白いパンの上に卵とハムがのった料理があった。

「あぁ、おそよう、ラウラ。今日の朝ご飯はハムエッグかぁ～」

　俺が「ふわぁ」と大きなあくびをしながら言うと、クレアがニコリと微笑む。

「これはハムエッグではなく、エッグベネディクトですよ、ケントさん」

「エッエッ、エッグベネディクト!?」

　俺の田舎では聞いたことのない料理名に俺は思わず聞き返す。

「まぁ、食ってみりゃ分かるさ」

　トレビシックさんはテーブルの上に、エッグベネディクトののった皿をコトンと置く。

　エッグベネディクトは白いマフィンと呼ばれるパンの上に、ハムや半熟の目玉焼きをのせたものらしく、更にその上にはおいしそうな黄色いソースがかけられていた。

　エッグベネディクトをコーヒーで流し込みながら、俺もテーブルを囲む。

　車窓に映る風景は背の高い植物が生おい茂しげるジャングルが多くなってきた。

　卵とハムを口へ入れながらラウラはふぅとため息をつく。

「結局、一千万ハイドレート受け取り損なったじゃない」

「すみません、ラウラさん」

　口元をナプキンで拭ふきながらクレアはすまなさそうに答える。

「こうなったら、ブレーメンまで行って回収するしかないわね」

　腕うでを組み口を尖とがらせて言うと、クレアは満面の笑みを浮うかべてラウラの肩かたに飛びついた。

「ありがとうございます、ラウラさん！　一いつ緒しよに来てくれるんですね！」

「わっ、私は仕事として行くだけよっ。おっ、お金のためだからねっ」

「はい。それでもありがとうござます！」

　クレアはキラキラと笑いながら喜んだ。

「私はどこまでもついていくぞっ」

　小さく開いたヘルムのすき間からマフィンを入れながらマルグリットは言う。

「まぁ、最終目的地はブレーメンとしても、とりあえず、どこへ向かうよ？」

　トレビシックさんがベコベコのアルミのマグカップで、煮に詰つまったコーヒーを飲みながら壁かべに背を当てたまま聞くと、最初にラウラが答える。

「私はとりあえず弾だん薬やくを補給したいわ」

「と言うことは大きな都市だな。ここから南なら『シンガポール』ってとこだが、そこのＢ・Ｉ・Ｒのお嬢じようさんは大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　クレアは少しだけ考えてから答える。

「そうですね。シンガポールだったらＢ・Ｉ・Ｒの支社もなく影えい響きようは少ないと思います」

「だったら、決まりだな。次はシンガポールだ」

　俺がそう言うと、みんな静かに頷うなずく。

　その時、ラウラがふっと顔を上げて、右の車窓を見つめる。

「だけど、簡単には行かせてくれなさそうよ……」

　左グローブを脱ぬぐラウラが目線を移した右の車窓には、リザードに乗った盗とう賊ぞくらしき集団が、砂すな埃ぼこりを上げながら近づいてくるのが見える。

「あやつらは何者だ？」

　マルグリットはカシャンとヘルムを閉じて立ち上がる。

　窓の外からは「クレアを寄こせ───!!」と髭ひげづらの大男が叫んでいる。

「クレアと友達になりたい人達じゃないの～？」

「まっ、また私を狙ねらってきた人ですか!?」

　不安そうな顔をするクレアの両肩に、俺とラウラとマルグリットが右手をのせる。

　みんなを代表して俺がクレアに言う。

「俺達がクレアをブレーメンへ連れていってあげるから」

「……皆みなさん」

　クレアの顔はすっと赤く染まり、ほっとしたような表情になる。

「No road is long with good companyか……若いねぇ～」

　ニコリと笑ったトレビシックさんは、そのまま続けた。

「こいつは世界一速い列車だと言ったろ？　あんな奴やつらすぐに振ふり切ってやるさ」

　コーヒーを咽のどへ放り込みながら、トレビシックさんは機関車へ歩いていく。

『良き友と一緒なら如い何かなる道のりも遠くはない』

　みんなと顔を見合わせた俺の脳裏には、そんな言葉が浮かぶ。

　ブレーメンは遥はるかに遠いが、きっと、こんな仲間達となら辿たどりつくことが出来るだろう。

　俺は硝煙と甲かつ冑ちゆうとほんの少しの香こう水すいの香るリビングで、タミーノを取り出しながら、そんなことを思っていた。

　ヴェーザー号の走る真っ青な空に下には、見たこともない景色が広がり始めていた。








あとがき









　ファンタジア文庫の皆みなさま、初めまして豊とよ田だ巧たくみです。

　今回の「異世界横断鉄道ルート66」が無事出版出来ましたのは、たくさんの皆さんの御ご支し援えんのおかげです。まずは、まともな奴やつがいない曲くせ者もの揃ぞろいのキャラクターをデザイン頂き、素晴らしいカバー、挿さし絵えを仕上げて頂きました、真ま早はや先生。そして、「ファイアーレス」などという得体の知れない機関車のデザインをしてくださいました、富とみ岡おか二じ郎ろう先生。それから、そんな素晴らしいお二人の出会いをプロデュースして頂きました、RED FLAGSHIP井いの上うえ社長と、何年経たっても相変わらずの成長のない原げん稿こうにお付き合い頂きました、編集部の有あり馬ま様にお礼を申し上げたいと思います。そして、なによりも本を手にとって読んでいただきました読者の皆さんに、心から感謝させて頂きます。

　さて、鉄道が走るファンタジー世界というのはいかがだったでしょうか？

　ファンタジー世界では馬車や船に乗って旅をすることが多いと思いますが、鉄道で移動する作品はあまりありません。それはファンタジーの基本的世界設定が「中世」であり、産業革命以降の時代をあまり取とり扱あつかわないからだと思います。

　鉄道の最も古い動力は「蒸気機関」ですが、これも産業革命時の発明なので、私としては「それだと列車走らせられねぇ～」と困っていたのです。小説家仲間と話をすると「そんなの魔ま法ほうで動かせばいいじゃん」と言われるのですが、そこは私も鉄道小説家の端はしくれ、何とかファンタジー世界程度の冶や金きん技術で機関車を作れないかと悩なやみ、その結果、叩たたき出したのがこの「ファイアーレス」という機関車なのです。

　ファイアーレス機関車は現実にも存在しています。日本語では「無火機関車」と言い、形は蒸気機関車に似ているのですがボイラーではなく、タンクから蒸気や圧縮空気をシリンダーに送り込み、それを回転運動に変えて走るようになっています。こうした機関車は爆ばく発はつの危険のある工場、鉱山などで使用されているマニアックな機関車です。

　勿もち論ろん、圧縮空気にしろ蒸気にしろ、限られたタンク内に貯め込むわけですから、普ふ通つうは近きん距きよ離りに使用出来ません。それを解決する物質が、この世界では地下鉱道の奥から結けつ晶しようの形で大量に産出されるメタンハイドレートです。メタンハイドレートは冷れい凍とうしていればドライアイスのような固体ですが、常温だとシューシューとメタンガスになっていきます。

　この性質を利用してファイアーレス機関はタンク内でメタンガスを作り圧縮、気化したメタンガスをシリンダーに送り込んで、ピストン運動を作り出しているわけです。

　私はこの機関に喜々としているのですが、素直に魔法でよかったですかね？（笑）

　そして、ファンタジー世界で鉄道が活かつ躍やくしない、もう一つの理由は「中世は大航海時代」だからだと思います。我々の地球は海が七割、陸が三割であり、少し文明が発展すると、製造が比ひ較かく的てき容易な大型木造船を造りがちです。

　ですが、世界が逆転し「陸が七割」となったら、全世界が開かい拓たく時代のアメリカのようになってしまい、どこへ行くにも鉄道に頼たよることしかなくなってしまうのではないか？

　それが、ケントやラウラが生まれた世界なのです。

　地球科学的に真しん剣けんに考えると、色々と困ったことが多いかもしれませんが（笑）、「もしも、陸と海が逆転した世界があったら？」について皆さんはどう思いますか？　たぶんこんな世界とはまったく違ちがう世界を想像されると思いますが、「あの場所はどうなるかなぁ？」なんて考えていると、とても楽しいですよ。私は「大航海時代よりも、大大陸横断鉄道時代があればよかった」と思っていたので、こうして「異世界横断鉄道ルート66」という形になったことは、とても嬉うれしく思っています。

　クレアの「ブレーメンへの旅」は始まったばかりなので、出来れば皆さんから五人と一いつ匹ぴき達が愛されて、長い長い旅路を書けることを、私は心から願ってやみません。

　では、シンガポールへの旅で再会出来ますように！（願）


二〇一六年十一月十日　豊田　巧
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Ａ００２　ウインドエクスプレス

ドラゴンマガジン２０１７年１月号







豊田巧

●とよだたくみ



２０１１年集英社より児童小説「電車で行こう！」で小説家デビューし、シリーズ総計40万部を突破。

創芸社クリア文庫ライトノベル「RAIL WARS!」はアニメ化されシリーズ総計60万部を突破した。

鉄道、ＳＦ、一般、推理、警察小説など毎年十二冊以上執筆で手掛ける速筆家で多作家。執筆天国で列車に乗りにくくなっているのが悩み。
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